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    　プロローグ


    



    　愛あい須す蒔まき也やは、自分がいつ、どんな経緯で「普通」から逸いつ脱だつしてしまったのかを覚えていないが、今から七年前──小学二年生の頃ころのことはよく覚えている。


    　ある時期、両親の不仲が深刻化したことに気づいた。


    　もっとも、両親はそのことを蒔也に見せまいと努めていたが、幸か不幸か蒔也は鈍にぶい少年ではなかった。普段の会話の端々に表れる苛いら立だちの棘とげを、幼おさない蒔也は漏もらさず察知していた。


    　また、蒔也がベッドに入った後で、両親が隣室で何か口論しているのを、蒔也は横になったまま耳を澄すまして聞いていた。声の勢いは壁越しにも十分に伝わってきた。父も母も、ただならぬ剣幕で激情をぶつけあっていた。


    　原因やきっかけはわからない。両親ともに会社で出世しており、経済的には恵まれた家庭だ。金銭面で問題を抱えるような状況ではないし、蒔也が問題児だったわけでもない。何か他に、精神的なすれ違いがあったのだろう。その点については、蒔也は想像するしかない。原因の特定は不要と判断した。


    　怒気の気配を感じてはいても、怖いとは感じなかった。


    　悲しみや不安もなかった。


    　蒔まき也やの心の中にあったのは「このままではまずい」という危機感と、「どうやって対処しようか」という思案だけだった。


    　このままふたりが決定的な決裂に至れば、今の家庭環境は失われてしまう。自分が父と母のどちらに連れていかれるかはわからないが、いずれにせよ、生活水準は落ちるだろう。周囲から哀あわれみの目を向けられることにもなるかもしれない。


    　それは避けたい。蒔也は何ひとつとして失わないよう、策を講じることにした。


    　計画を立案し、頭の中でよくよく検証した上で、蒔也は金曜日の朝に行動に移った。初夏の晴れた日。夏休みを間近に控ひかえた、蒸し暑い日だった。


    　いつものように歩いて小学校に向かう。その通学路の途中の分かれ道で、蒔也は周囲の目がないことを念入りに確認し、わざと違う道を行った。ランドセルをその場に捨て、ただ事ではない演出をするために靴くつも放置した。予あらかじめ用意しておいた靴に履き替え、目撃されないように歩調を速めて去る。


    　小学生が徒歩で行ける距離など、たかが知れている。かと言って、自転車を使ってしまっては状況が不自然になるし、電車やバスだと人目につきすぎる。蒔也は姿をくらますのに適した場所を、予め徒歩圏内でいくつかリストアップしていた。


    　蒔也は、自発的な意志で「行方不明」になった。


    　小学校に時間どおり登校しないので、無断欠席の扱いになる。普段、成績優秀、無遅刻無欠席を貫いてきた優等生の蒔也にとって、初めてのことだった。


    　小学校の教諭は蒔也の不在を怪け訝げんに思い、確認のために保護者に連絡を入れる。共働きで蒔也の自宅には誰だれもいないので、連絡は母親の仕事場に行くようになっていて、そこで、教諭も母親も異常事態を知る。


    　母親は慌あわてて夫にも連絡し、蒔也の身に何かがあったという危機が共有される。日頃ごろ、対立しているふたりだったが、蒔也のことを心配する気持ちは同じく持っていた。


    　もしも父と母、どちらか一方でも蒔也への愛情が薄ければ、蒔也の目もく論ろ見みは失敗に終わるところだったが、口論の内容から、両親ともに蒔也に執着していることはわかっていた。


    　蒔也の思惑どおりに事は進む。


    　ほどなく、通学路に放置した蒔也のランドセルと靴が発見され、両親は様々な可能性を思い浮かべて心配した。事故に遭あったのだろうか。誘拐されたのだろうか。あるいは、まさか通り魔に殺されたのか。最悪の事態も念頭に置き、両親は警察に相談し、自分たちの足で近隣の住民から目撃証言を集め始めた。


    　蒔也は人知れず、町内の寂さびれた小さな公園にいた。足しげく通かよって下見しておいたスポット。整備が行き届いておらず荒れており、ほとんど誰もやって来ないため、身を隠すのにはうってつけだった。


    　老朽化したトンネル型の遊具で日差しを避け、喉のどが渇く前に水分補給する。


    　金曜日のうち統計的に晴れとなる確率が高い日を選んだが、つくづく正解だった。荒天の場合は食料の他に雨具が必要になるし、動きにくくなる。また、慣れないことをして疲労があるので、土日はゆっくり休みたい。だから、できれば夜が深まる前に見つけてもらいたい。


    　あまり早く見つかりすぎてはいけないので、目撃者は極力減らす方針だったが、警察を欺あざむくために偽の手がかりを残しておいた。


    　昼間に食べたパンは予あらかじめ用意したものではなく、ふたつ隣の町のコンビニで買ったものなので、その買い物の際に店員が蒔まき也やと相対しているし、監視カメラにも映っているはずだ。警察はその情報を基にコンビニ周辺を捜索するだろうが、蒔也は買い物の後、数時間歩いて自分の住む町に戻ってきたので、空振りに終わる。


    　警察よりも先に、両親のいずれかに見つけてもらいたかった。両親が仕事を抜けやすいかどうかという観点でも、金曜日が最もつとも都合が良かったし、動きまわる上で晴れの日が最善だった。


    　期待どおり、両親は自分の足で駆けずり回って町内を捜してくれていた。


    　夕方、遊具の中を覗のぞき込んできて現れたその顔は、蒔也の父親だった。


    　父親は心底、安心した表情で「蒔也」と呼びかけた。


    　会社や家庭内のストレスで、いつも険けんのある顔をしていた父親が、久しく見せたことがなかった柔和な眼まな差ざしを向けてきている。


    「大丈夫か？　怪け我がはないか？」


    　体が大きくて遊具に入れない父親は、入り口から手を差し伸べる。


    　及第点ではあるが、思ったよりも遅い到達だった。冷静さを欠いた人間だから致し方のないことなのかもしれないが、同じ町内にいる子どもを見つけるのに半日もかかったことに、両親のレベルの低さが表れていると感じた。地図をきちんと見て候補を絞り込めば、もっと早くたどり着けたはずだ。絞り込んだ上で、たまたまこの公園を後回しにしてしまったのだとしたら、その運のなさを恥じるべきだ。


    　そんな思いはおくびにも出さず、蒔也は声を震わせ、精せい一いつ杯ぱいの情感を込めて「父さん」と応こたえ、暗い遊具の中から[image: ]はい出ながら「来てくれたんだね」と笑顔を作って、父親の手を取った。


    　帰宅して、蒔也は両親に説明し、謝罪した。


    　父さんと母さんが喧けん嘩かしていて怖かったので、僕はちょっと家出してみることにした。そうすれば、喧嘩をやめて、僕を捜してくれるんじゃないか。仲直りしてくれるんじゃないか。そう思ったから、こんなことをしてしまった。父さんや母さんや先生や、他の色んな人たちに心配をかけてしまい、本当にごめんなさい。


    　そんな内容をしおらしく述べた。


    　当然、演技だった。両親の喧嘩を阻そ止ししたかったという部分だけは本当だが、怖くはなかったし、申し訳なく思ってもいない。周囲への迷惑など些さ事じにすぎず、自分の生活の維持が最優先事項だった。


    　究極のところ、離婚さえ回避できれば、精神的には仲なか違たがいしたままでも構わないと思っていた。目的を達成でき、蒔まき也やは内心でほくそ笑んでいた。


    　結局、蒔也の考えは余すところなく実現している。家出騒動によって両親の間には一時的な絆きずなが生まれ、離婚の危機は回避でき、七年経たった今も両親の結婚生活は続いている。だが、根本的な部分のすれ違いは解消できておらず、絆はやがて弱まり、夫婦仲は冷えた。かつてのように口論をすることはなくなったが、互いに必要以上に干渉しようとしない、冷戦状態に入ったようだった。


    　中学三年生となった蒔也は、この状態を変えようとは思っていない。ただ、火種となりそうなものを排除する努力は続けており、最低でも自分が大学を卒業するまでは、この家庭を維持するつもりでいる。


    



    　小学二年生の時点で蒔也の人格はほぼ完成していたが、今、当時の自分を振り返ってみて、蒔也は思う。


    「驚くほど未熟だった」と。


    「危ない橋を渡りすぎている」と。


    　現在の蒔也の知識と技術をもってすれば、両親の喧けん嘩かの原因を容易に特定できただろうし、もっと体力の消費が少ない方法で警察を欺あざむけただろうし、何より、家出などするまでもなく解決できたはずだ。


    　本質的な性格傾向はさほど変化していないが、他のあらゆる面で蒔也は成長しており、これからも成長を続けなくてはならない、と強く思っている。


    　そうでなければ、今後の人生で、この手の技術が必要になったときに困る。


    　必要になってから慌あわてて身につけようとしても、遅すぎる。


    　肉体的にも精神的にも成長期にある今、怠けている暇ひまはない。


    　日常的に訓練し、自分の骨身に染しみつくぐらいにしておかなくてはならない。


    　訓練として蒔也は自らが通う中高一貫校、私立陽よう華か学院の生徒を対象に、ある『ゲーム』を行っている。


    　ノートを開き、対象者の情報を今一度確認して、蒔也は呟つぶやく。


    「今日あたり、結果を見ておくか」


    　自分が結んでおいた縁の状態を確かめに、街へ向かった。
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    　第一話　高たか嶺ねの花


    



    　愛あい須す蒔まき也やは、私立陽よう華か学院、中等部三年Ａ組に在籍している。


    　共学の中高一貫校。県下どころか日本国内でも有数の進学校であり、ほとんどの生徒は四年制大学、それも難関とされる有名大学を志望している。生徒同士の雑談では、偏差値順で上位の大学しか話題に上らない。本命と滑り止めをあわせて国内三位までの大学のみに照準を合わせ、それ以下の大学の名前をまったく知らない者も数多い。世間の基準から大幅に逸いつ脱だつした名門校だった。


    　顕けん著ちよな進学実績で知られているが、近年、校内の雰ふん囲い気きは微かすかに変化している。


    　校内で恋愛関係を持つ生徒が増えた。


    　従来、生徒の自由を重んじる校風であり、校則で異性交遊が禁じられているわけではないが、勉学に追われて恋愛などする余裕もないというのが陽華学院生の実情だった。


    　ところが、蒔也の学年では同時多発的に複数のカップルが成立し、その前後の学年でも増え始めている。全体から見れば少数派ではあるものの、異例の状況だけに存在感がある。


    　この現象の原因については、誤解している者が大多数だ。


    「たまたま、そういう志向の生徒が多く入学してきた」


    「時代の流れが、いよいよ陽華学院にも波は及きゆうしたようだ」


    　そうやって、蒔也の思惑どおりに誤解してくれている。


    



    　　　＊


    



    　カップルが成立したかどうかを見極めるのは、蒔也にとって面倒な手続きだ。


    　学校から二駅ほど離れた繁華街。


    　オフィスビルやファッションビルが所狭しと立ち並び、人気の飲食店も数多くある街だが、ランドマークは何と言っても駅のそばにあるスクランブル交差点である。


    　平日にもかかわらず駅からは大勢の人々が吐き出され、一度の青信号では横断歩道を渡りきれないほどになる。出いで立ちは不ふ[image: ]ぞろいで、買い物目的の老婦人、外回りの仕事の最中のビジネスマン、いかにも遊び慣れた風情の大学生グループ、そして、蒔也と同年代の中高生の姿もある。


    　蒔也はその様子を、ビルの二階のカフェから見下ろしている。


    　交差点に面したカウンター席があり、大きな窓から外が見える。アイスコーヒーのグラスを脇に置き、テーブルにノートを広げ、頰ほお杖づえをついて一国の王のように地上を眺ながめる。


    　無数の人々の中に、自分と同じ陽華学院の制服姿の男女を見つけだす。


    　信号を待ちながら楽しげに談笑。買い物を終えて駅に戻るところのようで、ふたりともロゴ入りの袋を提げている。逆の手で、相手と手を繋つないでいた。


    　これをもって、ふたりは恋仲だと判断していいものかどうか。


    　蒔まき也やの基準では、恋人繋ぎをしていればカップルだと判定するが、このふたりは指を絡からめない普通の繋ぎ方をしている。


    　この繋ぎ方は、片方が嫌々ながらに相手に合わせている可能性があるので、蒔也は保留と判定したい。


    「難しい顔するなよ、蒔也くん。見るからにラブラブなんだから、ほぼ確定でいいじゃん？」


    　唐突に、横から声をかけられた。


    　聞き慣れた女の声。蒔也のよく知った女子生徒で、顔を見て確認するまでもない。窓の外を見たままで応じる。


    「……まあ、確かに仰おつしゃるとおりかもしれません」


    「蒔也くんの喋しやべり、何かいつにも増して馬ば鹿か丁てい寧ねいだねえ。もっとフランクにきてくれても全然いいのに」


    「紅葉もみじ先輩は、一応は先輩じゃないですか。一応は」


    「お！　いやに『一応』を強調したね？　何か意味深しんだね！　含みがあるね！」


    「どうして嬉うれしそうなんですか。むしろ怒ってもいいところでしょうに」


    「へへっ、蒔也くんが私を怒らせようとしてるのはわかってるから、その手には乗らないよ」


    　そう言うと女子生徒はテーブルに飲み物を置き、蒔也の隣の席に座った。


    　陽よう華か学院高等部の制服。スカートの丈を短くする気はさらさらないらしく、現代の都会の高校生には似つかわしくない長さになっている。スカートから出る両脚あしは黒いタイツを穿はいていて、素肌が露出しているのは手首から先と顔だけだ。黒髪には艶つやがあり、これまた長く、背中の大部分を覆おおい隠す。


    　他の生徒と比べ黒の割合が多く、どこか古風な雰ふん囲い気きを漂ただよわせるが、暗さはない。何が面白いのか、口元には常に微笑を浮かべている。


    　浮うき島しま紅葉。


    　高等部一年Ｃ組、出席番号五番。蒔也にとっては一学年先輩にあたる。


    　文芸部所属だが、半ば幽霊部員となっており、放課後の行動は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。


    　とは言え、読書量はずば抜けていて、特に明治、大正、昭和初期あたりの近代文学を好んで読んでいる。高等部では文系コースを選択していて、二年後にはおそらく大学の文学部を受験するだろう。


    　学業成績の面で、決してずば抜けているわけではない。もちろん、陽華学院生である時点で世間の基準では最高峰だが、学院内の順位は中の上あたりだ。蒔也から見れば格下と言っていい。


    　だが蒔也にとって、この浮島紅葉だけは他の有う象ぞう無む象ぞうと違う、警戒すべき特殊な生徒だった。


    「おっ？　行っちゃうね、彼ら」


    「それは、信号が青になったんだから、行かないほうが変でしょう」


    　窓の外では車が止まり、スクランブル交差点の人々が動いている。蒔まき也やが見ていたカップルの姿が、人波に見え隠れしながら駅の入り口へと消えていく。その間もずっと、手を繋つないだままだった。


    「青春だあ。ひゅうひゅう」


    　と紅葉もみじは言う。楽しげではあるが、棒読みの口調。蒔也にしか聞こえない程度の声量だった。


    「おめでとう、蒔也くん。またゲームクリアじゃないか」


    「だから、あの繋ぎ方ではそう断言はできないんですが、まあ、いいとしましょうか……」


    　蒔也は渋々といった体ていでノートを開き、ペンを執とる。


    　先ほどのカップル、男子生徒と女子生徒の個人情報をまとめてあるページ。彼らを恋仲にするために、蒔也がここ数か月で収集してきた情報だ。ページはすでにほとんど埋まっているが、余白に今日見聞きした情報を書き加えた上で、日付を入れて「一応、済」と記した。


    「いやに『一応』を強調するねえ」


    　紅葉は薄笑いを浮かべ、蒔也の字を指でなぞった。


    



    　　　＊


    



    　蒔也が考案した『ゲーム』の概要は、以下のとおりである。


    



    ①乱数による無作為抽ちゆう出しゆつで、陽よう華か学院の生徒を男女一名ずつ選出する。


    ②選出された生徒同士が恋仲になるように、ふたりを誘導する。


    ③カップルが成立すればゲームクリアとする。


    



    　蒔也は常に複数のゲームを並行して進めており、陽華学院入学以降、すでに何組ものカップルを成立させてきた。


    　同じ学院内なので、もともと面識のある組み合わせもあったが、多くの場合、ゲーム開始時点では対象者は互いの存在すら知らない。その状態から、蒔也は手て練れん手て管くだで縁を結ぶ。


    　それなりの苦労が伴うが、すべて、誰だれのためでもなく蒔也自身のためだ。


    　蒔也が他人の心理や行動を誘導する技術を高めるため、訓練するためのゲームだ。


    　ゲームクリアのための手段に制約はないが、「ゲームの存在を他人に知らせないこと」という制約だけは設もうけている。もしも学院中に知れ渡るようなことになると、周囲から蒔也を見る目が変わってしまい、ゲームがゲームとして成り立たなくなる。


    　今のところ、そんな事態には至っていない。学院内外問わず、行動には十分注意を払っているので、ひとりを除いて誰だれからも怪しまれることはない。


    　隣に座る浮うき島しま紅葉もみじ以外の生徒たちは、脅きよう威いではない。


    



    　　　＊


    



    　紅葉は鞄かばんからハードカバーの単行本を取り出した。新刊本ではない。表紙も中の紙も風化が進んでおり、背表紙のタイトルも掠かすれていて読みにくい。おそらく、また古書店で買った文学作品だろう。蒔まき也やはまったく興味を惹ひかれないが、紅葉は好んでこの手の本を読む。


    「蒔也くんがやってるゲームは、お見合いの仲立ちに近いよね」


    　栞しおりを挟んだページを開きながら、紅葉は微笑を崩さずに言う。


    「見ず知らずの男女を引き合わせてくっつけるっていうところだけ見れば、近いというよりお見合いそのものかもしれない。だから、色々と連想しちゃうんだよね、私なんかは。近代文学の名作の中には、お見合いで出会う男女が結構な数、出てくるから」


    「時代を感じますね。正直、お見合いが多数派だったっていう社会が、まったく想像できないです」


    「他ひ人と事ごとのように言ってるけど、蒔也くんには『仲立ち』の素質があるんだよ？　お見合いが廃すたれつつあるこの現代社会に唐突に現れた、お見合い界の救世主になれるのかもしれない」


    　蒔也は思わず失笑する。


    「なるつもりなんてないですけど。というか、お見合い界ってどこにあるんですか」


    「私の心の中にはあるんだな。お見合いって結構萌もえるシチュエーションだと思わない？　本当は好きな人がいるのに、諸もろ々もろの事情でその人は諦あきらめなきゃいけなくて、自分の心を押し殺して他の人とのお見合いに臨のぞむ、でも[image: ]かつ藤とうは続く、後ろ髪引かれるわ……、っていう具合のストーリー、ああ、萌えるなあ」


    　紅葉の視線が斜め上方、明後日の方角を向き、遠い世界にさまよい始めた。蒔也は引き気味になりながらも尋たずね、紅葉の注意を引き戻す。


    「……萌える、という感覚がいまひとつよくわかりませんけど、紅葉先輩はそういうお話が好きということですか？」


    「うん？　そうだよ？」


    「僕にはあまり理解できないかもしれません。話を聞く限り、お気の毒さまとは思いますけど、その諸々の事情というのを克服できないならしょうがないですね、としか。そんなにお見合いが嫌なら、諸々の事情を克服する力をつけておけばよかったんですよ」


    「ははっ、蒔也くんは本当にバッサリ斬きるなあ。まあ、そのくらいの冷血でないと、こんなゲームで遊ぼうだなんて思わないか」


    　紅葉は唇の端をわずかに上げ、共犯者の笑みになる。


    「このゲーム、お見合いと決定的に違うのは、蒔まき也やくんは本人たちのためを思ってやってるわけじゃないってところだよね。幸せなカップルになりますようになんて願う気持ちは、蒔也くんには微み塵じんもない」


    「……ええ、まあ」


    　今さらのことを言われ、蒔也としては返答に困る。


    　どうして本人たちのことを考えてやらなくてはならないのか。


    　もちろん、他者の利益のために動くことで自分の利益にも繋つながる場面が多数あることは知っているので、関係者の利害を意識しないわけではないが、自分に損も得もない場面ではどうでもいい。ゲームの結果、対象者が幸せになろうがなるまいが、蒔也の人生に影響はない。本人たちの利益は、各自で確保すべきだ。


    　もっとも、内心そう思っていることを、蒔也は普段はおくびにも出さない。蒔也の本質を見抜いているのは、紅葉もみじしかいない。


    「今、紅葉先輩は僕のことを責めていますか？　もっと思いやりを持つべきだ、とでも？」


    「ん？　別にー？　単に『蒔也くんはそういう子だよね』という話だけだよ。何、何？　もしかして私が蒔也くんを教え導みちびくような殊しゆ勝しような人間に見えたのかい？」


    「いえ、ご安心を。一瞬たりとも見えてません」


    　紅葉が蒔也のゲームの存在を察知してから一年が経たつ。紅葉のクラスメイトが対象になった際に、紅葉は蒔也の動きに気づき、声をかけてきた。ゲームのことを咎とがめられるかと思ったが、これまで一度も、蒔也のことを非難したり、ゲームをやめさせようとしていない。


    　それどころか、ゲームを面白がっているようで、蒔也につきまといながらちょっかいをかけてくるようになった。


    　進学校で、いい意味でも悪い意味でも真ま面じ目めな生徒が多い陽よう華か学院において、この不真面目さは希け有うだ。


    　ゲームのことを見抜かれたのは蒔也にとって大きな失点だったが、社会常識や正義感をやたらと振りかざすような人物でなかったのは、不幸中の幸いだった。


    「誰だれかに導いてもらうだなんて心底から遠慮したいところですから、紅葉先輩が先輩面づらをしたがる人じゃなくて、正直、ありがたいと思ってますよ。僕のことは、僕自身で導きます」


    「偉いね。見上げた自立心だ。まだ中等部なのに。私なんて高等部に進んだのに、いっこうにそんな意識は芽生えないよ」


    「どの口が仰おつしゃいますか。紅葉先輩ほど自立してる生徒は珍しいですよ、陽華学院の中では」


    「私は自立してるんじゃなくて、自由気ままなだけだよ。面白いと思うから小説を読んで、面白いと思うから勉強して、面白いと思うから蒔也くんのゲームをちょくちょく覗のぞきにきてる」


    「その自由さを謳おう歌かできてる生徒が、そもそもいないじゃないですか。皆、親や教師に言われたとおりに、労働者のように勉強しているだけです」


    「んー。確かに、そういう子が多数派かもしれないね。決して、皆が皆そうだってわけじゃないけど」


    「だから、その点では紅葉もみじ先輩のことは尊敬しているんですよ、一応は」


    「お！　また出たね『一応』！　今日の蒔まき也やくんのラッキーワードかい？」


    「…………」


    　相変わらず、この浮うき島しま紅葉の精神性は摑つかみどころがない。


    　[image: ]あおってみてものってこないし、挑発しても不発に終わる。


    　計算外の部分があまりにも大きく、軽薄でありながら底が知れない。


    「嫌そうな顔するねえ。もっと笑いたまえよ。笑って『そうなんすよ、いやあ、今け朝さの占いでそう言ってたんすよマジでマジで』とか言って乗っかりたまえよ」


    「絶対に僕のキャラじゃないですね。占い師に従うような人間に見えますか？」


    「安心していいよ。一瞬たりとも見えてないから」


    「僕が従うのは、僕自身と乱数だけです」


    　そう言って、蒔也はスマートフォンを取り出し、乱数出力のアプリを起動する。


    「おっ？　ああ、そっか。ゲームの新しい対象者を選ぶんだね？」


    　紅葉は椅い子すを蒔也のほうに寄せ、距離を縮めて画面を覗のぞき込んできた。女性特有の髪の匂においが鼻に届くが、蒔也は特に感慨を持たずに操作を続ける。


    　乱数出力の機能は、蒔也のスマートフォンの標準装備の中にはなかったので、アプリケーションを自作した。


    　数値の範囲を指定してからボタンを一度押すだけで、その範囲内でアトランダムに数値が出力される。例えば範囲を１～６と設定すれば、六面サイコロと同じ役割を果たせる。


    　蒔也のゲームではこの乱数によって生徒を選出するので、予あらかじめ生徒名簿を編集し、男子生徒に１～３５７、女子生徒に１～２７２の番号を振ってある。男子を抽ちゆう出しゆつする際は３５７まで、女子を抽出する際は２７２までと設定すればいい。


    　対象としているのは蒔也の学年のその前後、合計で三学年の生徒たちだ。今現在は中等部二年から高等部一年が該当する。ゲームを始めた当初は同学年の生徒のみに絞っていたが、張り合いがなくなったので対象範囲を拡大した。三学年でも張り合いを感じなくなったら、全学年を対象にして、自分へのハードルを高めようと考えている。


    　アプリの画面には数値入力欄とボタン以外のものはない。ルーレットが回転したりドラムロールが鳴ったりといった余計な装飾や演出を蒔也が用意するはずもない。動作の軽快さのみを追求した。


    　ボタンを押し、男子の数値と、女子の数値を出力。


    　ノートの新しいページにそれを書き留め、生徒名簿と照てらし合わせる。


    「おやおやぁ……？　これは、これは」


    　名簿を見た紅葉もみじの目が見開かれ、愉ゆ悦えつの輝きを放つ。口元には、普段以上の笑みが刻まれる。自然な動作で蒔まき也やの肩に手を置いた。


    



    　対象


    　男子生徒　高等部一年Ｅ組　王おう谷や玲れ遠おん


    　女子生徒　中等部二年Ｃ組　山やま原はら雛ひな子こ


    



    「見ものだねえ、これは。芸能人の王谷くんが選ばれるなんて、ちょっと想定外だったでしょ？　過去最高難度じゃない？」


    　耳元で囁ささやかれる紅葉の言葉を、蒔也は肯定も否定もしない。確かに特殊なケースではあるが、だからこそ面白い訓練になるというものだ。脳内ではすでに、ゲームクリアのために考えられる道順を無数に思い描き、最善手の吟ぎん味みを始めていた。
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    　進学校にもかかわらずという見方も、進学校だからこそという見方もあるが、陽よう華か学院には異色の人材が何名か在籍している。


    　すべてのことに対してモチベーションが高く、成績優秀であり、同時に他分野でも活躍している「万能型」。


    　あるいは、学院の厳しい指導についていけず落らく伍ご者となり、学業成績を早々に放棄し、エネルギーを学業以外の得意分野につぎ込んでいる「特化型」。


    　そのどちらでもない、勉学だけで精せい一いつ杯ぱいという生徒が圧倒的多数派ではあるが、ずば抜けた人材がごく少数存在する。


    　学院の歴史は古く、戦前の卒業生まで[image: ]さかのぼれば文化勲章受章者が数名いる。学者や文化人として名を馳はせた者だけに贈られる国内最高峰の栄誉で、当時の天皇から直じき々じきに勲章を授与されている。


    　比較的最近の例を挙げれば、中等部在籍中に高校レベルの数学を鼻歌交じりでクリアし、数学オリンピック日本代表に選出された者、音楽の才が開花してピアニストとして世界的な賞を受賞し、人気を博した者、生徒会役員として学院内政治に尽じん力りよくし、その勢いのまま三十代の若さで県知事まで上り詰めた者などがいる。


    　王谷玲遠は学業を二の次にしつつ、俳優としての活動に注力している「特化型」だ。


    　彼がどこまで上り詰めるのか、注目している者は全国に数多い。


    　学院現役生の中で知名度は群を抜いているが、それはあくまで今の時点での話である。移り変わりの激しい芸能界において、勝ち残ることは容易ではない。


    



    「芸名じゃないんだぜ？　本名で王おう谷や玲れ遠おんってすごくない？」


    「別に珍しくもないですよ。比較的派手なほうだなあとは思いますけれど」


    「……それって、王谷くんを褒ほめてるつもり？　貶けなしてるつもり？」


    「感想を述べただけですよ？　深読みしないでください」


    　カフェを出た蒔まき也やと紅葉もみじは、近くの大型書店に立ち寄り、雑誌のコーナーを歩いている。夕方に差しかかり、仕事帰りの買い物客が増え始める時間帯だ。周りに配慮し、ふたりは声を抑えて話す。


    「すごいのは派手さだけじゃなくてさ、ちゃんと由来がわかるんだよね。百獣の『王』で、千せん尋じんの『谷』の故事があるライオン。だから名前が玲遠。日本人離れしてるけど、この苗みよう字じなら許せる！」


    「許せない名前もあるんですか？」


    「具体的に挙げたらキリはないけど、思うところはあるよね。おいおいラノベか？　って名前が現実に増えてきた」


    「紅葉先輩、ラノベって何ですか？」


    「そうか。蒔也くんはラノベを知らないのか。ライトノベルの略だよ」


    「なるほど。ライトノベルって何ですか？」


    「うーん……、よし。説明が面倒だから、後でググろうか。何ならこの店のラノベの棚を案内してもいいけど」


    　ふたりは今現在、雑誌のコーナーにいる。ファッション、スポーツ、ビジネスなど、様々なジャンルの雑誌が並ぶ。平積みや面陳列で表紙が見えるようになっており、鮮やかな色使いと扇せん情じよう的てきな見出しとで目を引こうとしている。


    　王谷玲遠について調べるために、蒔也は目当ての棚を探して回る。


    「しっかし、何だな。書店にはよく来るけどさ、こういうエリアにはなかなか縁がなくて、ちょっと落ち着かないや」


    「それは、僕も同じです」


    「じゃあ蒔也くん、私の慣れ親しんだ文芸のコーナーに行こうか。君にお薦めしたい文学の名作が山ほどあるし、ラノベの棚もついでに見ていこう」


    「謹つつしんで辞退します。僕がフィクションを読まないのはご存じでしょう？　僕には参考書とノンフィクションがあれば十分です」


    「まあ、蒔也くんがそう言うのはわかってたけど、改めて考えると大概だよね。小説どころか漫画も読まないし、映画も観みないんだろ？　そんな人種がこの世にいるなんて、蒔也くんに会うまで思いもしなかった」


    「紅葉先輩にも、視野が狭い時代があったんですね」


    「いやいや、私の視野の問題じゃないと思うよ？　どちらかと言うと、君の視野が特殊なんだよ」


    「お互いさまですよ。少数派同士が『お前は少数派だ』と言い合ってるだけです」


    　蒔まき也やは話を一いつ旦たんまとめ、面陳列になっている雑誌に手を伸ばす。


    「そして、これが日本の『多数派』の人たちが楽しんでいる領域です」


    「出たあー、テレビ情報誌だあー」


    　紅葉もみじは抑揚のない口調で大おお仰ぎように驚いてみせた。


    　テレビ番組を紹介する雑誌が、十種類近く陳列してある。表紙には「注目のドラマ大特集」「決定版・ドラマ人物相関図」などといった見出しが躍り、俳優や女優の写真が微ほほ笑えんでいる。


    　その中に、王おう谷や玲れ遠おんの顔もある。


    　まだドラマの主演を張れるまでには至っていないが、ルックスと演技力で人気を勝ち取り、注目株として複数の雑誌で表紙を飾っていた。


    　紅葉は雑誌を眺ながめてしみじみと言う。


    「すごいよね。樹き村むら達たつ也や、新あら崎さき結ゆ以いと錚そう々そうたる顔ぶれが並んでる中に王谷くんだよ」


    「…………」


    「おいおい、ちょっと心配になったけど、まさかキムタツやサッキーを知らないなんてことはないよね？」


    「一応、名前も顔も見たことありますよ。ときどき、ニュースで取り上げられたり、ドキュメンタリーでナレーションを担当してたりしますから」


    「あ、そう。『見たことある』か。ものすごく辛かろうじて知ってたんだね……」


    「そう言う紅葉先輩はお詳しいんですか？　てっきり、先輩は小説ばかり読んでいて、テレビは見ない方だと思ってましたけど」


    「蒔也くんは知らないだろうけど、昨今は小説作品がドラマ化されることが多いんだよ」


    　紅葉は近代文学を好んで読むが、現代のエンターテインメント作品も嗜たしなんでいる。時代を超えた両者を比較することで、それぞれの良さを改めて感じることができる、というのが紅葉の持論だった。


    　フィクションに興味がない蒔也ではあるが、過去と現在の比較は有意義だという点では紅葉と同意見だ。


    　どの時代にも、人を動かすことに長たけた人物が存在する。歴史上の偉人たちと現代の経営者や政治家たちを見比べて、学べることは数多い。もっとも、前者のほうが圧倒的に魅力的な題材ではあるが。


    「王谷くんは、ちょうど私が見てるドラマにも出ててさ。かなり出番が多い役で、存在感あるよ。ヒロインの弟役なんだけど、これがなかなかの」


    　紅葉が話を戻そうとしたときにはすでに、蒔也は雑誌を手に取って目次を確認していた。


    　王おう谷や玲れ遠おんのインタビューが載っているページを開く。小さな記事ではなく、複数のページにわたって続いている。内容は読まずに雑誌を閉じ、別の雑誌でも同じことをする。


    　紅葉もみじが言葉に詰まっている間に、蒔まき也やは黙々と確認を進め、雑誌を「王谷玲遠についての情報収集に役立つかどうか」の観点で選別した。


    「この三冊を買うことにします」


    「早いね。てっきり、もっとじっくり読み込むものだと思ってたよ」


    「読むのは家でもできますし、王谷玲遠のことばかりに時間をかけてもいられません」


    「……と言うと？　何か手こずりそうな宿題でも出てるの？」


    「違いますよ。というか、僕が手こずるような宿題って、ちょっと想像できないんですが」


    「うわ、出た！　この世のものとは思えない台詞せりふ！　で？　宿題じゃないなら何するの？」


    「もうひとりの対象者、山やま原はら雛ひな子このほうに着手するに決まってるじゃないですか」


    　蒔也はレジに向かいながらスマートフォンを操作し、昔馴な染じみの飯いい泉ずみ芽め依いへのメールを打ち始めていた。


    



    　　　＊


    



    　蒔也はゲームを円滑に進められるように、校内に複数の情報提供者を確保している。紅葉以外の者には、蒔也のゲームのことは伏せてあるが、それぞれが独自の人脈を持っていて利用価値がある。蒔也は彼ら彼女らを誘導し、無自覚のうちにゲームに協力させる。


    　特に、中等部二年の飯泉芽依は重宝している。


    　気心が知れていて、蒔也に協力的であり、扱いやすい。蒔也が直接接触しにくい他学年の生徒の情報を聞き出せる。


    　対象者の山原雛子は芽依と同学年なので、情報収集の第一段階として芽依と会話するのが定じよう石せきだ。


    　紅葉と別れてから、帰り道の電車の中で、芽依からの返信が届いた。


    　芽依もちょうど帰宅途中なので好都合だった。自宅最寄りの駅で合流することで話がついた。家が近所なので、呼び出すのに都合がいい。


    「あ、来た来た！　お兄ちゃん、お疲れさま！」


    　駅の改札を出たところで、芽依はすでに待っていた。人波の中、蒔也の姿を認めた瞬間に、顔を明るくして声をかけてきた。


    　健康的で血色のいい肌と、明るめに染めたショートヘアとで、見る目に鮮やかな少女。好奇心満々の大きな目が輝く。小柄ながら胸の発育は平均より早い。成長期で、いつのまにか体の輪郭が変化している感があり、昔馴染みの蒔也としては感慨深いものがある。


    　蒔也は努めて「いい先輩」「いい友人」を演じ、笑顔を作って応じる。


    「お待たせ。悪かったね、時間をとらせてしまって」


    「ううん、全然！　さっき着いたとこだし！　それに、お兄ちゃんと話せるの久しぶりだし！　余裕で待つよ！」


    「……芽め依い、何度も言ってるけど『お兄ちゃん』と呼ぶのはやめてくれないかな？　あと、久しぶりじゃないだろ？　一昨日おととい、数学を教えたのを忘れられたら困る」


    「そういうことじゃなくって！　勉強以外のことで会うの、久々じゃん？」


    「言われてみれば、そうだったかな」


    　蒔まき也やにとっては意外な事実だった。芽依には毎週のように勉強を教えているので、感覚が鈍にぶっているのかもしれない。


    　思えば、ゲームのための情報収集も、最近はメールや電話で済ませがちだ。芽依を避けているわけでは決してないが、会う必要を感じる機会が減っている。


    　ある程度は芽依の機嫌をとっておかないと、今後のゲーム進行に支障が出てしまう懸念がある。それはそれで、蒔也にとって面白い「縛りプレイ」にはなるだろうが、今はその気分ではない。


    　帰り道を並んで歩きながら、蒔也は提案する。


    「アイスでも奢おごろうか？　そのへんのコンビニでも寄って」


    「い、いいよ別にっ！　夕ご飯前だし」


    　すでに六時を過ぎている。夏が近づき、日が長くなっているとは言え、空は暗くなりつつある。


    「それに、知ってるもん。私、お兄ちゃんよりお小遣いが多い！　だからむしろ私がお兄ちゃんに奢るべき！」


    「ありがたい気遣いだけど、それは何か間違ってる気がするなあ……」


    　蒔也の家庭も、ひとり息子を私立の中高一貫校に通わせる程度には裕福だが、芽依の家と比べると見劣りする。芽依の父親は会社経営者で、率いる人数は少ないながらもビジネスは大成功している。勤め人と違い、収入は一定ではないが青天井だ。


    　そのことで不満や嫉しつ妬とを覚える蒔也ではない。世間にそういった人種がいる事実を、身近に感じられる環境にむしろ感謝している。


    　将来、どんな人物でも相手取れるように、準備を怠おこたりなく進めたい。


    「あ……、お兄ちゃん、冗談だからね？　さすがに私も、そのへんの節度？　みたいなものはわかってるつもり！」


    「なら安心した。お金持ちは往おう々おうにして、世間の感覚とずれていくところがあるけど、芽依のところは親父さんの教育がいいのか、弁わきまえてくれてて助かるよ」


    「えへへ……、珍しく褒ほめられた……。あ、でもね？　それは教育の成果じゃないよ？　女子は皆、場の空気を読む力を鍛きたえてるの！　目立ちすぎると浮いちゃうし、女子の嫉妬心って怖いから！」


    「…………」


    　芽め依いの言葉は一理あると思いながら、蒔まき也やはぼんやりと考える。


    　浮うき島しま紅葉もみじには、どうやら当てはまりそうにない。


    　女子と分類すべきではないのかもしれない。


    「しかし、どうかな。男の嫉しつ妬ともそれなりに怖いと思うけど」


    「そうなの？　お兄ちゃんも誰だれかに嫉妬したりする？」


    「うーん、僕自身は、あまりそういう気持ちにはならないけど……」


    　蒔也は自然な流れで、目的の話題に繋つなぐ。我われながら無む駄だのないタイミングだと思う。


    「あ、でも、王おう谷や玲れ遠おんを見ると、少し思うよね。違う世界を生きてるなー、って」


    「あー、あの人、お兄ちゃんと同級生だっけ？」


    「いや、僕の一個上。高等部一年」


    「そっか。学校ではあんまり目立ったことしてないよね？　テレビや雑誌にはバンバン出てるけど」


    「部活してる暇ひまはないだろうからね。勉強も、たぶん最小限にしかしてない」


    「文化祭とかでステージやったらいいのに！　って思うよ。私の周りにも王谷さんのファン多いし。王谷さん目当てで陽よう華かに入学した子、結構いるもん」


    「へえ。すごい執念だね。陽華の入試はそう簡単じゃないのに」


    「愛の力はあらゆる困難を乗り越えるんだよ！　無敵！」


    「実際は、王谷先輩目当てでも、落ちた受験生はいただろうけどね……」


    「うわー、冷めてるなあ。いーじゃん、受かった人もいるんだからさあ」


    「まあ、受かった人はある意味尊敬するけどさ。口振りから察さつするに、その受かった人は芽依の友達かな？　どんな子？」


    　蒔也はここで探りを入れておく。


    　対象者の王谷玲遠と山やま原はら雛ひな子こを直接結びつけることが難しい場合、間に誰かを挟み、ワンクッション置いて繋げるのが得策だ。


    　この場合、中等部二年女子で王谷玲遠ファンという存在は、両方の対象者と接点を持てるので、中継地点として機能しやすい。


    　もちろん、数ある中継地点候補のひとつでしかなく、小手調べのつもりで聞いた質問だ。不適格なようなら他を当たるまでだったが、


    「うん、同じクラスの友達だよー。雛子ちゃんっていうんだけど──」


    　直接、本人に行き当たった。


    「……もしかして、山原雛子さん？」


    「お兄ちゃん、正解！　え？　ねえねえ、何で知ってるの？　会ったことあるの？」


    　蒔まき也やは咄とつ嗟さに取り繕つくろう。


    「いや、会ったことはないけれど、[image: ]うわさを聞いたことがあってね。名前が頭に残ってたんだ」


    「へーえ。お兄ちゃんは記憶力いいからなあ。そうだね。雛ひな子こちゃん、同じクラスの子とか、あと先輩とかとグループ作ってて、王おう谷やさんファンクラブみたいな感じになってるよ」


    「それは知らなかったな。どんな活動？　実際に王谷玲れ遠おんに会いに行ったり？」


    「いやー、どうかな。私も詳しく聞いたわけじゃないけど、雛子ちゃんたちはどっちかと言うと遠巻きに見て満足してるタイプだと思うなー。校内ですれ違ったとか、イベント会場に行ったとかの話題で盛り上がったりしてるけど、会って話したいって感じじゃなさそう」


    「なるほど、直接話すのは畏おそれ多いわけか」


    　相あい[image: ]づちを打ちながら、蒔也は今後のゲームプランを吟ぎん味みし直す。


    　雛子がすでに王谷玲遠のファンだというのは、一見ゲームに有利な材料だが、はたしてそう単純にいくものなのか。


    「でも、お兄ちゃんでもそういう羨うらやましさはあるもんなんだねー。どっちかって言うと、お兄ちゃんって嫉しつ妬とされる側じゃん？」


    「成績のこと？」


    「されない？　嫉妬」


    「してる奴やつもいるのかなあ。そういう嫉妬は皆、陰かげながらするものだろうから、僕にはちょっとわからないけど」


    　口ではそう言いつつも、敵意の視線を感じることはある。


    　入学以来、五科目総合成績でずっと一位を守ってきた蒔也だ。万年二位や三位の生徒たちからよく思われていないことは、何となく察さつしている。


    　放置しておくと危険な火種になる可能性もあるので、順位を譲ってやろうかと思ったこともあるが、思い直した。この火種はあえてくすぶらせておいたほうが、後のち々のち何かに使えるかもしれない。


    「あ、でもお兄ちゃんって面倒見いいほうだから、皆、嫉妬なんかしなくて、頼りにしてるって感じになるのかな？　私たちに勉強教えてくれるのと同じように、クラスの人も助けてあげたりするんでしょ？」


    「極力はね。全員と仲良くしてるわけじゃないから、あくまで、できる範囲でしかないけど」


    　もちろん、それも親切心からではなく、ゲームをする上で便利な立場を手に入れるためだ。恩を売っておけば、何かしらの形で返ってくる。陽よう華か入学以降の二年間、その鉄則が裏切られたことはない。


    　今も、芽め依いから情報が返ってきている。


    「話を戻すけど、王谷さんの人気って芽依の学年ではどのくらい？　山やま原はらさんのグループって何人くらいいる？」


    「うーん……、隠れファンはいるのかもしれないけど、目立ったファンの人はそんなに多くないよ。雛ひな子こちゃんくらいしか知らないなあ」


    「昼ご飯を誰だれと食べてるかを見れば、類るい推すいできないかな？」


    「どこで食べてるか知らないんだよねー……。昼休みになるとすぐにどっかに行っちゃうから。お弁当持ってきてるから、食堂じゃなくてお友達の教室だと思うけど」


    「なるほど」


    「ところでお兄ちゃん、どうしてこの話、気になるの？」


    「いや、最近、友達と話してて、芸能の話題にまったくついていけなくてね。少しは知っておいたほうがいいかなと思って」


    「お兄ちゃんは真ま面じ目めすぎるんだよ！　たまにはテレビ見て息抜きしたら？　王おう谷やさんが出てるドラマがあるし、あ、そうだ、雑誌か何か買ったらいいよ！　雛子ちゃんたちの話の立ち聞きだけど、表紙にもなってるって！」


    　それは知ってるし、もう買った。すでに鞄かばんの中にある。


    　蒔まき也やは内心でそう答えつつ、「なるほど、アドバイスありがとう」と作り笑顔で礼を言う。


    



    　　　＊


    



    　帰宅後に雑誌を読み込んだ。


    　王谷玲れ遠おんについての特集記事で数ページが割さかれているものの、写真ばかりで文章の情報量が少ない。もちろん、テレビ雑誌としては最適な割合なのだろうが、学術書などに目が慣れている蒔也は物足りなさを感じる。


    　玲遠の容姿は整っているが、子役らしい爽さわやかな笑顔を振りまいているわけではない。髪を茶色に染め、ミディアムヘアと言えるくらいに伸ばして今風にアレンジしている。胸元や手首には銀色のアクセサリーが光る。名前のとおり野性味に富み、どこか上から目線でふてぶてしい笑い方。ドラマの役作りの一環ではなく、元からこんな人間であるらしい。


    　とは言え、現場での人間関係には気を配っているようで、年長者への礼儀は疎おろそかにしない。スキャンダルも皆無で、芸能界を手堅く賢く生きている。


    　記事の内容は各誌で若じやつ干かん差はあるが、概おおむね、玲遠へのインタビューを基もとにして構成されたもので、俳優としての心構え、出演中のドラマの見どころ、撮影の裏話、その他の近況などが語られている。


    　蒔也が注目したのは、記事の本筋ではない「その他の近況」だ。


    　特に、ページの隅すみに小さく一問一答コーナーを載せている雑誌があり、これが重宝しそうだと感じた。目的なく流し読みしていると見落としてしまいそうな欄で、毒にも薬にもならないような項目が並んでいるが、玲遠が率直に答えているとしたら、人となりを知る手がかりになる。


    



    　Ｑ　昨日食べたものは？　　Ａ　鍋焼きうどん。先輩たちに連れていってもらいました。


    　Ｑ　毎日欠かさずしていることは？　Ａ　朝の体操と発声練習。撮影がない日もします。


    　Ｑ　マイブームは？　　Ａ　アクセサリー集め。自作もします。


    　Ｑ　今まで一番嬉うれしかったことは？　Ａ　初めてファンレターを貰もらったとき。


    



    　この欄は当然、全国の多くの玲れ遠おんファンが目にしているだろうから、情報をそのまま受け取って追つい随ずいするだけではダメだ。山やま原はら雛ひな子こをただのファンではなく玲遠の恋人に仕立てるためには、差別化が必要になる。
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    　山原雛子が昼休みにどこで誰だれと食事しているのか、確認したほうがよさそうだと思った。今後、蒔まき也やから雛子に接触するために有為な情報になるだろうと踏んだ。


    　多くの生徒は、食べる場所とメンバーを決めている。メニューが充実した食堂を利用する派、食堂の混雑を嫌って教室や部室で食べる派のふたつの派閥があり、後者はさらに購買派と弁当持参派に分割できる。


    　蒔也は昼休みに、特定の行動パターンを持っていない。どの派にも属さず、その日の都合で柔軟に選択する。


    　誰かと席をともにしてゲームに必要な情報収集をすることもあれば、会話を拒否してひとりで食事し、その間、書籍を読んだりスマートフォンの画面を見たりすることもある。必要があれば食事を抜き、図書室で文献を読みふけることも珍しくない。


    　今日の蒔也は食事を二分で済ませて、校舎内をうろついている。


    　廊下で多くの生徒とすれ違うが、挨あい拶さつを交わすことはない。それもそのはず、蒔也が歩いているのは高等部の階層だ。中等部で、しかも部活動に属していない蒔也には、高等部在籍の友人知人はほとんど皆無だ。


    　呼び止めてくるとすれば、ひとりしかいない。


    「やあ、こんなところで何してるんだい、蒔也くん」


    　振り返ると案の定、浮うき島しま紅葉もみじがそこにいた。移動教室からの帰りなのか、教材と筆箱を片手に抱えている。


    　蒔也は軽く頭を下げる。


    「どうも、先輩。お邪じや魔ましてます」


    「別に私の家じゃないんだから、その挨拶は何か変だね」


    「いえ、紅葉もみじ先輩の視界の中にお邪じや魔ましてしまった、という意味です。すぐに立ち去りますので、お構いなく」


    「つれないねえ。寂さびしいこと言わないでほしいなあ。そんなに私と言葉を交わすのが嫌なのかな？」


    「別にそうは言ってませんが……、先輩はお昼ご飯は？」


    「これからお弁当をいただくけど、蒔まき也やくん、一緒にどうかな？」


    「僕はもう済ませてしまったのですが……」


    「お？　早弁かい？　成長期だねえ」


    「早弁ではありませんし、成長期なのはお互いさま……」


    　蒔也が言い返そうとしたところで、紅葉の背後の女子生徒に気づいた。


    　少し離れたところに立って、不安そうな上目遣いでこちらを見ている。紅葉と違い、両手に力を入れて、守るようにして弁当箱の包みを持っていた。


    「……紅葉先輩のお友達、ですよね？」


    「ああ、ごめんごめん、むーちゃん！　先に食べてて！　すぐ行くから！」


    「わ、わかったわ。したら、後でな」


    　女子生徒は小さく頷うなずき、強い訛なまりで返事した。紅葉の勧めに従い早歩きで教室に向かうが、去り際ぎわに蒔也を怪しむように視線をやった。


    　後ろ姿が十分に遠くなってから、蒔也は紅葉に確認する。


    「何か、僕が失礼を働きましたか？　だとしたら申し訳なかったですが……」


    「いやいや。蒔也くんに問題はなかったよ。単に、むーちゃんがまだ都会に慣れてなくって人見知りしてるだけだから、気にしなくていい」


    「そうでしたか。ということは、高等部編入組ですか」


    「うん。しかも、一番の成績で入ってきた特待生」


    　陽よう華か学院は中高一貫校だが、高等部でも受験生を受け入れている。


    　授業の進度が速く、高等部一年次にはすでに世間の二年生の内容を学習しているため、普通の中学校から受験してくるとギャップを埋めるのに苦闘することになる。そうならないように、学校側で入試問題のハードルを上げていて、よほど優秀な生徒でないと受からない。


    「小こ見み里さと麦むぎ穂ほ。私はむーちゃんって呼んでる。高等部に入って私の理系科目の点数が何とかなってるのは、ひとえにむーちゃんの指導によるものなのである」


    「威い張ばらないでくださいよ。じゃあつまり先輩の恩人ってことですね」


    「そうそう。何なら紹介するから一緒においでよ。弁当がなくても、席に座ってるくらいのことはできるよね」


    「お誘いありがたいですが、別件を済ませてからで構いませんか？　ちょっと、この目で確認しておきたい事柄があるので」


    「……王おう谷やくんの周辺調査かい？」


    「どちらかと言えば、山やま原はらさんのほうですね」


    「山原さん？　中等部二年だよね？　なのに、ここに来たのかい？」


    「ここに、この時刻に来ないとわからない事柄があったので」


    「……ははあ」


    　紅葉もみじは蒔まき也やの内心を見通したように、得とく心しんの笑みを漏もらす。


    「そういうことね。引き止めて悪かった。行っておいで。結果は後で教えてよ」


    「紅葉先輩は察さつしがよくて助かります」


    　察しがよすぎて怖いときもありますけど、と心の中で付け加え、蒔也は踵きびすを返して目的地へと向かう。


    



    　王谷玲れ遠おんは自分のクラス、高等部一年Ｅ組の教室で昼食をとっている。


    　有名人であるが故ゆえの配慮なのだろう。周囲からの好奇の視線や余計な接触を避けるため、人の多い食堂には出向かない。行きがけに買ったパンやおにぎりを、三人の友人と食べている。全員が男子。蒔也の到着時には大方食べ終える頃ころで、教室の隅すみで談笑していた。


    　蒔也が教室の外から遠目に観察したところ、玲遠自身も他の三人も、平均的な陽よう華か学院生と比べてお洒落しやれに気を使い、似たようなデザインのブレスレットやネックレスを身につけ、制服を着崩している。もちろん校則の範囲内ではあるが、軽薄な雰ふん囲い気きだ。


    　グループの生成過程を想像するに、玲遠の趣味嗜し好こうが周囲に波は及きゆうした結果こうなったのだろう。蒔也自身はまったく興味はないが、玲遠のようになりたいと憧あこがれる生徒がいるのは理解できる。中には「玲遠の友人」の地位を手に入れたいがために、玲遠に近づいている者もいるだろう。


    　そのあたりの思惑までは、今読み解く必要はない。今後、必要になったときに解剖していければいい。


    　重要なのは、グループの教室内の位置取りだ。


    　予想どおり、入り口とは逆。窓際の、教室前方の一角だった。


    　蒔也は挨あい拶さつもなしに教室に入る。昼休み中なので特に咎とがめる者もいない。脇目もふらず、玲遠のグループにも一いち[image: ]べつをくれずに、グループの背後、教室中ほどの窓際に立って外を見た。


    　陽華学院の校舎はＬ字形で、高等部一年Ｅ組の教室は、校舎が折れ曲がる角の近くに配置されている。


    　つまり、校舎の逆側にある教室と距離が近い。


    　Ｅ組の教室にいながらにして、Ｆ組やＧ組の教室の様子が見える。


    　逆も真しんなりで、向こうからもＥ組の様子がわかる。


    　Ｆ組の教室の窓際に、数人の女子生徒のグループが座っていた。机に弁当を広げて会話しているが、時折Ｅ組を気にするように、興奮気味の視線を向けてくる。蒔まき也やと一瞬目が合った。


    「なるほど、憧あこがれのアイドルを眺ながめられる特等席ですね」


    　蒔也は雛ひな子この居所を確認し、得とく心しんして呟つぶやいた。
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    　その足で、紅葉もみじのいる一年Ｃ組の教室に向かった。無視してもよかったが、一応、結果を教えると約束したし、編入生の小こ見み里さと麦むぎ穂ほについても関心がないわけではなかった。摑つかみどころがない紅葉を理解するためのヒントになるかもしれない。


    　紅葉と麦穂は机を寄せ、向かい合って弁当をつついている。蒔也がやってきたのを見て、紅葉は自分の隣の空席を勧めた。


    「なるほどねえ。面白いことを考えるもんだね、アイドルファンって」


    　紅葉は蒔也の報告を聞き、弁当のおかずを飲み下して言う。


    「心底感心したように仰おつしゃいますけど、もしかして、紅葉先輩は最初からご存じだったのでは？」


    「いやいや、滅めつ相そうもない。何せ、この教室は校舎の中央から離れてるからね。そういう発想は持てなかったよ。蒔也くんがやってくるまでは」


    　紅葉は水筒のお茶を口に運び、喉のどを潤うるおして続ける。


    「どちらかと言えば、ファンが一年Ｅ組の教室に群がるほうが可能性が高いなと思ったけど、そんなことをしたら目立って注意されちゃうもんね。だから、妥協案として、いいアングルで王おう谷やくんを眺められる位置でご飯を食べている、と」


    「……それ、確かめて何になるん？　興味本位なん？」


    　ここまでずっと聞き役だった小見里麦穂が話に入ってきた。紅葉とは親しいという話を聞いていたが、蒔也に対しては警戒心をむき出しにした目を向けてくる。


    　蒔也は、ゲームのことを隠すために噓うその答えを返す。


    「いえ、友人に風紀委員がいましてね。頼まれたんですよ。目に余る行為をしている生徒がいないか、確かめてきてくれって。結果、まあ、セーフじゃないですかね、このレベルなら」


    「風紀委員本人が来たらいいやん？　なんで来んと？」


    「彼は彼で忙しいんですよ……。それに、そうですね、興味本位というのも間違っていません。僕の興味関心にも沿ったものでしたから」


    「そうそう、蒔也くんは私と同じで、人間観察が趣味なんだよ」


    　紅葉が横入りしてくる。


    　一緒にしてほしくはないが、この場を誤ご魔ま化かすための方便にはなっているので、蒔也はあえて否定しない。


    「ほーん、人間観察ね……。前から思っとったけど、それ、楽しいん、もみちゃん？」


    「紅葉もみじ先輩、もみちゃんって呼ばれてるんですか」


    「おや、蒔まき也やくんもそう呼びたいかい？」


    「いえ、別に」


    「そう言えば、蒔也くんにはあだ名は何かないのかな？　というか、あだ名をつけてくれるような友達はいるのかな？」


    「ないですし、いませんし、両方とも必要ないでしょう」


    「そうなんか……。都会の人ってやっぱ冷たか……」


    　麦むぎ穂ほは肩身狭そうに首をすくめて、お茶を啜すする。


    「ウチの地元やと、周りは皆あだ名で呼びあっとった。大人も子どもも、友達しかおらんかった。ここやと全然やね。一学年だけで何百人もおって、とてもとても全員とは友達になれん」


    「人口が密集してますからね、都会ですから」


    「都会と田舎いなかの比較の話を聞くと、漱そう石せきを思い出すよね」


    　紅葉の唐突な話題転換に、蒔也と麦穂は一瞬虚きよを突かれた。


    「夏なつ目め漱石、ですか？」


    「うん。漱石は都会も田舎も経験してるから、作品にもそれがよく表れてる。むーちゃんは気を悪くするかもしれないけど、漱石は田舎を貶けなすような書き方を度たび々たびしてる」


    　蒔也も麦穂も、文豪・夏目漱石の名は当然知っているが、作品の内容は精読したことがない。特に、蒔也はフィクション作品は古今問わず読まない。国語の教科書に載るものだけ、義務的に目を通すだけだ。


    「教科書で『こゝろ』の抜ばつ粋すいだけは読みましたが、そんな印象はありませんでした」


    「『こゝろ』は確かにね。だけど初期の作品、例えば『坊っちゃん』とか『野の分わき』とかでは、田舎での人間関係に馴な染じめない男が主人公なんだ。漱石自身の経験を投影してるらしい」


    「何か嫌なことでもあったと？　田舎で」


    「端的に言って、馴染めなかったみたい。教師として松まつ山やまに赴ふ任にんしたときに、松山の人たちは漱石のことを気に入らなかったのかな。漱石はほら、ちょっと気取ったところがあって、エリート意識も強かったみたいだからね。自分のレベルをその土地の『普通』に合わせたくなかったんだろう」


    　蒔也は納得した。教科書に載っている写真の中の漱石は、さも悩ましげに首を傾け、視線を外し、片手を軽く頭に添えていた。言われてみれば、漱石の意図や性格を読み取れる。


    「かと言って、漱石が都会にいて幸せだったって感じでもない。『それから』の代だい助すけは、都会人の結婚はこれこれこういう理由で不幸せになるってことを、一ページ費ついやして地の文で語っていたりする。ちょっとくどいくらいにね」


    「結局、漱石が社会不適合者だったというだけの話では？」


    「日本を代表する文豪にも手厳しいなあ、蒔也くんは。まあ、でも実際、正解なのかもしれない。そういう指摘をしてる学者や評論家も、結構いる」


    　紅葉もみじは苦笑しつつ、話をまとめる。


    「私は何だかんだ言って漱そう石せきのことは好きで、それは『環境に馴な染じめなくても一生懸命生きている』ってところが大きいね。私自身、自分が少数派だっていう自覚はあるし、蒔まき也やくんやむーちゃんを見ていても、同じことを思う。別に馴染もうとする努力はいらない。馴染めないなりに頑張ればいいじゃんっていう意味で、ふたりには特に『野の分わき』をお薦めしたい。漢文調で読みにくい箇所もあるけど、ああ、漢文の勉強はこのために必要だったのかって納得したね、私は」


    「もみちゃん、すごいかね。何かちょっと勇気出たばい」


    　麦むぎ穂ほが素そ朴ぼくに感心している様子なのをよそに、蒔也は醒さめている。


    　蒔也は最初から、周囲に馴染めないことを悩んだことなどない。


    　だから、今の話を聞いても、特に感慨はない。


    　各自で努力することの重要性など、本を読むまでもなくわかりきっている。


    　ただ、別の部分で、蒔也は教訓を得た。


    「参考になりましたよ、紅葉先輩」


    　そう言って蒔也は席を立つ。


    　やはり、浮うき島しま紅葉は空気を読まない類たぐいの人種だ。


    　芽め依いの言う「普通の女子」とは一線を画す。


    　そして、おそらく山やま原はら雛ひな子こは「普通」の側の人間だろう。


    　雛子には「普通」から脱してもらわなければならない。
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    　翌日から、蒔也は高等部一年Ｆ組の教室で昼食をとることにした。王おう谷や玲れ遠おんではなく、山原雛子の観察に時間を割さく。


    　そう宣言すると案の定、紅葉が「面白そうだから付き合うよ」と言って乗ってきた。


    　紅葉の介入は鬱うつ陶とうしいことのほうが多いのだが、今回に限っては有用だった。中等部と高等部では制服のデザインが違うため、蒔也がひとりで高等部の教室にいると浮いてしまうが、紅葉と一緒であればさほど不自然ではない。それこそ、雛子がやっているように「高等部の先輩のところにお邪じや魔ましている中等部生」を装よそおえる。


    　必然的に、紅葉とセットで麦穂もついてくる。三人で、縁もゆかりもない一年Ｆ組の一角を占拠する。


    　蒔也からいきなり雛子に話しかけることはしない。一日目は観察に徹し、雛子の人となりを摑つかむことに努めた。同時に、雛子の視界に自分の姿を入れておき、今後の接触のための布ふ石せきを敷しく。


    　雛ひな子この印象を一言で語るなら、地味だ。


    　雛子だけに限らず、雛子のグループ全員について同じことが言えるが、垢あか抜けない。髪を染めず、化粧気は薄く、制服は着崩さず、スカートは長い。校則どおりの模範的な陽よう華か学院生と言えば聞こえはいいが、このグループは単に工夫をしていないだけだ。


    　個々の外見的な違いは、眼鏡めがねの有無や体格程度のものしかない。振る舞いから表情まで似通っている。人の顔と名前を覚えるのが得意な蒔まき也やも、顔だけで全員を識別するのは困難なように思えた。そのくらい、彼女たちには特徴らしい特徴がない。


    「端から端まで、同調圧力だらけだ」


    　思わず、蒔也は吐き捨てるように呟つぶやいた。声は抑えていたので、紅葉もみじと麦むぎ穂ほにしか聞こえなかった。
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    　二日目にして、早くも観察に飽きてきた。


    　アイドルに限らず、何かのファンという人種は「自らの嗜し好こうを確立し、意識的にファンになった者」と「周囲の環境に踊らされて、無意識にファンになった者」のふたつに分類でき、雛子たちは後者だ。


    　前者ならまだいい、と蒔也は考える。提供されるサービスを消費者が楽しみ、自らの活力に変換するのが娯楽産業の基本構造だ。どの娯楽を楽しむかを決めるにあたっては、各自で変換効率を吟ぎん味みし、最適なものを選び取らなくてはならない。趣味嗜好は各自で異なるため、その選択は他人任せにはできない。


    　意識的な選択の結果、アイドルやミュージシャンやスポーツのファンが生まれるのは妥当なことだ。浮うき島しま紅葉のように文学に行き着く者もいるし、蒔也のように自分でゲームを考え出す者もいる。


    　選択を経へることで自分なりの哲学が生まれるため、意識的なファンからは何かを学べる可能性があるが、環境に踊らされているだけのファンは底が浅い。


    　マスコミや、周囲の友人知人からの情報を鵜う呑のみにし、吟味することのない人種。おそらく彼らは、マスコミが新しいアイドルを作り上げるたびに、そちらに靡なびくだろう。時代時代の空気に流されるだけで、自分の根を持っていない。蒔也にとっては操あやつりやすいが、操り甲が斐いもない。


    　というような話を、昼食を食べながら持ち出したところ、


    「蒔也くん、色々考えすぎ」


    　紅葉は呆あきれたように言った。


    「そうですか？　てっきり、紅葉もみじ先輩なら同意してくださるかと思ったんですけど」


    「あのねえ。産業構造とか変換効率とかいちいち考えたりしないよ、私は」


    「でも、誰だれ某それの作品がこういう理由で好きだって、この間も仰おつしゃってたじゃないですか。そういう分析をきちんとするべきだ、という話なんですが」


    「私は分析が楽しいから分析してるだけで、効率を比べるために分析してるわけじゃないよ」


    「それは効率が悪くありませんか？　せっかく分析したのであれば、何かに活いかすべきでしょう」


    「……ちょっと頭痛くなってきたなあ。むーちゃん、蒔まき也やくんに何か言ってあげて？」


    「ん……。ウチも、人間はそこまで合理的とは思わんな。何かへの愛着って、吟ぎん味みして決めるもんじゃないと思う。ウチは自分の地元は好きばってん、それは吟味の結果じゃないし。どこと比較するまでもなく、かけがえのないもんやけん」


    「おっ、いい観点かもね。さすが、むーちゃん賢い」


    　自分のことのように得意げになる紅葉。だが蒔也は即答する。


    「郷土愛は、娯楽産業よりも早い段階で洗脳が始まっていますから、本人の不可抗力だとは思います。ゼロ歳児が親の洗脳に抗あらがうのは難しいでしょう。ただ、物心がついてから、後付けで吟味がされているはずでは？」


    「……だから、何も吟味しとらん言っとるちゃない？」


    「本当ですか？　小こ見み里さと先輩の郷土愛は、小見里先輩にとって素晴らしい土地だったからこそのものではありませんか？　仮に、小見里先輩の郷土が貧困で、治安が悪く、環境汚染がひどい土地だったら、郷土を好きになれたと思いますか？　生まれてから、ひとつもいい思い出がない土地だったとしたら？」


    「う……。それは、自信なか……」


    「ですよね。やはり、どこかの段階で吟味があったと思うんですよ。これこれこういう条件が自分にとって心地いい。だから、これを選ぶ。後付けであっても、そういう手続きがあるからこそ、お国自慢ができるものでしょう」


    「ねえ、今聞いててふと思ったけど、蒔也くんは自分の地元を好きじゃないの？」


    「好きでも嫌いでもありません。別に不満はありませんが、かけがえのないものとも思えません。きちんと生存できて、教育を受けられる環境でさえあれば、どの都市でも代だい替たい可能です」


    　土地に限った話ではない。蒔也が今現在所有するもので、代替不可能なものはほとんどない。強しいて挙げるとすれば生命と頭脳くらいだ。一定の条件さえ満たせば、両親や友人も代替できると考えている。


    　だから、人間関係を壊すことにも躊ちゆう躇ちよがない。
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    　翌日、四限目が終わったので、山やま原はら雛ひな子こはいつものように弁当を持って高等部一年Ｆ組に向かった。多くの生徒が食堂に向かうため階段を下りていくところを、雛子は逆行して駆け上がっていく。足は自然と小走りになる。


    　昼休みは雛子の学校生活の中で唯一、心から楽しめる時間だ。


    　親から強しいられて中学受験を志すことにした雛子だが、王おう谷や玲れ遠おんの存在が受験勉強のモチベーションになっていた。


    　玲遠が陽よう華か学院に在籍していることはファンの間では知れ渡っていて、雛子と同様に玲遠目当てで陽華を受験した者は数多いと聞く。実際、陽華の志望者数は玲遠の入学以降、一割ほど増えた。普通の小学生がおいそれと目指せるレベルの学校ではないため微増に留とどまったが、憧あこがれた者はもっと多いだろう。


    　幸い、雛子は陽華学院に何とか手が届く位置にいた。


    　振り返ってみて、受験勉強を頑張っておいてよかったと思う。


    　昼休みに、窓越しではあるが姿を見ることができる。テレビに出ている玲遠ではない、きちんと生活している玲遠を見られるのはファンとして光栄だ。昼休み以外の時間にも、玲遠と同じ空気を共有でき、ときどき姿を垣かい間ま見ることができる。運がいいと、すぐ隣をすれ違うこともある。


    　玲遠は俳優の仕事を優先して、学校を頻ひん繁ぱんに欠席するが、そんな日は「あ、今日は仕事なんだ」とわかって、心の中でエールを送れる。


    　話しかけることは恐れ多くてとてもできないが、十分に幸せだった。


    　入学からほどなくして校内で同好の士と知り合えたのも、雛子にとっていい出来事だった。アイドル以外の趣味がなく、部活動にも乗り気でなかった雛子は、校内に友人を作れるかどうかを密ひそかに心配していたところ、蓋ふたを開けてみれば杞き憂ゆうだった。クラスにも同志はいたし、先輩との繋つながりも持てた。玲遠と同い年の先輩には嫉しつ妬とを感じつつも、近い距離での目撃談を聞けることが多くて嬉うれしかった。


    　学校全体で見れば、テレビを見る生徒自体が少数派のようだったが、かえって連帯感が増したように思えた。ドラマに登場した玲遠の演技やファッションがかっこよかった、雑誌のこの写真がよかったという話を、理解者と共有できるのは楽しい一ひと時ときだ。


    　授業は難しく、進度も速く、ついていくのが辛つらく感じるが、昼休みのお喋しやべりと玲遠の姿とでストレスは発散できている。


    　今日も、胸をはずませながら、高等部一年Ｆ組の教室のドアを開ける。


    　いつもの窓際の席に、すでに何人か集まって雛子を待っていた。雛子は朗ほがらかに挨あい拶さつして、席につこうとする。


    　そこで、違和感を覚えた。


    　挨あい拶さつが、返ってこない。


    　視線だけは、返ってくる。


    　表情が、皆、険けわしい。


    　仇きゆう敵てきを見る侍さむらいのような鋭するどさ。


    「あの……、ど、どうかしました？」


    　視線の切っ先を前にして、雛ひな子こは立ち尽くし、恐る恐る尋たずねる。


    　中等部二年の雛子はグループの中で最年少だ。先輩たちとは日頃ごろ親しげに接しているが、上下関係はある。敬語で、失礼のないように、これ以上機嫌を損ねることがないように振る舞わなければならない。


    　しかし、努力は無む駄だだった。


    　先輩たちの機嫌は、すでにこれ以上がないほど損なわれていた。


    「雛ちゃん……、何勝手に抜け駆けとかしようとしてるの？」


    　怒鳴るのではなく、低く、凄すごみを利きかせた声。


    　普段、談笑していた表情とはまるで別ものの、血走った目。


    　底知れぬ怒気と憎悪と軽けい蔑べつとが、静かに雛子にぶつけられる。


    「ぬ、抜け駆け、って……？」


    「とぼけないでよ。玲れ遠おんくんにアプローチかけようとしてんの、わかってんだから」


    　身に覚えのない糾きゆう弾だんに、雛子は戸惑うしかない。
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    「蒔まき也やくん、何かしたね？」


    「さあ、僕には何のことやらわかりませんねえ」


    　雛子が責められている様子を、蒔也たちは同じ教室で見ている。不穏な空気ではあるが、雛子たちの会話は静かなので、他の生徒たちは注意を向けていない。傍ぼう観かんしているのは、蒔也と紅葉もみじと麦むぎ穂ほの三人だけだ。


    　麦穂は心配そうに様子を窺うかがいつつ、質問する。


    「もみちゃん、何か事情知っとるん？」


    「事情を知ってるのは私じゃなくて、こっちの少年のはずなんだけど」


    　紅葉は眉まゆを顰ひそめて蒔也を見るが、蒔也は意に介さず、弁当のおかずを咀そ嚼しやくしながら雛子のグループの動向を見守っている。


    　もちろん、紅葉の指摘は正しい。幾度となく蒔也のゲームを見てきた紅葉のことだ。見透かせないほうがおかしい。蒔也が裏で動くのはいつものことだった。


    　動き方はゲームによってまちまちだが、今回は、雛子のグループに亀裂を入れにいった。


    「何があったか知りませんけど、推測するに、山やま原はらさんがグループのルールに触れてしまったんだと思いますよ。今、それを責められている」


    「はいはい、推測ね。で？　それはどんなルールなのかも推測できるかな？」


    「『王おう谷や玲れ遠おんのお近づきになってはいけない』」


    　蒔まき也やは間かん髪はつ容いれずに答える。


    「明文化されたルールなのか、暗黙の了解なのかはわかりませんが、そういう掟おきてがあるはずです。彼女たちがグループを組んだ当初の目的は、王谷先輩についてのお喋しやべりを楽しむためだったんでしょうけど、いつの時点からか、互いを監視し牽けん制せいする仕組みにもなっていた」


    「何でそんなことする必要があるん……？　何で王谷くんとお友達になっちゃいかんと？」


    「嫉しつ妬と心が生じるからです。彼女たちはグループ内での格差を認めず、全員が平等であることを是ぜとしてきました。王谷先輩についての情報が手に入ったら、独ひとり占めにせず全員に共有する。ファンレターやプレゼントを渡すときは、ひとりひとりで品物を用意するのではなく、グループ全員が一緒になって渡しにいく。決して、メンバーを出し抜こうとしてはならない。同調圧力がものすごく強いグループなんです」


    「あー、何か実に日本人っぽいねえ。出る杭くいは打たれるってやつか」


    　紅葉もみじは遠い世界のことのように語り、蒔也は私見を付け加える。


    「あと、ここからは本当に推測ですけど、嫉妬心以外の理由として『スキャンダル回避』の観点もあるかもしれません。彼女たちにとって王谷先輩は人間ではなく偶像ですから、汚さないようにしようと考えてもおかしくないですね」


    「蒔也くん、その言い方だと今までのが推測じゃないってことになるでしょ……」


    　半ば呆あきれる紅葉をよそに、麦むぎ穂ほは情報を反はん芻すうする。


    「そういうことかあ……。まあ、思うところはあるけど、一応納得できたわ。で、山原さんはそのルールを破ったってこと？」


    「どうやら、そのようですね」


    「…………」


    　紅葉は、蒔也の白しら々じらしさを感じ取って辟へき易えきした顔になっている。


    「どしたん、もみちゃん。何か言いたそうやね」


    「いや、別に何でもないよ、むーちゃん」


    　事情を知らない麦穂に対して、紅葉は何も言わない。


    　実際には、雛ひな子こはルールに触れるようなことは一切していない。


    　単に、蒔也が[image: ]うわさをでっちあげて、グループのメンバーの耳に入れるように仕向けただけだ。


    　蒔也の思惑どおり、雛子は濡ぬれ衣ぎぬで責められている。


    　しばらく様子を見ていると、グループに動きがあった。追及が数分間続き、雛子は泣き出しそうな表情になっていた。雛子の反論に対して、グループのメンバーが耳を貸す様子はない。雛ひな子こは弁当を持ったまま、立つ足を震わせて何とか堪こらえていたが、ついに限度を超えてしまったらしい。踵きびすを返し、逃げるように教室を出ていった。
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    　放課後、蒔まき也やがカフェで本を読んでいるところに、紅葉もみじがやってきた。麦むぎ穂ほは連れておらず、ひとりだった。


    「やあ、お邪じや魔まするよ」


    「別に、僕の自宅ではありませんが」


    「蒔也くんの隣の席にお邪魔する、って意味だよ」


    　そう言うと紅葉はカップをテーブルに置き、スカートを軽く押さえて着席した。長いソファーの席の前に小さなテーブルが多数並んでいるタイプの店で、蒔也も紅葉もソファーに腰掛け、同じ方向を向いている。


    　先日とは違う店だ。蒔也は複数のカフェを行きつけにしていて、状況に応じて店を選択する。


    「僕がこの店にいるって、よくわかりましたね。いつものことですけど、何かコツでもあるんですか？」


    「勘かんだよ。別に、蒔也くんを密ひそかに監視してるわけじゃないから、安心してよ」


    　蒔也は、紅葉の言葉を鵜う呑のみにしない。ただの山勘で、毎度当然のようにこうも的確に居所を突き止められるのはおかしい。おそらく、蒔也の意図と状況とを察さつして、勘以上の精度で予測しているだろう。その予測も百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうではなく、何軒か外れの店を回った末に蒔也を発見していると考えるのが妥当だ。


    　頭ではそう考えていても、紅葉の勘ならばあるいは、とも思ってしまう。


    　紅葉は、人格的にも能力的にも、どこか超越したところがある。


    「ところで蒔也くん、何を読んでるの？」


    　蒔也の手元の本を覗のぞき込む紅葉。接近する紅葉の頭部をかわすように、蒔也は首を傾ける。


    　紅葉は開いてあるページをざっと見て、内容を察する。


    「日本史の本だね。相変わらず君は歴史が好きなんだなあ。これは戦国時代かな？」


    「ええ。毛もう利り家の趨すう勢せいについての本です」


    「あれか、三本の矢の人か」


    　中国地方を治めた戦国武将、毛利元もと就なりにまつわる逸いつ話わは数多く残っているが、その中のひとつに三本の矢の話がある。自分の三人の息子たちに結束を呼びかけるために、「一本の矢では簡単に折れてしまうが、三本束ねれば折れなくなる」と例え話を語ったと伝えられている。


    「毛利の施策はよく練られているものが多くて、とても勉強になるんですが、三本の矢の話は毛利の汚点だと思っています」


    「えっ？　そうなの？　何で？」


    　きょとんとする紅葉もみじに対し、蒔まき也やは持論を語る。


    「矢を三本も束ねてしまったら、それは使い物になるんでしょうか。僕は弓道の経験がないので確かなことはわかりませんけど、そんな太い矢は弓でうまく射いられないと思うんです。バランスが悪くなって、狙ねらった方向に飛ばなくなるでしょう。よしんば、ちゃんと飛んだとしても、速度は落ちますよね」


    「うん、あのね、蒔也くん、元もと就なりさんは『折れにくくしよう』って言いたかっただけだよね？」


    「折れにくさを優先するあまり、射られなくなっては本末転倒です。よりによって例え話に矢を持ち出したんですから、それ相応に、もう少し的を射た内容にしてほしかった。正直、本当に元就がこの話を語ったとは信じたくないですね」


    　蒔也は淀よどみなく論じ続ける。


    「本当に語ったのだとして、そもそも三本の矢の話が必要になったのは、元就が後継者の育成に失敗したからだと言えます。元就と同程度に強い矢が毛もう利り家に育たなかった。元就が偉大すぎたということもあるんでしょうけれど、失敗は失敗です。弱い矢しかないので、苦肉の策として束ねるしかなかったというのが実情でしょう」


    「歴史上の偉人にも容よう赦しやないな、君は……」


    「本人が目の前にいるわけでもありませんし、別に容赦する必要はないでしょう。余計な遠慮をするよりも、役に立つ教訓を引き出したほうが有益です。毛利のいいところを吸収しつつ、失敗の轍てつを踏まないようにするために、この本を読んでいます」


    　蒔也は三本の矢の話を反面教師にしている。


    　弱い矢を三本や四本束ねたところで、守りに入ったところで何にもならない。中国地方は栄えたかもしれないが、毛利家は結局それ以上に勢力を拡大することはできなかった。


    　矢は攻めに使うために集めるべきだ。天下統一をはたした徳とく川がわのように、自家だけでなく他家の無数の矢すらも自分に引き寄せて布陣することで、初めて用を為す。


    　それを可能にしたのは、結局のところ個の力だ。


    　徳川家いえ康やすという、巨大な矢だ。


    　いや、家康を表現するなら「矢」よりも「器うつわ」のほうが相応ふさわしいか。


    　いずれにせよ、強さと大きさが必要不可欠。


    　蒔也は自分自身を、強く大きく鍛きたえていかなくてはと思う。


    「ところで先輩、僕の隣に座ったということは、何かご用事でしょうか？」


    「あ、そうそう。ちょっと解説をお願いしたいと思ったんだ。蒔也くんの今後のゲームプランについて」


    「どのゲームですか？　複数のゲームを並行して進めてますから、どのゲームなのかを言っていただかないと」


    「またそうやって……。王おう谷やくんと山やま原はらさんのに決まってるじゃん。昼休みにアレを目撃させといて、そのとぼけ方はないなあ」


    「ああ、アレですか」


    「蒔まき也やくんの意図はわかってるつもりだよ。山原さんをあのグループから抜けさせたほうが、今後の展開に都合がいいってことだよね？」


    「ええ、まあ、仰おつしゃるとおりです」


    「しかし、可か哀わい想そうに……。山原さんは何が何だかわからないままに、友達を失ったじゃないか」


    「あのグループは、山原さんにとって枷かせになります。失っておいたほうが彼女のためでもあると思います」


    「それは、蒔也くんが決めることじゃなくて、山原さんが決めることだと思うけど？」


    　紅葉もみじの口調に棘とげが加わったのを感じ取って、蒔也は尋たずねる。


    「もしかして、紅葉先輩は僕のことを責めていますか？」


    「もしかすると、今後、責めなきゃいけなくなるかもしれない。基本的に、私は蒔也くんのことを傍ぼう観かんするつもりでいるけれど、山原さんが理不尽に不幸せになって、その状況が回復しないとしたら、蒔也くんは山原さんに謝るべきだ」


    「なるほど。事の推すい移い次第ということですね」


    　蒔也は紅葉の牽けん制せいを、微み塵じんも動じず受け止めた。


    「紅葉先輩にご心配いただくまでもなく、状況は好転させますよ。今までだって、そうだったでしょう？」


    「まあ、確かに君には実績があるけどさ」


    　紅葉は力を抜き、改めて尋ねる。


    「で、話は戻るけど、ゲームプランを教えてくれないかな？　今後、どういった手順で状況を好転させるつもり？」


    「お兄ちゃん、おっ待たせー！　あ！　紅葉先輩もいる！　お久しぶりです！」


    　蒔也が答えるよりも先に、別の声が割って入った。快活にはずんだ女子の声。


    　目をそちらに向けると、飯いい泉ずみ芽め依いが手を振りながら近づいてきていた。


    　その後ろには、山原雛ひな子こもいる。早歩きの芽依の後を、遠慮がちについてくる。


    　元気に振る舞う芽依と対照的に、雛子は昼休みのダメージがまだ回復していないようで、表情が沈んでいる。


    　紅葉はふたりを見て目を丸くし、ふと気づいて隣の蒔也に確認する。


    「君、ここで待ち合わせしてたのか」


    　尋たずねるまでもなく、状況は明らかだった。蒔也は予あらかじめ、雛子と同じクラスの芽依に話をつけていて、自分のところに連れてくるように仕組んでいたのだ。


    「いつも言ってるけど、他の生徒の前では僕のことは『愛あい須すさん』と呼んでくれよ、芽め依い。ああ、山やま原はらさん初めまして。芽依から聞いてるかな？　中等部三年の愛須蒔まき也やと言います」


    　蒔也は紅葉もみじに構わず、愛あい想そうのいい笑顔を作って後輩ふたりに応対する。
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    　蒔也は普段、感情を顔に出すことが少ない。そもそも、感情の起伏自体が極めて小さい。


    　自分の身の回りに起こり得るほとんどすべてのことを、予あらかじめ想定して日々を送っているため、思いがけず喜んだり驚いたり悲しんだりすることがない。もちろん、蒔也にとって有利な出来事が起きれば嬉うれしいし、不利な出来事が起きれば残念に思うのだが、いずれも事前に想定した最大値の遥はるか下の値に収まる。


    　蒔也の表情筋が用を成すのは、ほとんど、何かを演じる必要がある場面に限られる。


    　ゲームの展開上、他の生徒たちと折衝することが度たび々たびある。信用を得るために、一緒に笑いあうべき局面や、何かに対して怒りを表明すべき局面では、それに相応ふさわしい表情を作ることができる。


    　今、蒔也は芽依と雛ひな子こに対して「感じのいい先輩」を演じている。


    「さっきも言ったけど、お兄ちゃ……、じゃなくて、愛須さんは、本当に頼りになるんだよ雛子ちゃん！」


    　何も知らない芽依が力説する。ご近所さんであり、昔馴な染じみであり、勉強を教えてくれる優やさしい先輩である愛須蒔也を、適切に宣伝してくれる。


    「あんまり持ち上げすぎるなよ？」


    　蒔也は軽く謙けん[image: ]そんしつつ、満まん更ざらでもないといった微笑を浮かべた。


    　座席の配置は先ほど変更した。後輩の芽依と雛子にソファー席を譲り、蒔也と紅葉はテーブル備え付けの椅い子すに座っている。蒔也の正面に雛子、紅葉の正面に芽依という位置関係になる。


    「こちらは浮うき島しま紅葉さん。高等部一年で、文芸部の人です。僕によく目をかけてくれる親切な先輩ですよ」


    　蒔也が隣を指さして紹介する。紅葉は蒔也の慇いん懃ぎんさに失笑を堪こらえつつ、軽く頭を下げた。


    「初めまして。しかし、フルネームで呼ばれるのには慣れないなあ。紅葉先輩って呼んでくれると嬉うれしいな」


    「愛須先輩と、紅葉先輩……」


    　雛子はふたりの顔を順番に見ながら、呟つぶやくように復唱して名前を覚えようとしている。


    　隣に座る芽依が、小声で雛子に促うながす。


    「ほら、雛子ちゃんも、自己紹介しよっ？」


    「あ、そ、そっか……。中等部二年Ｃ組の山原雛子です。芽依ちゃんとは同じクラスで……、部活は、特にやってなくて……」


    　途中から消え入りそうな声になった。自分を表現する言葉を探そうとしているが、うまく見つからず、いつまで経たっても続きが出てこない。


    「大丈夫ですよ。僕も帰宅部ですから、仲間ですよ。山やま原はらさんは、部活よりも熱心に取り組んでることがあるんですよね？」


    　蒔まき也やが穏やかに助け船を出すと、雛ひな子こは驚きつつ言葉を紡つむぐ。


    「えっ！　えっと、勉強はあんまりたいしたことなくて……。趣味も特にないし……」


    「やだなあ、隠すことないじゃないですか」


    　蒔也は優やさしく、しかし遠慮なく一歩踏み込んだ。


    「実は僕たち、ここ数日、山原さんと同じ教室でお昼ご飯を食べてたんですよ。高等部一年Ｆ組の後ろのほうで。だから、山原さんの趣味は何となく理解してるつもりですよ？」


    　実際には「何となく」以上のレベルで把握しているが、情報提供者の芽め依いの手前もあり、あえてぼかしておいた。会話を成り立たせるためにも、雛子から言うように仕向けたかった。


    　雛子は蒔也の言葉を聞いて、意外そうに瞬まばたきする。


    「あ、見られてましたか。その……、引いたりしませんでした？」


    「別に引いたりはしませんよ。僕自身はあまりテレビを見なくて、芸能界のことには疎うといんですが、年頃ごろの女の子が憧あこがれるのは自然だと思いますよ」


    「で、ですよね。なら、愛あい須す先輩には安心して言えます。私、昔からアイドルが好きで……、陽よう華かを受験したのも、玲れ遠おんくん……、王おう谷や先輩がいたからです」


    　雛子の表情から怯おびえが消えた。安定した視線をまっすぐ蒔也に向けて言った。


    　蒔也はその様子を見て取って、まずは安あん[image: ]どする。何はさておき、雛子には蒔也との会話に慣れてもらわないことには始まらない。フランクな態度を保たもちながら質問する。


    「かっこいい男が好きですか、山原さん」


    「ええ……、そうですね。私がこんなナリで恥ずかしい限りですけど、面食いです、正直」


    　雛子の卑ひ下げを、蒔也はあえてスルーして、玲遠の話題を進めていく。


    「実際、男の僕から見ても彼は美形ですよ、文句なく。たまにいますよね、神様が気合いを入れて造形したんじゃないかっていうくらいのイケメンが。僕は結構自信家なほうですけど、神様には太た刀ち打ちできない」


    「あはは……。そう言ってもらえると、ちょっと安心です。男の人って、こういう話題は嫌うかなーと思ってたんで」


    「確かに『何でアイツだけかっこいいんだ！』っていう嫉しつ妬とは、ちょっとはあるかもしれませんけどね。ほんとにちょっとだけ」


    　蒔也は心にもない冗談と、いたずらっぽい微ほほ笑えみで場を和なごませる。人差し指と親指で輪を作るジェスチャーで「ちょっとだけ」を強調し、女性陣三人の笑いを誘った。


    　もちろん、ポーズにすぎない。蒔まき也やは容姿のことで誰だれかを羨うらやんだことはない。常日頃ごろ、美び醜しゆうや貧富や社会的地位に囚とらわれず、能力や成果物だけを見て自己や他者を評価している。


    「まあ、蒔也くんも十分に美形の部類だと思うけどね」


    「そうだよ！　お兄ちゃんの隠れファン、結構いるもん！」


    　紅葉もみじと芽め依いが囃はやしたてるが、蒔也は平静に応じる。


    「芽依、僕は『愛あい須すさん』だ。しかし、隠れファンとはね。本当だとしたら照てれるなあ」


    「ほんと、ほんと！　何なら今度紹介するよ？　お兄ちゃん、いつが都合いーい？」


    「だから『お兄ちゃん』と呼ばない……。紹介はありがたいけど、その話はまたの機会にしよう」


    　脱線しかけていた話を戻すため、蒔也は芽依の勢いに水を差した。


    　黙って雛ひな子こに目を向け、本題を芽依に思い出させる。


    「あっ、そっか……。そうだよ。今日は雛子ちゃんの相談に乗ってもらうんだった」


    　賑にぎやかになりかけていた空気が再び引き締まる。


    　雛子も真顔になる。決して、先ほどまでのような不安そうな表情ではない。雑談で緊張緩和アイスブレイクしておいた甲か斐いはあった、と蒔也は思う。
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    　相談の内容は、蒔也の予想どおりだった。


    　雛子は、グループのメンバーの誤解を解いて、仲直りしたいと願っている。


    　入学以来、一年以上の付き合いがある友人たちだ。同じアイドルが好きで、ドラマや映画を一緒に楽しんで、共有している思い出もたくさんある。


    　昼休みにグループから追い出されてしまったのは何かの間違いで、糸口さえ見つかれば、また元どおりになれるはずだ。雛子はそう考えていた。


    　その糸口をひとりでは見つけられないため、芽依に相談し、芽依の勧めがあって今、蒔也の前にいる。


    　当然、蒔也は相談は聞くが、仲直りは阻そ止ししにいく。


    「なるほど、山やま原はらさんの言うことは理解しました」


    「どうしたらいいんでしょうか、私……」


    「お友達や先輩たちからの糾きゆう弾だんは、山原さんの身に覚えのないものなんですね？」


    「そうなんですけど……、私、うまく反論できなくって……」


    「誰も山原さんの話を聞いてくれなかった」


    「ええ」


    「きっと、冷静さを失っていたんでしょうね」


    　冷静さを奪っておいたのは、他ならぬ蒔まき也やだが。


    「いくつか提案をしていいですか。もちろん、どれが正解か、僕にはわからない。あくまでもアイデアがあるだけなので、有効かどうか山やま原はらさんに考えてもらいたいです」


    「は、はい」


    「まず、お友達が冷静になるのを待ったほうがいいと思います。今日の様子を見たところ、どうもオーバーヒートしているようでした。明日行っても、おそらく同じでしょう。しばらく、距離を置いたほうがいい」


    「しばらく……。何日くらいですか？」


    「それはわかりません。熱が冷めるまで待つ、ですね。日数ではなく、彼女たちの状態が重要です。数日かもしれませんし、一か月や二か月かかるかもしれない」


    「はあ……」


    　雛ひな子こは相あい[image: ]づちとも溜ため息いきともとれる声を漏もらした。


    「待っている間は極力、彼女たちを刺激しない。目立った行動を控ひかえて、大人おとなしくしておく。彼女たちが冷静になってから、誤解を解くための話し合いの場を設もうける」


    「それで、うまくいくんでしょうか？」


    「僕にはわかりません。山原さんはどう思います？」


    「えっと、その話し合いの場というのは、どうやって設けるんですか？　私から持ちかけるのって、難しそう……」


    「僕が協力してもいいですし、あるいは、同じ女子として芽め依いに仕切ってもらうのもいいかもしれません。どうかな、芽依？」


    「全然いいよ、そのくらい！　声をかけることくらいならすぐできるし、任せといて！」


    　芽依が手を丸めて拳こぶしを作り、自分の胸を叩たたく。平均以上に膨ふくらんだ左右の胸いっぱいに、自信と親切心が詰まっているかのような態度だった。


    　紅葉もみじも小さく手を掲かかげ、ひらひらと揺らす。


    「高等部の人を呼ぶなら、私、知り合い多いから、話はつけやすいよ」


    　だが、それを聞いても雛子の心は晴れない様子だった。


    「いかがです、山原さん？　何か心配事がありますか？」


    「ちょ、ちょっとイメージさせてください。その話し合いの場を……」


    　雛子は軽く手を挙げ、蒔也に断りを入れた。暫しばし黙って目を伏せる。蒔也と芽依と紅葉は何も言わず見守る。


    　頭の中でイメージを展開するのは有用な手続きだと蒔也も思っている。起こり得るケースを思い描き、対処する自分の姿までを映像化する。雛子が蒔也と同じレベルでそれができるとは思えないが、何も考えないよりはマシだと感じる。


    「ああ、何か、ダメっぽい……！」


    　雛ひな子こは眉まゆ根ねを寄せて、片手で前髪をかきむしり始めた。


    「何がダメそうですか？」


    「全然、説得力のある話をできそうにないです、私……！　口下べ手ただし、あと、先輩たちが怖い……！」


    　昼休みの記憶が蘇よみがえってきたのか、雛子は辛つらそうに頰ほおをひきつらせた。声が掠かすれて、震えている。


    「ほとぼり冷めてから話し合っても、結局、私への態度は変わらないと思うんです……。むしろ、何で今さら雛子なんだ、もう顔を出すなって余計怒られるような……」


    「なるほど。では、間まを置かず今すぐ場を設もうけますか？」


    「いや、そうじゃなくって……！　ああ……、どっちでもダメか……」


    　頭を抱えるのが片手ではなく両手になった。指が強く、雛子の髪を乱していく。


    「ひ、雛ちゃん、そんなに悲観的にならないで！　口下手なのは練習すればいいし！　それに先輩だって、いつもは怖いわけじゃないんでしょ？　きっと何とかなるよ！」


    　隣の芽め依いが励ましの言葉をかけるが、根拠を伴っていない上に、雛子の取り乱し具合に気け圧おされて声が上うわ擦ずっていた。前向きではあるが説得力に欠け、雛子の心には届かない。


    　蒔まき也やは場の空気を察さつした。この時機が最善と判断し、話を予定の方向に引き寄せる。


    「無理に先輩たちと対たい峙じするのは、山やま原はらさんにとって酷かもしれませんね」


    　努めて穏やかに、聞く者を安心させる優やさしい声音で、蒔也は雛子に語りかけた。


    「絶対に仲直りしなければという気持ちが、山原さん自身を縛ってしまっているように見えます。そんなにきつく締めることなんてないですよ。何となれば、仲直りなんてしなくてもいいんじゃないですか？」


    「でも……、仲直りしないと、私、友達いなくなっちゃう……！　それどころか、明日から先輩たちにいじめられるかも……！」


    　不安が高じ、雛子の声こわ色いろが悲痛さを帯びるが、


    「それは絶対にありえません。なぜなら、すでに僕が山原さんの友達だからです」


    　蒔也は即座に言い切り、不安を刈り取る。


    「いつでも頼っていいんです。向こうが理不尽ないじめをしてくるようなら、僕たちが断固として阻そ止しします。いや、芽依や紅葉もみじ先輩を勝手に巻き込んじゃいけないか。でも、少なくとも僕が身を尽くします」


    「ちょっとちょっとお兄ちゃん！　ひとりでかっこつけないでよお！　私だって巻き込んでよお！」


    「蒔也くんはいつも、何事もひとりでやろうとするからなあ。後輩らしく、少しは先輩に頼ってくれてもいいのに」


    　芽依と紅葉が追つい随ずいした。芽依は純粋な善意から、紅葉は蒔也の思惑も知りつつ、好奇心から介入する。


    　雛ひな子こは戸惑いがちに三人を見回した。


    「三人とも……、本当に、そんな親身になってくれるんですか？　特に、先輩たちとは、今日初めてお話ししたばかりなのに、どうして……」


    　紅葉もみじは軽く笑って雛子に答える。


    「確かに、普通の先輩ならこうはいかないかもね。でも、私たちって変わった先輩だから」


    「相談に乗るのが好きなんですよ、僕たち。我われながらお節介だなあと思うこともあるんですけど、困ってる人を放っとけないんです」


    　蒔まき也やは自分でも寒気がするほどの善人を演じている。努力の甲か斐いあって、他の生徒の相談に乗る蒔也の役柄は校内に定着しつつある。定着すればするほど、ゲームに有利な立場が手に入る。


    「では、無理に仲直りする工夫はしない、という方針でいいですか？　もちろん、何かのきっかけで仲直りできる糸口が見つかるなら、それに越したことはないですけど、努めて糸口を探すことはしない」


    「……はい」


    「寂さびしくはありませんか？　大丈夫ですか？」


    「大丈夫です。芽め依いちゃんと、先輩たちがいてくれるなら」


    　蒔也の提示した結論に、雛子は頷うなずく。その表情は、蒔也と話す前と比べて明らかに軽くなっている。口元には安あん[image: ]どの笑みすら浮かんでいた。
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    　話がまとまり、芽依と雛子は先に帰った。蒔也と紅葉はカフェに残り、それぞれ本を読んでいる。先ほどまで後輩ふたりが座っていたソファー席に戻り、隣り合って、くつろいだ姿勢で時を過ごす。


    「ちょっと話しかけていいかい？」


    　唐突に、紅葉が口を開いた。視線は自分の手元のページに落としたまま、言葉だけを横に投げる。


    　少し遅れて、蒔也が聞き返す。


    「……今のは僕に言いましたか、紅葉先輩？」


    「君以外にいないじゃないか、今、ここには」


    「いえ、独ひとり言の可能性もありましたし、先輩が本の中の人に語りかける不思議な人である可能性だってありました」


    「随ずい分ぶん言うねえ。確かに文学は好きだし、気が向いたときに音読くらいはするけど、登場人物との対話は無言で済ませるよ。口に出すことはない」


    「あ、対話は本当にするんですね……」


    　紅葉もみじを茶ちや化かすつもりの冗談が、意外なところで当たっていた。


    「ええと、何でしたっけ。何かご用事ですか？　僕は構いませんが？」


    　蒔まき也やは膝ひざの上で自分の本を閉じ、話を聞く態勢を作る。


    「さっきの山やま原はらさんの話だけど、確かに状況は好転したね」


    「だから言ったでしょう。友人関係は代だい替たい可能ですから、簡単にリカバーできます」


    「まあ、諸もろ手てを挙げて賛同はできないけど、いつもながらお見事、と言っておくよ」


    「紅葉先輩のアシストも助かりましたよ。正直、先輩がこの場にいるのは、僕のプランでは描いていないことでしたから、流れが変わってしまうんじゃないかと不安でした」


    「不安なんだったら言ってくれたらよかったのに。ちょっと邪じや魔まなんでどっか行っててくださいって」


    「よっぽど言おうかと思いましたが、これもまたひとつの試練として受け入れました。紅葉先輩の言動を制御することを学べば、僕はまたひとつ進歩できるかと思いまして」


    「ははっ、それは殊しゆ勝しような心がけだなあ。だったら蒔也くんのために、もうちょっと破は天てん荒こうに振る舞えばよかったか」


    「いえ、先輩は素すで十分に破天荒ですから、それで結構です。破天荒さを意識し出すと、たぶん、何らかのパターンが生まれてしまうでしょう。かえって操あやつりやすくなって手応ごたえがなくなると思います」


    「……なるほどね。私の作為を、蒔也くんなら読みとっちゃうわけか」


    「自然体の無作為が、先輩のよさですよ」


    　乱数にしても浮うき島しま紅葉にしても、規則性がないからこそ、蒔也の訓練の材料になる。


    「しかし、いいね。こんなにも親しげな先輩を試練扱いするあたり、ただ者じゃないよね、蒔也くんは」


    「はなから、ただ者になるつもりはありません」


    　蒔也は本を脇に置き、テーブルの上にノートを広げた。愛用のペンを執とり、ページの上に走らせる。


    「そして、山原さんにも、ただ者以上の存在になってもらわないと」


    　現時点では、雛ひな子こは玲れ遠おんと釣り合わない。釣り合うようになるために必要な要素を、ノートに箇か条じよう書がきで並べていく。
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    　翌日から、山原雛子の学校生活は大きく変わった。


    　玲れ遠おんファンのグループから外されてしまい、昼休みは芽め依いのグループに入れてもらうことにした。溶け込めるかどうか、雛ひな子こは心配していたが、芽依も他の女子たちも快く受け入れてくれた。


    　食堂でテーブルを囲み、定食をつつきながら雑談に花を咲かせる。


    　交わされる話題は、雛子に馴な染じみのない内容になることが多かったが、聞き役としてその場にいて楽しいものだった。


    　スイーツの新商品や、流は行やりのスポットのこと。


    　夏休みの旅行の予定のこと。


    　部活中に起きた面白い出来事のこと。


    　いずれも、前のグループではあまり出てこない話題で新鮮だった。自分たちの視野は狭かったと、つくづく感じる。


    　部活の話については、雛子には思うところがある。


    　雛子は、部活に入ることは最初から諦あきらめていた。陽よう華か学院に何とか入学できる程度の学力しかないため、両立の自信はなかったし、そもそも、特にやりたいと思える活動も気力なかった。


    　だから、部活動に所属している生徒は、自信と気力に[image: ]あふれているように見えてしまう。


    　話を聞くのは興味深くても、心のどこかで劣等意識も持ってしまう。


    　昨日、蒔まき也やは「僕も帰宅部だ」と言っていたが、彼はあえてやろうとしないだけで、やろうと思えば何でもできてしまうだろう。芽依からの話で、蒔也が学業成績学年一位なのは知っている。授業についていくのが精せい一いつ杯ぱいの雛子とはものが違う。


    　こういう格差には、今後慣れていかなくてはと思う。


    　もう、同類の玲遠ファンとは離れてしまったのだから。


    「そういえば、雛子ちゃんってさー」


    　不意に、グループのひとりが雛子に話を振ってきた。ずっと聞き役でいた雛子は、一瞬硬直して身構える。


    「な……、なあに？」


    「偉いよねー。芽依ちゃんから聞いてたけどさ、前のグループの人たちとひとりで喧けん嘩かして、毅き然ぜんと出てきたんだよね？」


    「えっ……？　あの、えっと……」


    　答えあぐねているうちに、別のところからも声が飛ぶ。


    「ああ、私もそれ聞いて、雛子ちゃんのこと見直したところあるよ！　本人の前でこう言っちゃ何だけど、雛子ちゃんって、同じクラスなのによくわからない子だったんだよね。でも、話聞いて、意志が強い子だったんだーって感心した」


    「そんな……、強くなんか……」


    「いやー、立派だよー。正直、あの先輩たち、評判悪かったもん。王おう谷やさんばっかり見てて、周りの空気読めてないところあったし……。あ！　別に雛ひな子こちゃんもそうだったってわけじゃなくて、あのグループ全体の感じが、ね？　だから、出てきて正解だったと思うよー」


    　周囲にその先輩たちがいないことを確認しつつ、声を落として雛子を褒ほめる。


    　どうやら芽め依いは、実態よりもかなり雛子に有利な形で、彼女たちに話を伝えていたようだ。


    　それは、芽依が昨日の現場を見ていないがための勘かん違いだが、芽依の雛子への気遣いの結果でもあるのだろう。芽依は彼女たちと一緒になって「私も、私もー！」と話を盛り上げていく。


    　不自然な形で持ち上げられて据すわりの悪さも感じつつ、満まん更ざらでもない気持ちだった。先輩たちから責められたときは、自分に非があったんじゃないかと錯覚してしまったが、ここで話を聞いているうちに、そうか、向こうが悪かったのかもしれないと思えてきた。
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    　数日が過ぎ、週が明けた。


    　蒔まき也やは芽依を経由して打診し、放課後、再び雛子と会う手はずを整えていた。


    「よかったですね。新しい友達ができて」


    　先日とはまた違うカフェで、テーブルの向こうに芽依と雛子を座らせ、蒔也はにこやかに祝福した。今日は珍しく紅葉もみじが不在で、話が円滑に進む。


    「やはり、無理をしないという判断は正解でしたね」


    「本当にそうでした。視野が狭かったな……って、振り返ってみると思います。愛あい須す先輩のアドバイスのおかげで、大事なことに気づけました」


    「いやいや、僕は提案をしただけで、決めたのは山やま原はらさんですよ」


    　頭を下げようとする雛子を、蒔也は手ぶりで遮さえぎる。


    「むしろ、お礼は芽依のほうに言うべきかもしれない」


    「あ、そうですね！　芽依ちゃん、色々気を遣ってくれて、ありがとう。本当に助かってる」


    　雛子が言い終わる前から、芽依が恐縮し始める。


    「いやいやいや！　それほどでもありませんよー？　たいしたことしてないですよー？　普通にお喋しやべりしてるだけじゃん」


    「そのお喋りの場が、あるとないとではだいぶ違うんだよ、芽依ちゃん」


    「あー、まあ、同じ女子として、それは確かに思うね……」


    　大おお袈げ裟さに謙けん[image: ]そんしていた芽依が、改まって真ま面じ目めな発言をする。


    「陽よう華かって進学校で優等生な子が多いからさ、いじめたりいじめられたりってことはほとんどないけど、うっかり輪から外れちゃうことはあるんだよね。で、そんなときに手を差し伸べてくれる人も少ない。お兄ちゃんくらいのもんだよ、ほんと」


    「『愛須さん』な。芽依の言うとおり、皆、自分のことで精せい一いつ杯ぱいな感じはあるからね。僕だって、自分で気づける範囲でしか声をかけられないから、なかなか難しいよ」


    　蒔まき也やは程良い具合に謙けん[image: ]そんを終え、今し方気がついたような演技で話題を変える。


    「似合いますね」


    「そ……、そうですかぁ……？　何だかまだ慣れなくて、恥ずかしいんですけど」


    　雛ひな子こは、先週までと比べて装よそおいを大きく変えていた。


    　無む論ろん、学校指定の制服があるため、服装には変化はない。


    　首から上、顔回りの印象が一変している。


    　分厚いレンズの眼鏡めがねをやめて、コンタクトになっている。一重の瞼まぶたではあるが、付け睫まつ毛げの効果もあって、目が大きく見える。そして、肌の色が明るい。化粧を極端に厚塗りしているわけではないが、表面がキメ細やかだ。


    　髪もうっすらと染めている。量感を落として緩ゆるくパーマをかけ、高い位置でまとめたポニーテール。先週までの重たい印象が一掃された。


    「上手に変身できたじゃないですか」


    「だったら、安心です。それこそ芽め依いちゃんのおかげですよ……！」


    「土日で雛ちゃんを連れ回した甲か斐いがあったよ！」


    　土曜の授業が終わった後で、雛子は芽依に連れられて美容室に行き、大胆なイメージチェンジを決行した。翌日の日曜は、芽依の友人たちも含めた数人でショッピングに赴おもむき、化粧品や私服などを買い[image: ]そろえた。


    　同行しなかったが、提案者は蒔也だ。雛子をリフレッシュさせるためと称して、芽依に依頼をしておいた。芽依も乗り気だったので、誘導は容易だった。


    　山やま原はら雛子が、王おう谷や玲れ遠おんと釣り合うために必要な要素。


    　ひとつは、精神面の充実。劣等感を除去し、自信を持たせること。


    　ひとつは、第一印象の改善。外見を整え、水準以上に引き上げること。


    　箇か条じよう書がきした項目を着実にクリアできており、ここまでは順調だ。


    　蒔也は、最後の項目に着手する。


    「ところで、芽依ってアクセサリーのことは詳しかったっけ？」


    「ん？　何で？」


    「いや、芽依も山原さんも、あんまり身につけてないんだと思って。この前の買い物では眼中になかった？」


    「あー。服ばっかり見てたからなあ。別に、アクセに興味ないわけじゃないし、可愛かわいいのを見つけたら衝動買いしちゃうこと多いけど、昨日はそういうのなかったよ」


    「せっかくだから、また今度、山原さんと一緒に買いにいったら？　私服は休日じゃないと着られないけど、アクセサリーなら平日も使える」


    「それ、お兄ちゃんが言うー？　お兄ちゃん、アクセとか全然しないじゃーん」


    　呆あきれて笑いながら言う芽め依い。蒔まき也やは、雛ひな子こにも視線を送りながら穏やかに応じる。


    「ほら、僕はふたりと違って男子だから。女子みたいに着飾るのは、ちょっと遠慮したい気持ちがある」


    「ぜ、全然いいと思いますよ。男の人がアクセサリーをしても」


    　雛子が会話に入ってきた。


    「むしろ、アクセしてる男の人のほうがかっこいいと思います。王おう谷や先輩見てると、ネックレスとかブレスレットとか、さりげなくだけど、すごくお洒落しやれで……」


    　反論が怖いのか、遠慮がちではあるが、蒔也に進言してきている。


    　蒔也は、まさにその言葉を待っていた。


    　雛子から何も言い出してこなければ、蒔也がこの話題を出してお膳立てを整えるところだったが、その必要はなくなった。雛子の主体性が出てきたという意味でも望ましい。


    「へえ、そうなんですか！　ちょっと検索して見てみようかな」


    　蒔也はあたかも今知ったかのように驚いてみせて、スマートフォンを取り出してインターネットの検索サイトを開く。予定どおり、「王谷玲れ遠おん　アクセサリー」と入力し、検索結果を芽依や雛子にも見えるように持ち替えた。


    　ドラマ出演時の玲遠の手元がアップになった画像。暗い銀色のブレスレットが写っていた。目測で二ミリほどの太さの紐ひもが二本編まれていて、それがブレスレット本体となって輪を作っている。輪の継つぎ目は金具で、短いチェーンのようだ。そこに凝った意い匠しようのチャームがぶら下がっているが、画像が不鮮明で形状がよく見えない。


    「あー、こういう感じかあ。なるほど、なるほど。シルバーアクセでも、この感じの色なら派手すぎなくていいですね」


    「愛あい須す先輩、これ、シルバーじゃないんですよ。メタリックに加工した革かわ紐なんです」


    「革ですか？　意外ですねえ。あ、もしかして山やま原はらさん、詳しいですか？」


    「いや……、私も受け売りなんです。王谷先輩のブレスレットやネックレスに使われてて、ファンの間で軽く話題になって」


    「なるほど。だったら、このアクセサリー、今、馬ば鹿か売れなんじゃないですか？」


    「それが、たぶんこれ、王谷先輩の自作なんですよ。どのメーカーのものともデザインが違うらしくて」


    「え！　そうなの!?　すごくない!?　こんな細かい作業できちゃうなんて……」


    　蒔也よりも先に芽依が驚きの声を上げた。予定では蒔也が驚いてみせて玲遠を持ち上げるつもりだったが、その役は芽依に任せることにし、表情だけで感心した様子を装よそおうだけにとどめた。


    　芽依はまだ画面を見つめている。もともと大きな目がさらに広がった。


    「はへー。王谷さんって器用なんだねー。見た目があんななのに」


    「あはは……。確かに、どっちかと言うとワイルドな外見だもんね。でも、ああ見えてすごく繊細なんだ。それは、演技を見ててもわかるし、ファンへのコメントとか見てても、優やさしいんだなあ、って実感するよ」


    　雛ひな子こは芽め依いにしみじみと語った。長い睫まつ毛げが目元にうっすらと影を落とし、今までにない色気が醸かもし出される。


    　悪くない仕上がりだと判断し、蒔まき也やはゲームを一歩進める。


    「僕、このブレスレット、ちょっと欲しくなってきたなあ。試しに、自分で作ってみようかな」


    「……お兄ちゃん、できるの？」


    　芽依が手を動かし、細かい作業を表現しながら尋たずねる。呆あつ気けにとられた様子で、目が点になっている。


    「やったことはないけど、できるかどうかは、やってみないとわからない」


    「うわ、何か名言っぽいね！　お兄ちゃん、偉人か！」


    「お兄ちゃんでもないし、偉人でもないよ」


    　囃はやしたてる芽依に対し、蒔也は、自信満々な風ふうを演じて笑みを作った。


    



    　　　＊


    



    　王おう谷や玲れ遠おんがアクセサリーに興味を持ったのは、単に見た目がかっこいいからだった。


    　芸能界に生きる玲遠は、外見がどれだけ大きな力を持つかを、普段から間近に感じている。顔立ちやスタイルが整っていれば人気を得やすいということもあるが、それ以上に、現場で生み出される「空気」の力が大きい。


    　見るからに高そうな服を身にまとった大物の芸能人が、高級車から降りてきて、弟子や付き人を連れて堂々と歩く。その姿だけで、周囲を威圧し注目を集める。仮に同じ芸能人が安い服を着てきたら、スタッフや関係者はそこまで敬意を払わないだろう。


    　外見の良さが本人の自信になり、その自信のおかげで容よう貌ぼうがさらに輝きを増していくように見受けられる。


    　もちろん、実力以上に背伸びするのは滑こつ稽けいなだけだと、玲遠は心得ている。玲遠が高級時計や宝石を身にまとうと、高校生らしくないとして批判され、疎うとまれるに違いない。


    　かと言って何も着飾らないでいると、それはそれで舐なめられるだろう。等身大の素朴な少年を演じる芸風ならば話は別だが、玲遠はスタイリッシュな印象を前面に出して売り出している。それは事務所の意向でもあるし、玲遠自身も望むところだった。


    　自分を飾るいい具合のさじ加減として、革かわのアクセサリーに落ち着いた。


    　首元や手首をさり気なく、しかも安価に飾ることができる。


    　最初は、店で気に入ったものを買うだけだったが、自作するのも楽しいと気づいてからは趣味になった。手を動かしているときは頭から雑念が消え、いい気分転換になるし、何より、自分が頭の中で思い描いたとおりに物を作れるというのが快感だった。本業のドラマの撮影でも、自分のイメージを演技で再現できたときに嬉うれしく思うが、それと似た充実感がある。


    　学校の友人にもアクセサリー作りを勧めてみたこともあるが、彼らはあまり興味を示さなかったので残念だった。玲れ遠おんが作ったアクセサリーをあげると喜んでくれたが、自分で作るのは面倒だと言っていた。どうやら、玲遠は「物を作る側の人間」で、彼らはそうではなかったらしい。


    　そのことも含め、最近、友人たちと心理的な距離が離れていっているのを感じる。


    　ここ数日ほどの間に、三人いる友人のうちふたりに相次いで彼女ができた。校内の女子生徒が告白してきて、付き合うことにしたらしい。


    　残りのひとりにも、アプローチをかけてきている女子がいるらしく、今後、ほどなく付き合いだしそうな気配がする。


    　楽しげに報告してくる彼らを、玲遠は祝福しておいたが、同時に疎外感も抱いだく。


    　玲遠はスキャンダル防止の観点から、男女交際を極力避けるつもりでいる。仮に恋人ができたとしたら、事務所と相談し、時期が来るまで徹底して隠す必要がある。


    　自分が心を閉ざしているのは自覚している。女性ファンがいくら多くとも、心を閉ざしているから、恋人などそもそもできそうにない。それは玲遠の狙ねらいどおりではあるのだが、ふと寂さびしくなることがある。気持ちの捌はけ口として、演技やアクセサリー作りに打ち込んでいるのかもしれないと思う。


    　立場上、仕方のないことだと理解しつつ、対等に語り合える友人がいればいいなと、玲遠はぼんやりと願い始めていた。


    



    　　　＊


    



    「結論から言って、僕には無理でした」


    　三日後の昼休み、蒔まき也やは紅葉もみじのところへは行かず食堂に行った。食事はひとりで手早く済ませ、食器を返却し、立ち去り際ぎわに芽め依いや雛ひな子こたちがいるテーブルに寄って、立ち話で報告した。


    「ええ～？　あんなに自信満々だったのにい！」


    　からかうように言う芽依とは対照的に、雛子は残念そうに目を細めていた。


    「とりあえず、材料は[image: ]そろえたんだよ。で、本を参考にして編んでいこうと思ったんだけど、その一歩目で挫ざ折せつしてね。手先は人並みに器用なつもりだったんだけど、どうやら人並み以下だったらしい」


    　蒔也は経緯を語ったが、これは雛子に聞かせるための作り話だ。試しにやってみたところ、案外簡単に作れるものだった。多忙な玲遠がハマったということは、手軽にできるものでなければおかしい。予あらかじめ思っていたとおりだった。


    　今ここでは、蒔まき也やは「できない自分」を演じておく。


    「でも、お兄ちゃ……、じゃなくって愛あい須すさんにも苦手なことがあるって思うと、ちょっと安心するね。人間、欠点がひとつかふたつあったほうがいいよ！」


    「芽め依いからフォローされる日が来るとはなあ。まあ、でも、確かにそうかもしれない。何でもできすぎてしまうと、図に乗ってしまって足をすくわれそうだ。今回は材料費の数千円の出費だけで済んだけど、大人になってから失敗するとダメージはもっと大きくなる。いい授業料だったと思うことにするよ」


    「あ、あの、愛須先輩」


    　雛ひな子こがおずおずと言い出す。


    「その……、ブレスレットの材料って、何か他のことに使ったりします？」　


    　[image: ]えさに食いついていた。蒔也は手応ごたえを得た釣り人のようにほくそ笑む。


    「いいえ。特にそんな予定はないです。だから、もったいないんですよね。誰だれか使ってくれる人がいたらいいんですが」


    「私……、お借りしてもいいですか？　ちょっと、作ってみたいです。王おう谷や先輩と同じものを」


    「お!?　でも雛ちゃん、できるの？」


    　例によって芽依が細かい作業のことを心配するが、雛子は笑顔で応じる。


    「わからないけど、やってみたいなと思って」


    「本当ですか？　それは助かります！　別に貸すとか言わず、差し上げますから。実は材料、教室に置いてあるので、後で山やま原はらさんのところに持っていきますよ。放課後、待っててもらっていいですか？」


    　蒔也は気前のいい先輩になって、雛子にブレスレットを作らせる。


    



    　　　＊


    



    　土日を利用して、雛子は自室でブレスレット作りに着手した。


    　革かわ紐ひもを編んでいくのは思ったよりも簡単だった。蒔也が挫折したと聞いたので、さぞ厄やつ介かいなのだろうと身構えていたが、拍子抜けするくらいすんなりできた。


    　加減がわからず編みすぎてしまい、気がついたときにはブレスレットにするには長すぎるほどになっていた。かと言ってネックレスにするには材質が硬すぎる。雛子はもったいないと思いつつ、編んだ分を少し解ほどいて、ブレスレットに適した長さにする。


    　本に載っている手順を参考に、両端を処理する。編んだ紐が緩ゆるまないように強く引っ張り、余分な部分をカットして、接着剤をつける。乾くまでどのくらい時間がかかるかわからないので、テレビをつけて待つことにした。


    　録画しておいたドラマを再生し、玲れ遠おんの出演シーンまで早送りする。


    　すでに何度か見た回だ。筋書き、台詞せりふ、玲遠の表情まで覚えてしまった。


    　だが、ブレスレットにそこまで注意を払って見たことはなかった。


    　一時停止して、玲遠の手首をじっと見てみる。


    　これと同じものを作れるのだと思うと、胸が高鳴る。


    　身につけていれば、玲遠のことをより近くに感じられると思う。


    　画面を止めたまま、接着剤の様子を確かめた。くっついた様子なので、最後の仕上げに移る。


    　リボン留めと呼ばれる金具を取り出し、紐ひもの両端を嚙かませ、ペンチで挟んで固定する。一回挟んだだけではまだ緩かったので、二回目で思い切り力を振り絞った。意外と、男性向きの作業なのではないかと思う。


    　それにしても、材料だけでなく道具まで[image: ]そろえてくれるとは、愛あい須す先輩は気前がよすぎる。さすがにペンチと余った接着剤は返しにいくべきだろう。


    　何とかリボン留めを固定できたので、ここに短いチェーンをつける。反対側のリボン留めにはカニカンというパーツをつけた。可動式のフックのようなもので、よく目にするのに名前は今回初めて知った。


    　端同士を連結させると、ブレスレットの形になった。


    「完成……！」


    　思わず溜ため息いきが漏もれた。早さつ速そく、自分の手首にかけてみる。調節がうまくいったようで、長さはぴったりだ。


    　画面に映る玲遠のものと見比べてみる。


    　満足感に浸っていたが、よくよく見ると何かが違う。


    　玲遠のブレスレットには、継つぎ目のところに何か小さなチャームがつけてあるが、今、雛ひな子このものにはそれがない。


    　蒔まき也やから渡された材料を今一度探さぐってみるが、それに相当するものはなかった。


    「……それはそっかぁ。愛須先輩だって全部を完璧に[image: ]えるなんて、無理だよね。アクセ作りは初めてだって言ってたし、このドラマも見てたわけじゃないんだし」


    　肩を落としながら呟つぶやく。


    　しかし、ここまできたら完璧に玲遠と同じものを作りたくなった。


    　雛子は画面を目に焼きつけ、スマートフォンでも撮影した。同じ部品を、ショップで探そうと思う。


    



    　日曜の夜に、蒔也にメールを打った。ブレスレットのひとまずの完成を報告し、ペンチと接着剤を返したい旨むねを伝えると、すぐに返事が届いた。


    『こんなに早く完成するとは思いませんでした。山やま原はらさんはすごいですね』と書かれていて、何だかくすぐったさを感じる。返すものは、月曜の昼休みに蒔まき也やの教室まで持ってきてほしいとのことだった。


    



    　約束どおり、三年Ａ組の教室に赴おもむくと、蒔也は席で待っていた。


    「すみませんね。芽め依いたちと別行動をとらせてしまって。僕、放課後に用事があったので、昼休みでないと都合がつかなくて」


    「いえ、全然。芽依ちゃんたちとは後で合流すればいいですし……。それより、これ、ありがとうございました」


    　蒔也に物を返すついでに、雛ひな子こは自分が作ったブレスレットを見せる。


    「こんな感じで、一応、できあがりました」


    「おおー……。すごい。触ってみてもいいですか？」


    　雛子が頷うなずくと、蒔也はブレスレットを受け取り、矯ためつ眇すがめつ眺ながめる。


    「あのバラバラだった材料がこうなるとは……。いや、当たり前の話なんですけど、こうして目の前にあると感慨深いです。山やま原はらさんに差し上げて正解でした」


    　満足げにブレスレットを返しながら、蒔也は尋たずねる。


    「ところで、材料は足りてました？　正直、僕は初心者なので、至らない部分もあっただろうなーと思ったんですが」


    「あ、それなんですけど……、一応、ブレスレット自体はちゃんと完成するようになってたんですけど、王おう谷や先輩がアレンジしてる部分があって、そこを再現できなかったんですよね。ちょっとショップに行って、パーツを探してこようかなと」


    「心当たりはあるんですか？」


    「いえ、全然……。パーツのお店に行くのも初めてなので」


    「じゃあ、ちょっと提案なんですが」


    　そう言うと蒔也は立ち上がった。席を離れ、教室の出口へ向かいながら言う。


    「王谷先輩に教えてもらいましょう。そのパーツがどこで手に入るのか」


    「…………へっ？」


    　あまりの提案に、雛子は立ち尽くしてしまった。


    　王谷先輩に？　玲れ遠おんくんに？


    　会いに行くの？　直接？　尋たずねるの？


    「あああああ愛あい須す先輩、今からですか？」


    「ダメですか？　何なら僕だけ行ってきますけど」


    「えっとえっとえっと、わ、私も一緒に行きます！」


    　先に歩いていこうとする蒔也を、雛子は慌あわてて追いかける。


    



    　空気に流されてついてきてしまったが、雛ひな子こが高等部一年生のフロアに踏み入るのには、色々な意味で勇気が要いった。


    　一年Ｆ組の教室には、玲れ遠おんファンの先輩や同級生たちが集まっている。


    　雛子がグループから外されて、まだ二週間も経たっていない。この一週間で新しいことにチャレンジし続けていて、その最中は充実していたが、ここに来ると孤立した嫌な記憶が蘇よみがえりそうになる。


    　だが、蒔まき也やはすたすたと歩いていく。


    　Ｌ字形の校舎の、Ｆ組とは反対側のＥ組の教室へ。


    　王おう谷や玲遠が在籍している教室へ。


    　ずっと、Ｆ組の教室にお邪じや魔まして、窓を隔へだてて眺ながめていた。そのくらいの距離がちょうどいいと思っていた。それ以上近づくと、色んなものに対して申し訳ないと思っていた。


    　今も、そう思っている。


    　顔から汗が噴ふき出てくるのを感じる。体が熱い。喉のどが渇く。歩いて前進しているが、足下もとの感覚がすでにない。


    　蒔也はＥ組の教室の前で立ち止まり、振り返って雛子の様子を窺うかがった。


    「大丈夫ですか？」


    「しょっ、正直、ちょっと、緊張が」


    「無理しないでいいですよ？　僕が聞いてきますから、山やま原はらさんはここで待っててもらえれば」


    「えっと……」


    　心が揺れる。玲遠と直接話してみたい思いと、こんなたどたどしい自分を見られたくないという思いとが、心の中でせめぎあう。


    　せめぎあい、結果、


    「じゃ、じゃあ、待ってていいですか……」


    　後者が勝ってしまった。


    　自己防衛本能が口からついて出て、その瞬間、雛子は敗北感も抱いだいたが、これでいいんだと安あん[image: ]どした。そう、自分はこの程度、この距離でいいんだ。


    「わかりました。では、すぐ済みますので、一分くらい待っててください」


    　蒔也は特に感情を見せることなく雛子に答え、ひとりでＥ組のドアを開けた。


    　教室の窓際で、王谷玲遠は友人に囲まれて座っていた。今日は撮影がないらしい。ちゃんと学校に来て、授業を受けて、今は談笑している。


    　雛子はそれを教室の外から見ている。


    　この間までは窓を隔へだてた向こう側からだった。それに比べて、今は距離が近いし、途中に遮さえぎる窓がない。この距離が限界なのだろう、と雛子は思う。


    　蒔也は何も気にする素そぶりも見せず、堂々と教室を歩いていき、会話中の玲遠たちに声をかけた。雛ひな子こには、あんな真ま似ねはとてもできそうにない。玲れ遠おんはもちろん、他の友達同士が話しているときでさえ、声をかけると邪じや魔まになってしまうと遠慮してしまう性た質ちだ。


    　玲遠は、特に迷惑そうな表情も見せず、会話を中断し、顔を上げて蒔まき也やに応対する。


    　話の内容は聞こえないが、蒔也の身ぶり手ぶりはここからでも見える。玲遠の手首を指さして、ブレスレットをよく見せてほしいと頼んでいるのだろう。


    　と、思ったら、


    　蒔也は教室の外、雛子のほうを一瞬指さした。


    　玲遠が視線をこちらに向け、蒔也に軽く頷うなずいて席を立った。


    　席を立った!?


    　蒔也は何食わぬ顔で玲遠を案内し、こちらに連れてくる。


    　どういう話の流れでそうなったんですか。


    　尋たずねる間もなく、ふたりは雛子の目の前までやってきた。


    「彼女、中等部二年の山やま原はらさんというんですが」


    　蒔也が玲遠に対して、雛子を紹介しようとしたところで、玲遠はそれを聞くよりも先に、


    「うお！　すげえ！　本当に再現してる！」


    　雛子の手元を指さし、子どものように目を輝かせた。


    　雛子の持っている、昨日作ったばかりのブレスレットに。


    「やるじゃん、やるじゃん。自分でパーツ集めて作ったの？」


    「は、はい……」


    　熱に浮かされそうになりながら、やっとの思いで返事する。


    　パーツを集めたのは蒔也だが、雛子は細かい説明ができずに肯定してしまう。


    　蒔也も特に訂正せずに、「そうなんですよ。すごいでしょう、彼女」と自慢げに振る舞う。


    　玲遠はドラマではあまり見せない笑顔を、雛子に向ける。


    「いや嬉うれしいなあ。俺が作ったものを、こうまで再現してくれるなんて。俺、ずっとひとりで作ってきたから、こういうの見るとテンション上がるわあ」


    　教室にいる玲遠の友人たちも同じようなアクセサリーをしているようだが、それは玲遠が作って配ったもので、自分たちの手によるものではないらしい。


    　玲遠は雛子の目の前に、自身のブレスレットを掲かかげた。


    　複雑な形状の銀色のチャームが小さく揺れる。


    「で、問題は俺のこのチャームだよね？　そこらのチェーン店だと売ってないと思うよ。俺んちの近所の小さな店の店長が、ヨーロッパの知り合いから直接仕入れてる」


    「そ、そう、なんですか……」


    　つまり、同じものは手に入らないということだ、と雛子は理解しかけたが、


    「だから、ちょっと面倒かもしれないけど、その店に行ってもらわないと」


    　玲れ遠おんは自分の携帯電話を操作しだした。店舗のウェブサイトを開いたようだ。画面を雛ひな子こに見せ、説明する。


    「これが店の名前。で、こっちが地図。見える？」


    「え、えっと……。メモを……」


    「何ならＵＲＬ送ろうか？」


    　まごつく雛子に、玲遠が提案する。雛子の動揺にさらに拍車がかかる。


    「えっ!?　い、いいんですか？　だってアドレス……？」


    「あ、じゃあ、アドレス教えてよ」


    「は、はい……」


    　ここのところ、芽め依いの友人とアドレスを交換することが多かった雛子だ。緊張で手は震えたが、幸い、自分のアドレスを呼び出す手順は覚えていた。


    「あ、でも、店のことをネットとかで言いふらすのはやめといてね？　迷惑になっちゃうとまずいから」


    　有名人である玲遠だからこその気遣い。特別扱いを受けていると感じ、雛子は嬉うれしくなる。


    「あと、チャームだけじゃなくってさ、実は俺のブレスレット、ちょっとだけ塗と装そうしてるんだよね。黒いスプレーで。このへん、色が違うの、わかるかな？　何なら、スプレー貸してもいいから、いつでも言ってよ。スプレーはほんの一瞬しか使わないから、余るんだよなあ」


    　玲遠は楽しそうに自分のブレスレットを見せびらかせて、けらけら笑った。
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    　蒔まき也やは雛子と玲遠のアドレス交換を見届け、その場でふたりとは別れた。


    　雛子からは軽く非難された。


    「もう！　ああいうことするんなら事前に言ってくださいよ！　心の準備が全然できてなかったです！」


    　とは言え本気の非難ではなく、玲遠と直接話せた喜びを照てれ隠ししただけだ。蒔也は苦笑しつつ謝り、「でも、よかったですね。王おう谷や先輩が親切で」と祝福した。


    　ゲームの進行上、面識を持たせるまでに苦労することが多い。今回は雛子が玲遠のファンだったおかげで、比較的スムーズに事を運べた。


    　とは言え、有名人といちファンという関係では、恋愛関係まで持っていくのは難しい。アクセサリー仲間という関係性を、無理やりにでも作る必要があった。


    　玲遠が雛子に好印象を持つように、箇か条じよう書がきは順序どおり消化し、会う前に容姿を整えさせておいた。


    　さらに、玲遠の周囲の人間関係にも手を入れておいた。玲遠の恋愛への欲求を促うながすために、彼と親しい友人三人に恋人をあてがっておいた。幸い、彼らに好意を抱いている女子生徒は少なからずいたので、彼女たちの背中を押してやるだけで済んだ。ひと組のカップルを成立させるために、その周囲にもカップルを作っていくのは蒔まき也やにとってさほど珍しいことではない。


    　これで、玲れ遠おんに雛ひな子こを受け入れさせる手はずは整っていた。


    　今後、アクセサリー作りを口実にして、雛子から玲遠に連絡をとりやすくなった。先は長いが、大きな下準備が完了したと言っていい。


    　そうとは知らぬ雛子は、蒔也に丁てい重ちように礼を言い、芽め依いたちと合流するために早足で食堂に向かった。


    　後ろ姿を見送ったところで、背後に気配を感じた。


    「やるじゃん、やるじゃん、蒔也くん」


    「さっきの王おう谷や先輩の口真ま似ねですか」


    　振り返ると、浮うき島しま紅葉もみじがそこにいた。廊下の壁にほんの少しだけ背をもたれて、通行の邪じや魔まにならない位置に立っている。


    「いつから聞いてましたか？」


    「君が山やま原はらさんをここにつれてきたのとほぼ同時かな？　面白そうだったから、一部始終見てた」


    「小こ見み里さと先輩を放置して、ですか？」


    「そうなんだよ。だから早く戻らないとね」


    　腰で壁を押し、反動で歩きだす紅葉。蒔也とすれ違う前に、質問する。


    「これまでの蒔也くんのゲームから察さつするに、この段階まで持っていくのが大変で、あとは、蒔也くんがエネルギーを費ついやすことはさほどない」


    「ですね。一段落と言って構いません。ここからは経過観察に入ります」


    　今回の場合、雛子は遠慮がちなところがあるので、玲遠に対して適切な頻度で連絡をとるように仕向ける必要はありそうだが、それはさほど難しくない。


    「しかしどうかねえ。玲遠くんはモテるだろ？　芸能人同士で恋愛することだってあるだろうし、かなり厳しいと思うよ？」


    「幸い、王谷先輩は自分の恋愛が明るみに出るのを嫌っているようですから、その心配は薄そうですよ。もちろん、今後絶対に大丈夫とまでは言えませんが」


    　蒔也は自分の見立てを述べる。


    「僕はどちらかと言うと、山原さんが他の男子に惚ほれられてしまう可能性のほうを危き惧ぐしています。彼女は押しに弱そうですし、王谷先輩以外の男子で妥協してしまう可能性もありそうです。そうならないように、注意しながらの経過観察です」


    「……まったく、油断も隙すきもないね、君は」


    　紅葉は苦笑し、提案する。


    「じゃあ、どうかな。久々にお昼を一緒に食べないかい？　ゲーム一段落のお祝いに、私のお弁当のミートボールを一個ご馳ち走そうしよう」


    「遠慮します」


    「おや、ゆで卵のほうがよかったかな？　君は痩やせてるんだから、もっと食べないとダメだよ」


    「その言葉は紅葉もみじ先輩にそっくり返したいところですが、でも、的を射いていますね。僕らは成長期です」


    　あらゆるものを糧かてにして、大きく育ちたいと蒔まき也やは思う。


    



    　　　＊


    



    　恋愛は、男女間の利益の交換である、と蒔也は改めて確認した。


    　今回、雛ひな子こは憧あこがれのアイドルと会話することができ、玲れ遠おんは寂さびしさを埋めることができ、双方にとって利益があった。今後も、その利益は継続するだろう。


    　蒔也は幾度ものゲームを通して、この類たぐいの利益を扱うことに慣れてきた。対象者にとって何が利益になるかを察知し、彼らが最適なタイミングとシチュエーションでその恩恵に与れるように、手を尽くして調整する。


    　結局のところ、経済活動と同じだ。


    　違いは、利益を数値で表現しにくいというだけであって、本質は変わらない。


    　ゲームをこなすことで、人を誘導する力を磨みがけるという利益を得ているが、蒔也自身は恋愛に対して利益を見出したことはない。


    　蒔也には、雛子のように憧れの誰だれかがいるわけではない。


    　玲遠のように話し相手が欲しいわけでもない。


    　単独で成立し、生存できる存在なので、恋愛に興じる必要を感じない。


    　そもそも、恋愛による不利益を日々目の当たりにしているので、ああはなるまいと心に誓っている。


    　あんな両親のようになるくらいなら、恋愛なんてしないほうがいい。

  


  [image: ]



  
    



    


    　第二話　怒りの種


    



    　愛あい須す蒔まき也やの家庭は経済的には平均より裕福だが、蒔也から見て幸福とはほど遠い状態にある。


    　父親は大手金融会社に勤めており、順調に出世を繰くり返して要職に就ついている。年収は一千五百万円超。数百人いる同期社員の中でもずば抜けたスピード昇進だ。四十代前半という若さで、まだ気が早い話ではあるが、あと数年もすれば社内の特権階級である役員の座にも手が届くだろう。


    　母親は中堅の会計事務所で、パートタイムの事務職員として働いている。もともとは父と同じ金融会社にいて社内恋愛で結ばれたのだが、それを機に退社し、時間の融ゆう通ずうが利ききやすい働き方を選んだ。父の収入だけでも生活はできるはずだが、専業主婦にはなっていない。働きがいを感じていたいという本人の希望があったようだ。


    　それぞれ仕事熱心で、職場での評判はいいのかもしれない。


    　だが、蒔也が見る限り、父も母も満たされていない。


    　特に、父の状態が悪い。


    　毎朝早くに家を出て、夜遅くに帰ってくる。蒔也と会話する機会はさほど多くない。家でくつろいでいても、ほとんどいつも機嫌が悪そうにしている。常に仕事上の問題を考えている様子だ。


    　時折、父の愚ぐ痴ちを聞くことがある。部下の失態で大損害が出た話。上司から無む謀ぼうな指示が出た話。取引先の不祥事で巻き添えを喰くらった話。突発的な出来事に振り回されつつ、何とか事態を沈静化させ、会社の利益に結びつけていかなくてはならない。


    　その類たぐいの話を聞くたび、父は無能だと感じる。


    　取引先の不祥事だけは不可抗力と言えるが、部下や上司絡がらみのことは父が予防すべき事柄だ。日頃ごろ接する中で人柄を理解し、心理と行動を掌しよう握あくしていれば、損害が出そうなところを予あらかじめケアできるし、上司の指示の内容も自分に都合がいい方向に誘導できる。


    　それができないということは、父は無能だ。後手に回って対処に追われるのではなく、予め手を打つのでなくてはならない。父は金融マンとして一流かもしれないが、今のままでは超一流にはなれないし、人間としては二流以下だ。


    　無能なので、幸せになれないのは仕方がない。


    　予め手を打つことがいつまで経たってもできないため、肉体的にも精神的にも疲労しがちだ。結果、母とのすれ違いを起こし、七年前には離婚寸前にまで追い込まれたし、危機を回避した今も夫婦仲は冷めている。


    　自分の無能さを弁わきまえて、程良いところで出世競争から降りればいいものを、それすらもできないから始末が悪い。身の程をわかっているという点で、まだ母のほうが有能だ。


    　蒔まき也やは、父を反面教師にする。


    　将来、どんな職業に就つくかはまだ決めていない。ビジネスマンになるか、公務員になるか、何らかの専門家になるか。いずれにせよ、会社や省庁や研究所などの組織に入る可能性が高い。そうなったときに、その組織を内部からコントロールできるだけの力が要いる。


    　就職直後の下っ端ぱであろうと、人々を誘導する力さえあれば、実質的に職場を支配できる。支配できれば、周囲に振り回されることがなくなる。父のような無ぶ様ざまなことにならずに済む。


    　そこまで見据すえて、蒔也はゲームに取り組んでいる。
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    　ゲームを進行させるとき、蒔也は段取りを綿密に考えるが、心のどこかでアクシデントを期待している節ふしもある。アクシデントへの対処を考えることで、自分の技術がまたひとつ洗練されていくのを感じるからだ。最近では、予防しようと思えばできることでも、あえて放置して推すい移いを確認したり、事後処理の訓練をしたりする。


    　ゲームの進行にプラスであれマイナスであれ、何かが起きると面白いし、ためになる。


    　つまらないのは、何も起きないときだ。


    



    　対象者


    　男子生徒　中等部二年Ａ組　平ひら田た進すすむ


    　女子生徒　中等部二年Ｆ組　相そう馬ま爽さ月つき


    



    　蒔也は複数のゲームを並行して進めており、その中でも最もつとも長引いている部類のペアがこの平田進と相馬爽月だ。ゲーム開始は今年の一月。すでに半年近くが経過していて、進級を跨またいでしまった。


    　そのこと自体については、特に焦あせりはない。もともと面識がない者同士を恋仲にするには相応の期間が必要になる。付き合う前に仲を深める期間をどれだけ欲ほつするかは、個人差が大きい。短期で決着するもののほうが珍しいのだ。


    　由ゆ々ゆしく思うのは所要期間ではなく、「進展がない」という事実のほうだ。


    　互いに面識を持たせるまでは、スムーズだった。


    　蒔也の采配が効こうを奏そうし、進と爽月は無関係な他人から、友人と呼べる間柄にはなった。


    「友達以上、恋人未満」ですらない、友達。


    　その状態で滞とどこおっている。
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    　ワンフロアで座席が百ほどある、比較的大きなカフェの一角に陽よう華か学院生が男女あわせて八人集まっていた。テーブルを四卓並べ、全員がテキストやノートを広げている。ペンを動かし実際に問題を解いている者もいれば、黙々と読み進めている者もいる。


    　八人のうち七人は中等部二年生で、残るひとりは三年生の愛あい須す蒔まき也やである。


    「お兄……、愛須さん、ここ教えてください！」


    　芽め依いが言い直しながら挙きよ手しゆし、逆の手の指をテキストに突きつけた。視線を送って急せかし、蒔也がやってくるのを待つ。


    「はいはい、了解。どの問題？」


    　蒔也は席を立ち、芽依の傍そばに移動した。テーブルの脇に立って芽依のテキストを覗のぞき込む。


    「ああ、平方根の応用か。二段構えの問題になってるけど、一段目は大丈夫？」


    「一段目からダメに決まってんじゃあーん。ａの整数部分を求めよとか言われても無理でしょー？　模範解答見たけど、全然理解できないよー」


    「どこからわからなくなった？」


    　芽依に疑問点を述べさせて、それを耳で聞きながら、蒔也は他の六人の二年生を視野に入れた。


    　特に、平ひら田た進すすむと相そう馬ま爽さ月つきを。


    　七人は男同士、女同士で隣り合うように座席を占めていて、進と爽月は斜向かいの位置関係にある。芽依の挙手に対して、進は無反応だったのに対し、爽月は気にする素そぶりを見せた。


    　蒔也が毎週のように開いている勉強会。最初は芽依に苦手科目の指導をするためのものだったのが、少しずつ人数が増えていった。今ここにいるのは全員が常連で、親友とはいかないまでも顔馴な染じみ以上の友人関係にある。


    　自然な成り行きに任せたのではこうはならない。複数人で一緒に勉強するグループは校内にいくつもあるが、いずれも仲の良い男子だけ、女子だけ、あるいは同じ部活の仲間だけといった形で人選が偏かたよる。


    　蒔也が意図をもって芽依を誘導したからこそ、男女混合で、しかもクラスや部活動と無関係のグループを作れた。結果、ゲーム対象者の進と爽月を同席させることに成功した。


    　これ以上人数を増やさないように、芽依を含むメンバー全員に言い含めてある。


    　表向きの理由は、大人数だとカフェで席を取りにくくなるため、指導する蒔也の負担が増えるためというものだが、いずれも建前でしかない。真の理由は、ゲームの進行に適した規模を維持したいからだ。


    　芽依が自分の疑問を説明している途中で、相馬爽月が顔を上げてこちらを見た。蒔也と目を合わせ、腰を浮かしかけながら申し出る。


    「愛須さん、私も芽依ちゃんと同じところで手こずってるので、説明、一緒に聞いていいですか？」


    「ああ、どうぞどうぞ」


    　爽さ月つきはノートとペンだけを持って、蒔まき也やと芽め依いのそばに移動する。周りの迷惑にならないように足音を立てず、しかし素早い歩調だった。陸上部のトップランナーなだけあって、身のこなしが軽い。積極性という観点でも申し分ない。


    　蒔也は全体に呼びかける。


    「他の人は大丈夫？　四十五ページの説明をするので、必要がある人は一緒に聞いてください」


    「あ、じゃあ僕も聞きます」


    「私もお願いします！」


    　ふたりが申し出て、蒔也は都合四人に向けて解説を行う運びになる。


    　平ひら田た進すすむは、動かない。


    　いかにも真ま面じ目めですと主張するような、分厚く四角い黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。工夫のない髪型で、前髪が[image: ]そろっている。肩幅は狭く、腕は細く、不健康そうに見える。いわゆるガリ勉の生徒で、どの時代の陽よう華か学院にも一定数いるタイプだ。


    　進の学力は高く、この程度の問題でつまずく生徒ではない。遠慮しているのではなく、そもそも解説が不要なのだ。そのことは蒔也も承知しているので、今現在は特に気にかけない。
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    　当然、私立の名門である陽華学院には図書室も自習室もある。無料で利用できるため、多くの生徒が好んで足を運ぶが、私語が禁止されている。蒔也が望むような勉強会には適していない。


    　カフェに入るとお金がかかるが、それを惜おしむ蒔也ではない。小遣いは十分に与えられているし、大金がかかるような趣味には手を出していない。何より、このゲームは自分の将来のためにしていることだ。自分への投資を怠おこたると、今はよくても後で困る。


    「愛あい須すさんって、将来は何になるつもりなんですか？」


    　勉強会を終え、駅に向かって歩きながらの雑談で、爽月が蒔也に尋たずねてきた。


    「うーん……、将来ねえ。まだ僕は何も考えてないよ」


    　蒔也は率直に応じる。蒔也にとって重要なのは、何になるかではなく、どんな人物になるかだ。


    「大学はやっぱり東大志望ですか？　それとも海外？」


    「はは……。相そう馬まさんは気が早いなあ。僕はまだ文系か理系かも決めてないからね。どっちにも対応できるように、目の前の勉強を頑張るだけです」


    「愛須さんなら、どっちでもいけますよね。いいなあー」


    　爽さ月つきは前を向いたまま、軽く天を仰あおいで言った。涼しげなショートカットで、凜り々りしい横顔がよく見える。女子にしては背が高く、顔の位置が蒔まき也やと近い。


    「相そう馬まさんは、もうどっちか決めてるんですか？」


    「できれば理系がいいんですけど、難しいんですよねー、数学が。理科はそこそこできるんですけど」


    「爽月ちゃんは、スポーツ科学をやりたいんだよね！　ね？」


    　芽め依いが後ろから話に加わってきた。蒔也と爽月の間に入ってきたので、身長差で谷ができる。三人で横並びになると歩道を塞ふさいでしまい、周囲の迷惑になりかねないので、蒔也は芽依を軽く睨にらんだが、幸い、他に通行者はいなかった。


    「スポーツ科学」


    　蒔也は言葉を一いつ旦たん受け止めてオウム返しにした。爽月の進路希望についてはすでに下調べが済んでいるが、あえて初めて聞いた風を装よそおう。視線で、爽月の説明を促うながした。


    　爽月は照てれたように笑った。


    「私、陸上好きだし、スポーツは見るのもやるのも好きなんで、できれば、そういう仕事に携たずさわりたいなーって思って」


    「そういう仕事と言うと？」


    「プロ選手になれるような才能はないので、スポーツ指導者とか体育の先生とかがいいかなあ、って。人体の構造をきちんと理解してるかどうかで、記録がだいぶ変わってきたりするんで、ちゃんと専門のことを学んでおきたいんですよね。あと、栄養士さんとか、看護師さんとかにも興味あります」


    「なるほど。今思い出したけど、確か早稲田にそういう学部があったかな」


    「まさに！　早稲田に入れればベストですね、私としては」


    　我が意を得たりといったように、爽月は勢いよく肯定した。


    　まだ中等部二年生。陽よう華か入学から一年しか経たっていない身で、すでに次のステップに思いを巡らせている。陸上部に力を割さいている分、学力がさほど高くないのが残念だが、人間としてはかなりできた部類の生徒だ。蒔也は率直に感心を覚えた。


    　志を持っている人間は、それだけで強い。


    　成長が早いし、困難にも折れにくい。


    「スポーツ系の学部って、入試の科目数が少ないイメージがあるんだけど、理系じゃないとダメなんでしたっけ？」


    「ぶっちゃけ、文系でも入れます。でも、人体のことは生物とか化学とか知っといたほうが学びやすそうですし、スポーツ中の動作は物理法則が応用できそうですし。あと、陸上競技は記録を扱いますからね。数字にも強いほうがいいかと思いまして」


    　そう言うと、爽月は背せ筋すじを伸ばした。もともと猫背なほうではないが、普段にもまして姿勢を正す。


    「だから、愛あい須すさんから色んな科目を教えてもらえて、本当に助かってます。改めて、ありがとうございますっ！」


    「いやいや、お礼されるほどのことはしてないですよ。僕は、自分の勉強にもなると思ってやってるだけなんで」


    「爽さ月つきちゃん、律りち儀ぎだなあー。運動部だから上下関係がすごくしっかりしてるよね」


    「そう言う芽め依いちゃんは、愛須さんにかなりフランクだよね。たまに『お兄ちゃん』とか呼んでるし」


    「…………」


    　蒔まき也やは冷たい視線を芽依に浴あびせる。芽依は「あ、はははー」と棒読みの誤ご魔ま化かし笑いをする。


    　溜ため息いきをひとつついて、蒔也は爽月に説明を始めた。


    「芽依は、子どもの頃ころからの近所づきあいがあって、昔は僕のことを『愛須さんちのお兄ちゃん』って呼んでたんですよ。で、その名な残ごりで『お兄ちゃん』。人前でそう呼ばれると誤解を招くから、そろそろ卒業してほしいんだけど、なかなか言うことを聞かない」


    「覚えが悪くてごめんなさいねえ、愛須せんぱあい！　いつも感謝してますよお！」


    　わざとらしい口調で言い、手を合わせて拝おがむような姿勢になる芽依。その大おお袈げ裟さな仕し草ぐさに、蒔也も爽月も吹き出して小さく笑う。


    「次からは頼むよ、芽依。あと、芽依も相そう馬まさんも、僕だけじゃなくて平ひら田たくんにもお礼を言っておいたほうがいい」


    「あー、確かに」


    「そうだね！　後で言っとく！」


    　蒔也の指摘に、ふたりは納得する。


    　平田進すすむの成績は常に上位で、この場の七人の中では一番の学力を備そなえている。さすがに蒔也には及ばないが、それでも全科目満まん遍べんなくこなしていて、勉強会でも蒔也の代わりに進が他の生徒に助言することがしばしばある。


    　今、進は蒔也たち三人の後方を歩いている。いつものように、男友達だけで何か雑談している様子だった。進は基本的に聞き役で、相手の話に相あい[image: ]づちを打ったり、感想を言ったりするのが常だ。


    　口数が少なく、何を考えているのかわかりにくい。


    　だが、蒔也はある程度までわかっている。


    　進が抱えている問題を解消してやらなければ、ゲームが進まない。
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    　翌日の昼休み、高等部一年Ｃ組の教室で、蒔まき也やは紅葉もみじと麦むぎ穂ほと一緒に昼食をとっていた。先日のゲームをきっかけに、この三人で食べるのが何となく習慣づいてしまった感がある。


    「進路なんて、そんなに先まで考えてないほうが普通だろうと思うけどね」


    　紅葉は素そっ気けなく言い放ち、[image: ]はしを口に運ぶ。控ひかえめな分量の白米を頰ほお張ばり、よく嚙かんで飲み下す。


    「でも、先輩は高等部に上がるときに文系コースを選びましたよね。文系、理系、どちらを選ぶにしても、進路がある程度限定されますよね」


    「ある程度は、ね。もちろん、ある程度は考えてるよ。私の頭はどうも理系科目には向いていないらしい。数学や化学や物理より、国語や英語のほうがよくできる。実験を繰くり返して新発見を目指す研究者さんたちは尊敬に値するとは思うけど、私の性しようには合わなさそうだ。そういうことを総合的に考えて、文系にした」


    「ずいぶん消極的というか、消去法的な選び方だったんですね。てっきり、紅葉先輩は文学を学びたいから文系なんだと思ってました」


    「文学への積極的な興味はあるけど、文系にいかなきゃ文学ができないわけでもない。文学は遍あまねく全人類に門もん戸こを開いている。[image: ]さかのぼれば、森もり鷗おう外がいは医師だし、理系出身の小説家って今増えてるし」


    　そう指摘すると、紅葉は麦穂に話を振る。


    「だから、理系のむーちゃんが小説を書いても全然いいんだよ。私はちょっと読んでみたい」


    　急なことに麦穂は驚き、声を上うわ擦ずらせてたどたどしく応じる。


    「う、ウチ、小説なんて書いたことなかよ……！　もみちゃんみたいな文才ないし……！」


    「またまたあ。文才なかったら、陽よう華かの入試に受からないでしょ？　小論文試験があったの知ってるよ」


    「言うてもあれは小論文やん。小説とは別モンやろ？」


    「まあ確かに別ものだけど。うーん、さすがむーちゃん、うまく騙だまされてくれない」


    　悪いた戯ずらな笑みを浮かべる紅葉。


    　蒔也は会話を聞き、疑問を感じて確認する。


    「小こ見み里さと先輩は理系コースなんですよね？」


    「そうよ、理系ばい」


    「文系の紅葉先輩とは別のクラスですよね？　どういう接点があったんですか？」


    「おいおい蒔也くん、違うクラスの子と仲良くしちゃいけないのかい？」


    「別にそういうわけではありませんが、少し気になりまして」


    「ウチがクラスに馴な染じめてなかったとば見て、もみちゃんが声かけてくれたんよ。もみちゃん、優やさしかぁ」


    「むーちゃん、それは誤解だ。別に優やさしさで話しかけたわけじゃないよ？　むーちゃんを見て『この子は面白そうだ。個性がありそうだ』と思っただけだよ」


    「なるほど」


    　蒔まき也やは納得と諦てい観かんを覚えて相あい[image: ]づちを打った。


    　紅葉もみじのセンサーが独特なのは今に始まったことではない。学年の違う蒔也のことを感知したくらいだ。その仕組みを[image: ]せん索さくする試みは、おそらく無む駄だに終わるだろう。


    「思ったとおり、むーちゃんは面白い子だったよ。わざわざ地元から出てきただけあって、そのへんの陽よう華か生よりよっぽど気骨がある」


    「そんな、もみちゃん、買い被かぶりばい……。単に、地元によか進学校がなかっただけやし。進路も、大おお雑ざつ把ぱに医学部に行きたいと思っとっただけで、何科の医師センセイになるとか、そんなん考えとらんとよ。強しいて言うなら、学費が安くなるように、奨学金のある大学トコ選ぼうとしとるくらいか。ない大学なら入るの楽っちゃけど」


    「ほらね、蒔也くん。むーちゃんってすごいでしょ？　こういうことをナチュラルに言っちゃうんだ」


    「小こ見み里さと先輩は、ご自分がどれだけ高いレベルにあるのか、自覚がないんですね……」


    「何ね……？　なあ、ウチ、おかしなこと言うた？」


    「いえ、まったく。小見里先輩を尊敬しただけですよ」


    　不安そうな麦むぎ穂ほに対して、蒔也は大真ま面じ目めな表情で答えた。
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    　中高一貫校の大きな利点は、中等部にいながらにして高等部の先輩と簡単に接触できるところにある、と蒔也は思っている。


    　たかだか数年の年齢差は、大人になればたいした意味を持たなくなるが、中高生の段階においては大きい。学年がひとつ上がるにつれて、自分の将来を真剣に考え、勉強にも熱が入っていく。そんな先輩の姿を日常的に目にすると、後輩も知らず知らずのうちに感化されていくものだ。普通の学校では二年先までしか見られないところ、一貫校なら最大で五年先まで見える。


    　もっとも、高学年だからと言って全員が無条件に尊敬できるわけでもない。


    　ひとりひとりを見れば、年々成長しているのだろうが、成長の早さには個人差が歴然と存在する。高等部三年生になっても、精神的にはまだ子どもという生徒はいる。


    　平ひら田た進すすむも、このままいくとそうなるのではないか、と蒔也は危き惧ぐした。


    　進の将来の面倒を見るつもりはさらさらないが、今の人格ではゲームに支障がある。


    「こうやって、平田くんと一対一で話すのは、たぶん初めてですよね？」


    「そう……、ですね。そうだと思います」


    　放課後に進すすむを呼び出して一緒にカフェに入った。会計は先払いで、蒔まき也やが進の分も払う。


    　四人掛けのテーブルを確保し、正面から向き合うのではなく直角の位置関係に座る。心理学的に、相手をリラックスさせるには正対を避けるのがセオリーだ。


    　入店してからどころか、店の外で蒔也と落ち合ってからずっと、進はどこか自信なさげだ。先輩である蒔也を前にして萎い縮しゆくしているのか、あるいは、慣れないシチュエーションに緊張しているのか。


    「すみませんね。わざわざ呼び出してしまって。別に、平ひら田たくんに対して悪いことを言うために呼んだわけじゃないんで、どうぞ、楽に」


    「ああ、そうでしたか。なら、少し安心です」


    　進がようやく表情を和やわらげたのを見て、蒔也も笑顔になって尋たずねる。


    「ははっ。もしかして、何か怖がってました？」


    「正直、何言われるかわかんなかったので不安でした。皆で勉強してるときに、もしかして僕が何かやっちゃったのかなー、と」


    「いやいや、平田くんにはいつも助けられてます。僕ひとりじゃ手に負えないことがあるからね」


    　蒔也が言い終えた後、しばらく会話に沈黙がある。


    　本来であれば蒔也の言葉に対応する形で、進の謙けん[image: ]そんがあるべきだが、それがない。進の会話能力はさほど高くないので順当なところと言えるが、ここは改善しなくてはならないと蒔也は思う。


    　だが、今、会話のことだけを指摘しても効果は薄い。


    　もっと根本的な部分での指導が必要だ。


    「平田くんにはむしろ申し訳なく思ってるんですよ。手を煩わずらわせることのほうが多くて、得が少ないんじゃないかな、と」


    「いえ別に、そんなことは……」


    「そう？　それなら良かった。ちなみに参考までに聞きたいんですけど、平田くんがあの勉強会に来続けてる理由って何ですかね？　できれば、平田くんにも得が多くなるように工夫したいと思うので」


    　蒔也はあえて真意と少し距離のある話題から入り、アプローチの角度を探さぐる。


    「理由……。理由、ですか……」


    　進が言い淀よどむので、蒔也はさらに角度を変えた。


    「最初は、芽め依いから誘われたんだっけ？」


    「ええ、まあ、そうです。飯いい泉ずみさんが声をかけてくれました」


    「ああ、そうか。『飯泉さん』か。僕はなかなか呼び慣れないなあ」


    　場を和なごませるために苦笑する蒔也。


    　だが、進すすむは表情を変えない。


    「あの……、愛あい須すさん、ちょっと立ち入ったことを聞いていいですか？」


    「どうぞ？」


    「愛須さんって、飯いい泉ずみさんと付き合ってるんですか？」


    　蒔まき也やが意図していない質問だった。他の生徒ならともかく、平ひら田た進から聞かれるとは。軽い驚きを覚えつつ、蒔也は鷹おう揚ような態度を崩さない。


    「あー、そう見えちゃいます？」


    「おふたり、仲がいいじゃないですか。あと、下の名前で呼び捨てにするところを見ると、そうなのかなー、と思って」


    「呼び捨てにしてるのは昔馴な染じみだからなんですよ。それ以上に深い意味はないです。腐れ縁というやつですかね。いい友達ですけど、それだけです」


    「愛須さんはそうかもしれませんが、飯泉さんはどうなんでしょう？　傍はたから見てると、愛須さんに気があるように見えるんですが」


    「お？　意外だなあ。平田くんがこういう話題に食いついてくるなんて」


    「いや、べ、別に、あれこれ[image: ]せん索さくするつもりはなかったんです。すみません……」


    「謝らなくていいですよ。僕もこういう話題は嫌いじゃない。で、芽め依いが僕に気があるかどうか。これは本人に聞かないとわからないけど、少なくとも、まだ僕にはそういう話はしてきてません」


    「愛須さんから、その、アプローチしたりはしないんですか？」


    「するつもりはないけど……、あ、もしかして、誰だれか、芽依に気がある男子がいたりします？　それで、僕の動向を探さぐりにきた？」


    　蒔也は軽く牽けん制せいを入れた。


    　もしも進が芽依に惚ほれてしまったのであれば、ゲーム進行がかなり遠回りになってしまう。もちろん、そうならないように目を光らせてきたつもりだ。芽依と仲良く振る舞って他の男子を寄せつけないようにし、進が爽さ月つきに惚れるように誘導してきたが、その効果のほどはどうか。


    「え、あ、いや、その」


    「ははっ、わかりやすい反応ですね。誰です？　クラスの友達ですか？　もしかして、平田くん自身かな」


    「も、黙秘しときます。ただ、僕じゃないです。僕は女子と付き合うとか、そういう柄じゃないの、自分でわかってるんで」


    　たどたどしい口調ではあるが、きっぱりと否定した。


    　蒔也は他人の言葉をすべて鵜う呑のみにするような愚を犯さないが、この進の言葉には裏はないと判断した。


    　進はよくも悪くも正直だ。


    　本音でこんなことを言ってしまうような人物だから、ゲームが滞とどこおる。


    「そうですか。でも、柄じゃないっていうのはちょっと気になるなあ。いやまあ確かに、平ひら田たくんは真ま面じ目めなタイプだけど、全然いいんじゃないですか？　平田くんに彼女がいても」


    「僕と付き合っても楽しくないと思いますよ。真面目なだけなんで」


    　伏し目がちに、自分のことを卑ひ下げした。


    　そんな進すすむに対して、蒔まき也やは核心の質問をぶつける。


    「平田くんは、今の自分自身のことが好きですか？　嫌いですか？」


    　思わず目を見開く進。蒔也の眼まな差ざしを正面から受け、暫しばし絶句した。
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    　ゲームの対象者に選出された時点で、蒔也は平田進の家庭環境について、可能な範囲で調査した。


    　両親ともに健在。父親は大手通信企業で部長職をしており、母親は専業主婦。収入は潤じゆん沢たくで、都市圏に一戸建てを構えている。


    　進はひとり息子で兄弟はいない。幼稚園受験は未経験だが、小学校は公立ではなく私立に行き、塾にも通かよっている。成績は優秀で、中学受験では陽よう華か学院の他、名門中学にいくつも合格した。


    　細かいところを見れば差異はあれど、愛あい須す家とほぼ同等の経済水準、教育水準と言って差し支えない。


    　だが、教育方針の面で大きく違っている。


    　蒔也が見たところ、愛須家が放任主義なのに対し、平田家は厳格な管理主義であり、正反対だ。


    　進は幼少期から常に、親の厳しい目に晒さらされてきた。


    　成績や生活態度に少しでも瑕か疵しがあると、即座に両親が進を叱しかる。


    　小学生の頃ころは、下校途中の寄り道は一切許されず、真っ直すぐ家に帰ることを強要され、息つく暇ひまもなく塾へと向かった。成績は全科目で五段階の最上を要求され、それに達しない科目があれば父からも母からも糾きゆう弾だんされる。


    　子どもらしい遊びに興じられるような余裕はない。叱られないようにするために、進は自ら勉強時間を増やしていった。


    　陽華学院に入学してようやく、充実した自習室や高いレベルの勉強仲間が口実になり、寄り道だけは許容されたが、本質的には両親も進自身も変わっていない。


    　両親は進のためにレールを敷しいており、進が少しでも逸それると雷を落とす。


    　進は雷を落とされないように、一歩も踏み外さないようにする。


    　そこに進すすむの意志はない。


    　ただ恐怖で支配されているだけだ。


    　だから、蒔まき也やがこう尋たずねたときの反応も、ある程度予測ができる。


    「平ひら田たくんは、今の自分自身のことが好きですか？　嫌いですか？」


    「………………えっ、と」


    　進は言葉に窮きゆうしている。


    　例えば同じ質問を、今現在活躍している王おう谷や玲れ遠おんに振れば、きっと「好きだ」と返してくるに違いない。自身を世間にさらけ出す仕事をしているのだ。嫌いな自分では精神的に務まるまい。


    　おそらく、相そう馬ま爽さ月つきも同じような反応になるはずだ。陸上に、勉強にと情熱を燃やしている中で、自分を嫌いになる要素は生まれにくい。陸上の大会の敗戦直後ならわからないが、基本的に、爽月は自分を肯定している人間だ。


    　平田進は、そうではない。


    「勝手な印象を語って申し訳ないけど、今、話を聞いた感じだと、平田くんは自分のことが嫌いなのかな。嫌いだから、自分が誰だれと付き合うと、相手に迷惑になると感じてしまう」


    「……そう、なのかもしれません」


    　蒔也が用意した答えに、進は同意して、続ける。


    「そもそも、僕には自分というものがないんじゃないか、と思ってます」


    「自分がない？　それはどうして？」


    　蒔也は意外だというような演技をして尋ねた。


    「両親の言うとおりにしてるだけだから、です」


    　進は自分の膝ひざに手を置き、爪を立てていた。


    「愛あい須すさんは、自分を持っていると思います。ただ誰かに言われたから勉強しているんじゃなくて、自分で考えて必要だと判断したから勉強している感じがしますし、自分から動いてああいう会を設もうけたり、たぶん、僕が知らないだけで、他にも色々やってますよね？　僕は、これまでそういうことをしてきませんでしたし、できるとも思えないです」


    「それは思い込みだと思いますよ」


    　万ばん感かん込めた進の言葉を、蒔也はあっさり否定する。


    「やったことがないから、やろうしてないから、できないと思い込んでしまっている。やってみたら案外できるものなのに、もったいない」


    「そう、なんでしょうか。正直、人間の出来が違うのかなー、違う世界の人なのかなー、と思うんですが」


    「平田くん、僕たちまだ中学生ですよ？　人間の出来なんて、今決めつけてしまうのはナンセンスだ。今後、僕たちはいくらでも成長していける」


    「はあ……」


    　進すすむは相あい[image: ]づちを打つが、腑ふに落ちた様子ではない。


    　蒔まき也やに対して尊敬の念をもって聞いてはいるが、納得はしていないようで、小さく首を傾かしげてみせた。


    　精神的には、進は地面に立っていて、蒔也は空高くから語りかけてしまっている。


    　上空にいる存在に対して、実感が伴わないのは致し方ない。


    　蒔也は進と同じ高度で話さなくてはならないと感じ、一いつ旦たん、地に降りる。


    「平ひら田たくんだけに打ち明けるんですけど、実は僕、自分の両親が嫌いなんです」


    　周囲に聞こえないように声のトーンを落として、内緒話の雰ふん囲い気きを出す。


    「愛あい須すさんが、ですか？」


    「意外ですか？」


    「は、はい……。何か愛須さんって、誰だれに対しても親切で、人を嫌ったりすることがなさそうと思ってたんで」


    「とんでもない。僕だって人間です。嫌いな人は学校にも何人かいますし、両親も嫌いです。まあ、単に反抗期なだけかもしれないんですけどね」


    　深刻さを緩和させるために言い訳もつけ足しておいたが、蒔也は小学校低学年の頃ころから今までずっと、両親のことを好きになったことがない。反抗期にしては少々長すぎることは、自覚している。


    「両親のどこが嫌いかと言うと、いつも誰かに振り回され、操あやつられているところが嫌いなんです。仕事をすれば、部下や上司に振り回される。家に帰っても新聞やテレビの言うことを聞いてばかりいる。もちろん、マスコミから情報を得ることは悪いことじゃないけど、鵜う呑のみにせずに、自分の頭で考えて消化しなきゃいけない。場合によっては、マスコミの情報の偏かたよりに気づいて精査しなきゃいけない。うちの親は、それができていないんです。僕は親みたいになりたくないので、主体性を発揮するように心がけています」


    「……もしかして、愛須さんは、僕のこと嫌いですか？　僕も、あんまり主体性がないほうですけど……」


    「いやいや！　全然そんなことは。平田くんのことは嫌いではないです。中学生だから仕方がないというところが大きいですし、これから成長できるでしょう。むしろ平田くんよりも、平田くんが自分を嫌いになってしまうように育ててしまったご両親に問題があると思っています」


    「両親……、ですか」


    「平田くんは、ご両親のことは好きですか？　嫌いですか？」


    　蒔也は質問の矛ほこ先さきを変えた。


    　進は一瞬息を呑んで、答える。


    「そんなこと、考えたことはなかったです。いつも叱しかられてばかりで、叱られるのが当たり前と思っていたので、好きとか嫌いとか、そんなことは……」


    「考えたほうがいいと思いますよ。将来のためにも」


    「将来……？」


    「今まで平ひら田たくんは、ご両親に雷を落とさせないように努力してきた。でも、今後、進路を選ぶ大事な場面でもその姿勢でいると、親が望む方向を選ぶしかなくなって、平田くんが本当になりたい職業、やりたい仕事ができなくなると思うんです。だから、雷をあえて喰くらいにいく、あえて喰らって耐える力、はねのける力も鍛きたえておいたほうがいい」


    「…………はい」


    　進すすむは神妙に頷うなずいた。蒔まき也やの言葉に喚かん起きされて自分の過去を振り返っているのか、表情は険けわしい。伏し目がちではあるが、視線には力がある。ある程度は心に響いて浸しん透とうしたようだ、と蒔也は判断した。


    「本当は、今日は平田くんにひとつ相談を持ちかけたかったんですけど、今の感じだとそれはちょっと無理そうかなあ」


    　蒔也は空中に風船を飛ばすような軽い口調で言う。


    「ちなみに、その相談の内容をバラしておくと、あの勉強会の仕切り役を僕ではなくて平田くんにお願いできないか、というものだったんです。もちろん、僕があの場が嫌になったわけじゃないけど、少し出しゃばりすぎた気もしていて、そろそろフェードアウトしたほうがいいかなと最近思ったんですよ。ただ、今の平田くんに任せると、ちょっと負担になってしまうかもしれない。平田くんに得が少ないし、ある程度、お節介な性分の人に向いてる立場だからね。いや、ごめんなさい、この話は忘れてください」
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    　話を切り上げて、蒔也は進を先に帰らせた。


    　今日の会話で進の人格を一気に改変することはできないが、きっかけにはなったはずだ。効果が表れるまで時間はかかるだろうから、経過を気長に追っていきたいと思う。


    　蒔也は会話の内容を要約し、ノートに記した。


    　その後で荷物をまとめ、グラスも持って席を立った。カフェの出口ではなく、少し離れたテーブルへと足を向ける。


    「どうも、先輩方」


    　軽く頭を下げて会え釈しやくする。


    　そこには浮うき島しま紅葉もみじと小こ見み里さと麦むぎ穂ほがいた。テーブルに向き合って座り、教科書とノートを広げている。


    　紅葉はペンを持つ手を休めて、掌てのひらを蒔也に向けて振った。


    「おお、蒔まき也やくん、奇遇だねえ。君もこの店にいたのかい」


    「どの口で仰おつしゃいますか。僕らの会話中、何度もこっちに視線を送ってきたでしょう」


    「えー？　そうだっけー？」


    「僕が気づいただけで、五回ほど先輩と目が合ったと思いますが」


    「もみちゃん、勉強しとるんやから集中せんとね」


    　麦むぎ穂ほがペン先を紅葉もみじに向けて忠告する。


    「さっきの証明問題、できたと？」


    「できた、できた！　むーちゃんの教え方がいいんだなあ。本当に助かるよ」


    「マンツーマン指導ですか。小こ見み里さと先輩の指導を受けられるとは、紅葉先輩、贅ぜい沢たくですね」


    「別に、ウチが一方的に指導しとるわけじゃなかよ。ウチがもみちゃんに数学を教えて、国語をもみちゃんから教わっとる」


    「何なら、蒔也くんも座りなよ。国語でわからないところがあれば、お姉さんが何でも答えちゃうよ？」


    「座りますけど、わからないところは特にありません」


    「だよねえ。知ってた」


    　蒔也は麦穂の隣の椅い子すに腰を下ろし、紅葉とは斜め向かいになる。


    「君は本当に何でもできちゃうからねえ。ちょっと、後輩としては可愛かわいげがないよ」


    「何でしたら、可愛げがある後輩を演じましょうか？　『先輩！　ここを教えてください！』って言いにいけばいいですか？」


    「似合わないね。とてつもなく」


    「似合わなくても、こういう演技は先生方を掌しよう握あくする上では有効ですから、意識して取り組んでいるつもりなんですけど」


    「へ、へえ……」


    「何か『掌握』って、ちょっと怖い響きやね……」


    　紅葉と麦穂は引き気味になっている。


    「別にそんなに怖いことはしてませんよ？　先生方の試験の出題傾向をある程度操あやつれるようになっただけです」


    「はい、出たよ。『だけ』とか言いながら、やっぱりすごそうなことやってるじゃない。ちょっと聞かせてよ。どうやって先生をハメてるんだい？」


    「ハメるとは人聞きの悪い……。まあ、お聞かせするのは構いませんけど。これは紅葉先輩には真ま似ねできないと思いますが、小見里先輩なら真似できるかもしれません」


    「ウチ、別に真似したくなかとばってん……」


    「むーちゃん、真似しなくていいから、聞くだけ聞いてみようよ。よし、メモの用意できたぞう。蒔也くん、どうぞご教授を」


    「メモするほどのこともないんですけど。単に、僕が先生方に対して、苦手な問題があるふりをする。手順は以上です」


    「……ん？　それだけ？　そうするとどうなるの？」


    「先生方は僕に満点を取らせないように試験内容を組み立ててきますから、僕が苦手なふりをした問題は必ず出ます。逆手にとって、出してほしい問題がある場合は、難しい顔で『先生、何度やってもここがわからないんですよ』と言って頻ひん繁ぱんに質問に行けばいいんです」


    　蒔まき也やはさらりと言ってのける。


    「試験は先生から生徒への一方通行ではなく、生徒から先生へのアクションが可能です」


    「はあー……。そういうこと考えちゃうか……」


    　紅葉もみじは呆あきれたように息を吐き、仰のけ反ぞり、背もたれに身を預けた。


    　麦むぎ穂ほは瞬まばたきを繰くり返しながら蒔也を見る。


    「蒔也くんって、すごかこと思いつくんやねえ」


    「でもさ、そんな小細工しなくたって、蒔也くんは高得点取れるじゃん」


    「ええ。僕の得にはなりません。ただ、僕を頼ってくる同級生がいましてね。彼らのために何度か芝居を打ったことがあります」


    「君の同級生になりたかったよ、私は」


    「先輩が留年しないといけませんね」


    「留年しようかな、って一瞬思っちゃうなあ。別に試験で楽をしたいとかそういうのを度外視して、君が同じ教室にいたら相当面白そうだ。蒔也くんが飛び級してくればいいのに」


    「飛び級制度があったら、僕は先輩を追い越してしまうと思いますけど」


    「ああ、そんな。叶かなわぬ願いなのか」


    　紅葉は天を仰あおぎ、芝居がかった口調で嘆なげく。


    　麦穂は紅葉と蒔也の二方向に視線を行ったり来たりさせ、席から腰を浮かした。


    「何か、おふたりさん、よか感じやね。ウチ、お邪じや魔まみたいや。ちょっと席外しとこか？」


    　紅葉は芝居から醒さめた。慌あわてて手を伸ばし、五指を開いて麦穂を引き留める。


    「むーちゃん！　待ってくれ！　むーちゃんがここにいないと、私の数学の点数が大変なことになってしまう！」


    「紅葉先輩、何なら僕が教えて差し上げますよ？　高等部一年程度の数学なら、自主的に先取りしてますので」


    「むーちゃん！　頼む！　このままだと私は後輩に教えを請こう情けない先輩になってしまう！」


    「さっきの話の流れやと、頼る気満々やったやん……。ま、よかたい、続けよ。ウチも、もみちゃんに国語を教えてもらわんといかんしな」


    　再び着席する麦穂。よかったよかったと安あん[image: ]どする紅葉を尻しり目めに、今度は蒔也が立ち上がった。荷物を持ち上げながら、軽くお辞儀する。


    「では、先輩方、お邪じや魔ましました。僕はこのへんで」


    「あ、帰るの？　何だい、つれないなあ。蒔まき也やくんも一緒に勉強してこうよ」


    「おふたりと一緒だと、また話が盛り上がってしまって、ご迷惑になりそうなので」


    　丁てい重ちように言いつつ、しかし迅じん速そくに辞じ去きよしようとする。


    　その去り際ぎわに、紅葉もみじが再び呼び止めた。


    「帰る前に、蒔也くんにちょっと聞いておきたいことがある」


    「……何でしょう？」


    　蒔也は立ったまま、紅葉の言葉を待つ。


    「さっき、蒔也くんは平ひら田たくんを激げき励れいしてたけど、あれは結構ギャンブルだよね。ちょっときつめの言葉だったから、あれでしょげちゃう子もいるかもしれない。そのへんのリスクって考えてる？」


    「やっぱり聞いてたんじゃないですか、僕たちの話」


    「さては、もみちゃん。ウチの話は上の空で蒔也くんのほうに聞き耳立てとったね？」


    「いやいや！　聞いてた聞いてた！　両方ちゃんと聞いてたよ。で、蒔也くん、どうなの、見立ては」


    「あの程度はギャンブルと呼ぶに値あたいしません。勝算は九割五分以上ありますし、失敗しても別の手を打つまでです」


    「ふうん。あ、あともう一個」


    　紅葉は人差し指を立てた。


    「話の中で、自分自身のことが好きか嫌いかっていう問題があったよね。で、平田くんは、自分のことが嫌いだと言っていた」


    「そうでしたね」


    「蒔也くんはどうなんだい。蒔也くんは自分のこと、好き？　嫌い？　すごく気になる」


    　蒔也は即答はできなかったが、斜め上方に目をやり、数秒考えて答えを出した。


    「今の自分に不満はありませんが、過去の未熟な自分は大嫌いです」


    　小学二年生の頃ころの至らなさを思うと苛いら立だちを覚えるし、一年前、ゲームのことを紅葉に気づかれる不手際を犯した自分を思い返すと恥ずかしい。


    　だが、それは必要なステップだったと考えている。


    「今の自分も嫌いになれるくらいに、成長したいと思っています」
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    　平田進すすむは帰宅後、自分の部屋で制服から私服に着替えた。


    　簞たん笥すに詰まっている衣類はすべて、母から買い与えられたものだ。


    　衣類に限った話ではない。この部屋にある机、椅い子す、本棚、ベッド、時計などは、すべて父や母が選んだものであり、進すすむ自身の意思が介在していない。


    　中学生なら当然持っているような、漫画本やゲームソフトの類たぐいは一切ない。欲しいと思ったことは何度もあるが、両親に叱しかられるのを恐れて、言いだせなかった。


    　自分で選んだものがないか、改めて探してみる。


    　本棚に並ぶ参考書は、父や母ではないが、塾の講師から言われて買ったものがほとんどだ。


    　眼鏡めがねだけは、親に連れられて眼鏡店に行ったので、自分で選んだ覚えがある。


    　だが、それも親から提示された三つほどのデザインの中から選んだだけで、本当に自分の意思だったかどうか怪しい。そもそも、入る店は親が決めていた。


    　何から何まで親の意思が行き届いているこの環境を、これまで当たり前のものとして受け入れていた。


    　もちろん、周囲の友人たちの中には、必要なものを自分で買いにいっている者もいるのは知っているが、それは「うちはうち、よそはよそ」の類いの事柄だと思っていた。うちはこういうものなのだ、と。


    　受け入れていたので、不満など持ちようもなかったし、親を嫌いになることなど思いつきもしなかった。


    　蒔まき也やは、両親のことが嫌いだと言っていた。


    　そういう発想があったか、と目が開かれた思いだった。


    　それに気づくと、過去の両親の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを思い出して、気に障さわるようになってくる。


    　幼稚園児の頃ころ、両親の目を引くためだけの軽い悪いた戯ずらを、怒ど濤とうの勢いで叱られた。


    　小学生の頃に友達に誘われて一緒に公園で遊んでいて、夢中になって日が暮れてしまい、帰ると罰ばつは夕食抜きだった。


    　ひとつ経験するたびに、ひとつ萎い縮しゆくしていった自分がいる。


    　勉強以外の活動を避けることを覚えていった。


    　幼少期からの積み重ねが、今の自分に繋つながっている。


    　今の、自分を好きになれない自分に。


    　暴力を振るわれたことはないから虐ぎやく待たいとは言えないのだろうが、精神面での成長が遅れた大きな原因になったと感じる。


    　だが、父や母にその憤いきどおりを正面からぶつけたいとも思えない。


    　何と言って訴うつたえればいいのかわからないし、昔のことで今さらな感も強い。


    　結局、夕食までの時間は、部屋で勉強して過ごすしかない。


    　夕食の食卓で母と向き合うことになるだろうが、当たり障りのないことを喋しやべって終わるだろう。


    　この度胸のなさを、自分でも情けなく思う。


    　生活のあらゆる局面を「両親に叱しかられないかどうか」を意識して過ごしているため、恋愛方面のことも避けてきた。女子と付き合いだすと勉強時間が減って成績が落ちかねないし、そもそも、自分のような意気地なしと付き合ってくれる女子がいるとも思えない。


    　相そう馬ま爽さ月つきへの仄ほのかな憧あこがれは、ある。


    　蒔まき也や主催の勉強会以外で女子と触れあう機会が皆無な中、爽月の佇たたずまいに惹ひかれてしまった。


    　わからないところがあったときに、率そつ先せんして蒔也に質問したり、他のところで行われる会話に混じりにいったりと、快活としていて積極性が高い。決して遠慮はせず、しかし図々しくない。飯いい泉ずみ芽め依いは蒔也に依存しすぎているところがあるが、爽月は自立しているように見える。


    　自立している人を好きになる傾向があるな、と進すすむは自覚する。


    　蒔也にしろ爽月にしろ、自分にないものを持っているから、眩まぶしく見えるのだろう。


    　この気持ちは誰だれにも言ったことはない。爽月本人はもとより、クラスの親しい友人たちにも恥ずかしくて言えないし、言う必要もない。


    　爽月は、きっと自分のことを何とも思っていないだろう。


    　進は爽月にとって、たまたま同じ場に居合わせているだけの普通の男子だ。勉強は進のほうが少しできるので、何度か問題の解説や勉強法のアドバイスをしたことはあるが、それ以上に踏み込んだ会話はしていない。


    　陸上部で短距離走のエースなのは知っているが、他にどんな趣味があるのかは聞いたことがないし、好みの男性のタイプなど聞けるはずもない。


    　爽月が進に好意を持つようなことがあるくらいなら、まだしも、蒔也に好意を持つほうがあり得そうじゃないか。


    　蒔也が彼女持ちなら、悩みがひとつ減るのにと思う。今日の会話で、芽依と付き合っているのかどうかと聞いたときに、本当は肯定してほしかった。敵かないそうもないライバルには、いなくなってもらうしかない。


    　勉強会の仕切り役を譲りたいという話は、そういう意味では進には願ってもないことだったが、今の自分に務まるかというと自信がない。蒔也のように堂々と振る舞うには、学力もさることながら、何より心の強さが必要だ。


    　もしも、何でもひとつ願いが叶かなうとしたら、自信を授けてほしいと思う。


    



    　　　＊


    



    　爽月が蒔也に惚ほれてしまう可能性を、蒔也が見落としていたわけではない。過去のゲームで似たようなことになりかけたことがあり、蒔也はすでに学習している。


    　だが、爽月に関してはその心配は少ないと見切っていた。


    　体育会系の風土で育っている爽月は、部活動以外でも先輩に対して一線を引いているところがある。勉強会の場で貪どん欲よくに質問はするが、それは向上心の表れでしかなく、蒔まき也やとの個人的な繋つながりを求めてのものではない。


    　さらに、爽さ月つきがスポーツ指導者や体育の教師を志望しているというところから、恋愛傾向も推測できる。


    　基本的に、爽月は誰だれかの世話を焼きたがっている。勉学の場ではその性せい向こうが発揮されることはないが、それは周りのレベルが高すぎるからだ。陽よう華か学院よりも少し下のレベルの学校にいれば、爽月はきっと嬉き々きとして蒔也のように「頼れる優等生」の役割を請け負ったことだろう。


    　恋愛の場でも同様の推測が可能で、完璧な男性に惹ひかれるのではなく、どこか足りない男性を補おうとするはずだ、と蒔也は踏んだ。


    　したがって、蒔也は爽月に惚ほれられないように、補う余地のない完璧な先輩として振る舞ってきた。


    　今のところ、その試みは成功している。


    「なるほど、そうか。このゲーム、惚れられない工夫がいるんだね」


    　過去のゲームの際に、紅葉もみじが感心した様子で言ったことがある。


    「聞くだけ無む駄だだろうけど、蒔也くんって武む者しや小のこう路じ実さね篤あつは読んだことある？」


    「教科書に載らない作品は読みませんよ。一応、名前だけは覚えましたけど。『友情』や『真理先生』を書いた作家ですよね？」


    「作品の内容読まずに題名だけ覚えるのって楽しい？」


    「そんなに楽しくないですけど、作品全部を読んでたら時間がいくらあっても足りませんし、何より僕は先輩と違って、読んでもそんなに楽しめないと思います」


    「読まずに決めつけるからなあ、蒔也くんは。武者小路は宗教色が強いせいなのか、なかなか教科書には載らないんだけど、お薦めだよ。文学作品としてずっしり重みがあるのに、すごく読みやすい」


    「読みやすいから、というのは僕が読む理由にはなりませんけど……。ところで、なんで唐突にこの話になりましたか？」


    「武者小路が書いた作品で、惚れられないように頑張ろうとした男の話があったのを思い出してね。ネタバレにならないように作品名は伏せとくけど」


    「どうせ僕は読みませんから、ネタバレしても構いませんよ？」


    「む。またそんなこと言って。よし、蒔也くんが読みたくなるように紹介してやるもんね」


    　紅葉の解説は長かったが、要約すれば三角関係の話だった。


    　ふたりの男が同じ女を好きになってしまった。男たちは互いに友人で、片方の男が友人の気持ちを先に察さつした。男は自分の思いを封印することにし、誰にも言わず、女にも素そっ気けない態度で振る舞い、友人と女の仲立ちをしようと考えた。


    　だが、女は友人ではなく、男のほうに惚れていた。男は何とか女の好意を避けようとするが、避けようとすればするほど、女の気持ちは高まっていくのだった。


    「という話だけど、惚ほれられない名人の蒔まき也やくんの見解を聞きたい」


    「まず、その男は本気で女を友人に譲るつもりだったんでしょうか。本気で譲るつもりなら、色々やりようはあったと思いますが」


    「そこは微妙だね……。友人に譲りたい気持ちがあったのは本当だろうけど、百パーセントだったかというと、怪しい」


    「ならば、その男の覚悟が足りなかったということでしょう。覚悟がなければ、どんな策を講じようと詰めが甘くなります」


    「一応、彼は彼なりにベストは尽くしたと思うけど、甘いかなあ」


    「男がやったような、友人をほめそやすとか自分が外国に行ってしまうとかは、まあまあの策ですけど、もっと上がありますよね」


    　蒔也は当然のことのように指摘する。


    「まずは、女から嫌われる人格を演じること。単に素っ気ない態度だと逆効果になることがあるので、女の好みをきちんと調査する必要があります。心優やさしい男が好きなようなら傍ぼう若じやく無ぶ人じんに、力強い男が好きなようなら弱そうに振る舞えば済みます」


    「簡単に言ってくれちゃうけど、彼の場合それは難しいね。女は彼の作品を見て惚れちゃってるところがあるから」


    「あ、そうでしたか。だとしたら、手はひとつですね」


    「まさか、作品の制作をやめろとか言わないだろうね」


    「さすがにそれは。生計に響くことはしませんよ」


    　蒔也は苦笑して、自分の案を述べた。


    「他の女性と付き合っているふりをすればいいじゃないですか。それで女も諦あきらめがつくでしょう。諦めがつかず、略奪愛に発展するようだと困りますが、そうなれば今度は友人のほうが女に対してドン引きしてしまうでしょうから、譲る必要がなくなります」


    「あー……、どっちに転んでも大丈夫ってことね……」


    　紅葉もみじは半ば呆あきれつつ応じた。


    「そうなると問題は演技力と、協力してくれる女性が見つかるかどうか、かな」


    「覚悟があれば、両方とも何とでもなるでしょう」


    　ちなみに、蒔也は紅葉や芽め依いを容易に「彼女役」「片思い相手役」に仕立て上げられる。ゲームに必要になった際、本人たちが無自覚のうちにそういう利用の仕方をしたことがある。


    　今回、爽さ月つきに対しては必要ないが、進すすむに対しては「蒔也が爽月以外の女性に惹ひかれている」と見せておいたほうが良さそうだ。今日の会話で、そう判断した。
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    　夜になって、蒔まき也やのスマートフォンがメールを受信した。蒔也は自室で本を読む手を止めて画面を確認する。一読だけして放置するつもりだったが、進すすむからのメールだったので入念に読んだ。


    　今日のカフェでの会話について、丁てい重ちように感謝の言葉が綴つづられていた。


    『僕はこれまで、勉強を一生懸命頑張ってきましたが、幸せだと感じたことはありませんでした。その原因が、今日わかったかもしれません。貴重なきっかけを下さって、ありがとうございました』


    　蒔也は続きを読み進める。メール不ぶ精しようの進にしては、長い文面だった。


    　貴重なきっかけにはなったかもしれないが、まだ、進の弱気は抜けていない。蒔也のことを格上に見ていて、謙けん[image: ]そんが強い。


    　数段落を経へて、末尾は質問で終わっていた。


    『自信を身につけるには、どうしたらいいのでしょうか？』


    「……どうしたらいいのかな」


    　即答が難しい問題だった。


    　蒔也にとっては、自信などというものは物心と同時についたものであり、それ以来、失ったことがない。


    　ひとまず、手短に返信を書いた。自信の身につけ方は、丁てい寧ねいに説明すると長くなるから、と前置きし、明日の昼休みにまた会おうと提案した。


    



    　そして、翌日の昼休み。


    「平ひら田たくん、こちらは高等部一年生の浮うき島しま紅葉もみじさんと小こ見み里さと麦むぎ穂ほさん。ふたりとも親切な先輩です。先輩方、こちらは中等部二年生の平田進くんで、ときどき僕と一緒に勉強する、真ま面じ目めな好青年です」


    　蒔也は教室に入って席に座るなり、互いの紹介を手早く済ませた。


    　進と麦穂は戸惑いながら「ど、どうも……」と頭を下げる。


    　紅葉だけは、にやにや笑って蒔也を見ていた。


    「そうか、そうきたかあ。蒔也くん、平田くんをここに連れてくるかあ」


    「……僕のこと、ご存じでしたか？」


    「いやいや、こっちの話だから、気にしないで」


    　進は訝いぶかしむように紅葉を見たが、紅葉は誤ご魔ま化かすように、手を顔の前で振る。


    「で？　蒔也くん、いったいどういう風の吹き回しかな？」


    「今日は平田くんに、世の中には色んな人間がいるんだということを見せてあげようと思ったんです。平田くんはちょっと真面目すぎるところがあるので、息抜きというか、気晴らしというか。その点で、先輩方がうってつけだと思いまして」


    「蒔まき也やくん、まるでウチらが不真ま面じ目めな子みたいやんか……。気分悪か」


    　麦むぎ穂ほが拗すねたように言うので、蒔也はフォローする。


    「いえいえ、小こ見み里さと先輩が真面目なのはよく知ってますよ。ただ、平田くんとは違う種類の真面目さですから」


    　会話する横で、進すすむが目を丸くしていた。麦穂の訛なまりの強さに驚いている様子だった。


    「ああ、平ひら田たくん。小見里先輩は高等部編入組でね。ご実家は地方なんだけど、陽よう華かに通かようためにこっちでひとり暮らしをしてるんだ」


    「そうなんですか……。それは、すごい……」


    　進はまだ人見知りしているのか、遠慮がちに賛辞を送った。


    　麦穂は目を逸そらして謙けん[image: ]そんしようとする。


    「別に、そんなすごくないし……」


    「いやいや、ご立派だと思いますよ。大学生のひとり暮らしは一般的ですけど、高校一年では、なかなか。不便を感じることも多いでしょう。食事とか掃除とか洗濯とか、全部ひとりでしなきゃいけないわけですから」


    　蒔也が促うながすと、麦穂は渋々といった体ていで肯定する。


    「うん……。まあ、慣れてかんとなー、とは思うとよ。特に、食事はなあ。正直、献こん立だてが単調になっとるね。作れる料理がオカンほど多くないけん、増やしてかんと飽きてくるわ」


    「むーちゃん、実家ではあんまり料理しなかったの？」


    「オカンの手伝いで台所には立っとったけん、簡単なことしかさせてもらえんかったから……」


    「よし。じゃあ、日頃ごろ、数学を教わっている不ふ肖しようこの私が、恩返しに今度何か料理を伝授しよう」


    「ホントに!?　それは助かるわ。あ、簡単なやつでお願いね？」


    　紅葉もみじの頼もしげな態度に、麦穂の顔が明るくなった。


    「料理、得意なんですか、紅葉先輩？」


    　蒔也は意外に思って尋たずねる。


    「得意ってほどでもないけど、人並み以上にはできると思うよ。私の母は私以上に本の虫で、読むのに熱中すると家事をしなくなってしまうから、割りと頻ひん繁ぱんに私が代打に立つ」


    「先輩よりも本の虫って、どんな人なんですか……」


    　蒔也は呆あきれつつ、進への気配りを利きかせて解説を入れる。


    「平田くん、紅葉先輩は文芸部の人でね。近代文学をたくさん読んでるんだ」


    「近代……、漱そう石せきとか鷗おう外がいとかですか？」


    「どうしても真っ先にそのふたりが出てくるよねえ。まあ、好きだけどさ。平田くんは小説は読むほうかな？」


    「いえ、あまり……」


    　進すすむは申し訳なさそうに、力なく首を振る。


    「別に近代文学でなくていいんだけど、現代の作家も読まない？」


    「小説を読む習慣がないんですよね……」


    「漫画はどう？」


    「漫画なら、ときどき読みますけど。友達から借りて」


    「ああ、よかった、安心した。漫画すら読まない蒔まき也やくんみたいな人種だったらどうしようかと思ったよ」


    　紅葉もみじは自然な笑顔になった。普段のような、何かを面白がる笑みではなく、安あん[image: ]どの笑みだった。


    「ただ、借りてかあ。自分で買うタイプじゃないのかな？」


    「うちは、親が厳しいので……。部屋に漫画本があったら怒られると思います」


    「おっと。それは何というか、けしからん親御さんだね」


    　紅葉の表情が切り替わった。眉まゆを寄せて、ここにいない進の両親に対して不平を表明する。


    「日本の文化として根づいてきてる感はあるけど、一方で、漫画を過小評価する大人はまだまだ多いんだよね。物語がどれだけ人の心の支えになるのか、わかってない」


    「すみませんね、わかってない人種で」


    　蒔也が自じ[image: ]ちよう気味に合いの手を入れるが、紅葉は構わず進に尋ねる。


    「理由はあれかな？　勉強の邪じや魔まになるから、かな？」


    「まあ、そうですね、たぶん……」


    　進は呟つぶやくように言った。


    「別に、実際に漫画本を買って怒られたことがあるわけじゃないんです。ただ、うちの親は、たぶんそうやって怒るんだろうな、と……」


    「ああ、なるほど。小さい頃ころからガミガミ言われてたんだ？」


    「はい……」


    「反論とかは許されない感じ？」


    「そうですね……」


    　蒔也が見ている限り、進は答えるのが辛つらそうだった。


    　辛いのは、過去を克服できていないからだ。


    　蒔也はいい頃合いと見て、本命の話題を投下する。


    「平ひら田たくんから昨日、相談を受けたんですよ。自信を持つにはどうしたらいいのかって。たぶん、今の平田くんに一番必要なことだと思うんです」


    「なるほどね」


    　紅葉が相あい[image: ]づちを打った。麦むぎ穂ほも無言だが真しん摯しな眼まな差ざしで聞いている。


    「僕は自分に自信があるほうなんですけど、一言で答えるのは難しいと思いました。今日ここに来たのは、先輩方からヒントをいただきたかったからでもあるんです」


    「自信、ねえ……」


    　麦むぎ穂ほはしみじみと、溜ため息いきと同時に言葉を吐き出した。


    「ウチはあんまり自信ないほうやけん、参考にならんかもね」


    「ほら、むーちゃん、またそんなこと言って。編入試験第一位の特待生なんだから、もっとふんぞり返ってればいいじゃん」


    「学力の自信は、まあ、あるとよ……。ばってん、日常生活ではおっかなびっくりよ？　都会にまだまだ慣れんし、街中で変なことせんか、田舎いなか者丸出しやって笑われんか、心配で心配で」


    「何がどうなれば、その心配は消えるんでしょうか？」


    　蒔まき也やが問いかけると、麦穂は数秒間考えて応じる。


    「……慣れるしかないんやろかね」


    「むーちゃん、この前も言ったけどさ、私は別に慣れる必要なんてないと思うよ？　夏なつ目め漱そう石せき、夏目漱石」


    　紅葉もみじは笑って、リズムよく唱となえた。


    「自信に必要なのは、むしろ開き直りだと思うね。むーちゃんが仮に都会に慣れきってしまって、都会人のふりをして生きていったら、誰だれもむーちゃんの田舎のことを知ることができない。私だって気づけなかったかもしれない。本当のむーちゃんを知らない友達に囲まれて、むーちゃんは自信を持って友達付き合いできるかな？」


    「んー……。まあ、もみちゃんの言うことにも一理あるかもしれん。でも、ある程度は慣れとかんと、居心地が悪くてしゃーないし、開き直りが通用しない場面もあるし。例えば、泳げん人が『私は泳げん』て開き直っていいん？　水に慣れてって、ちょっとずつでも泳げるようになったほうが自信つくっちゃない？」


    　仲がいい割りに、ふたりの意見は案外一致しない。


    　蒔也は意見の収束を待たず、進すすむに問う。


    「平ひら田たくんはどう思った？　どっちに共感した？」


    「僕は……」


    　言いかけるが、考えがまとまっていないのか、遠慮しているのか、続きが出てこない。「うーん」と小さく唸うなって首を傾かしげる。


    「別に、どっちを選んでも誰も怒りませんよ？　平田くんの親御さんじゃないんですから」


    　蒔也は進の恐怖心の源泉を察さつして指摘した。


    「平田くんは、選ぶという行為が怖いのかな？」


    「あー、言われてみれば、そうかも……」


    　進すすむには、何かを選ぶたびに親の顔色を窺うかがう習性が染しみついている。


    　これを取り払うのが、今回のゲームの本丸かもしれない。


    「自信を獲得する方法は、紅葉もみじ先輩と小こ見み里さと先輩とで正反対の意見が出た。僕は、どちらも正しいと思っています。他にも色んな方法があって、例えば体を鍛きたえることを提案しようとしていたのは、一見、かなり原始的な方法ですが、脳内物質のエンドルフィンやドーパミンの分ぶん泌ぴつを促うながせて、気力の充実に効果的です。具体的な目標を細かくたくさん設もうけておいて、小さな成功体験を積み重ねるというのもあります。だけど」


    　一度区切り、溜ためを作って蒔まき也やは告げる。


    「肝心なのは、平ひら田たくんが自分で選ぶことです」


    　進は息を呑のみ、集中して耳を傾けている。


    「どの方法を選んでも、自信は手に入ると思うんです。ただし、自分で選べばの話です。誰だれかに選んでもらうのでは、いつまで経たっても自信は得られない。自信の『自』は自分の『自』ですから、当然と言えば当然です」


    「でもさあ、蒔也くん。そもそも自信がないから選べないんじゃないのかな、因いん果が関係的に」


    　紅葉の指摘を受けて、蒔也は真っ当に応じる。


    「自信がないから選べない。選ばないから自信がつかない。因果は循じゆん環かんしていると僕は思います。どこかで循環を断ち切らなくてはいけなくて、最もつとも簡明なのは『選ぶ』ことでしょう」


    「選んで、結果、その選択が間違ってたらどうするの？　失敗したことで自信喪失しない？」


    　今日の紅葉はやけに突っかかってくる。蒔也が困るところを見て楽しもうというところか。紅葉は理解者ではあるが、絶対的な味方では決してない。


    　蒔也が紅葉に対してむきになってヒートアップしてしまうと、進が引いてしまう。冷静さを保たもち、説得力のある例を挙げる。


    「徳とく川がわ家いえ康やすは天下統一の遥はるか前、三み方かたヶが原はらの戦いで武たけ田だ信しん玄げんに敗北を喫きつしています。討うち死に寸前まで追いつめられた、大敗だったようです。ここで家康が自信を失っていても、確かにおかしくはなかった。でも、家康は敗北を糧かてにした。教訓とするために、しかめ面つらに自画像を描かせたのは有名な話ですよね？　敗戦という結果は動かせなくても、敗戦にどのように反応するかは、選べます」


    　歴史から学べるものは多い。


    　人物の意図を理解すれば、教訓は時代を超えて現代に活いかせる。


    　五教科の中で最も意義のある科目だと、蒔也は確信している。


    「負けるのが怖いからと戦わずにいたら、家康は大望を果たせなかったでしょう。現代の僕たちも同じで、失敗するのが怖いからと言って、選ぶのを人任せにしていては望むものは得られない」


    　思いの外ほか、長ちよう広こう舌ぜつになってしまった。


    　進すすむが話に入ってこれず、ただ一方的に聞かせるだけになった。


    　蒔まき也やの本意ではなかったが、進の表情を見ると、効果はあったようだ。


    　進は気け圧おされつつも、実感をもって受け止めていた。


    　唇を力強く結び、視線にも力を入れ、蒔也の境地に追いつこうという意志を見せている。
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    　昼休みが終わりに近づいたので、蒔也と進は教室を辞じ去きよした。中等部のフロアに向かいながら、ふたりは会話を交わす。


    「先輩方を平ひら田たくんに見せるつもりだったのに、ついつい僕が話しすぎてしまったね」


    「いえ、本当に、勉強になりました……」


    　歩きながらではあるが、進は畏かしこまって礼を言った。


    「それにしても、愛あい須す先輩の交友関係は広いんですね。部活に入ってないのに」


    「広いと言っても、面識のある先輩はほんの数人ですよ。その中でも、日常的に会話する機会があるのは、さっきのふたりだけです」


    「どういうきっかけで知り合ったんですか？」


    「きっかけは……」


    　紅葉もみじにゲームのことを見破られたから、というのが事実だが、それを正直に述べるわけにはいかない。


    「あの紅葉先輩には独特のアンテナがあって、面白そうな人にどんどん話しかけていく性た質ちなんです。本人のほうがよほど摑つかみどころがなくて面白い人なんだけどね。まあ、そんなわけで、どういうわけか僕が先輩の目に留まって、声をかけられた。ぶっちゃけ、謎です」


    「何か、納得しました……」


    　ほんの数十分の会話だったが、紅葉の自由さ、気まぐれさの一端は、進も感じ取ったようだ。


    「正直、僕は、愛須先輩が誰だれかと対等に語り合っているところを見るのが初めてで、新鮮でした。向こうのほうが学年が上だから、当たり前のことなのかもしれませんけど」


    「年齢とは無関係に、紅葉先輩だけは底知れないところがあるんですよ。あの人が仮に後輩にいたとしても、うっかり先輩と呼んでしまうかも」


    「確かに、雰ふん囲い気きが先輩格ですね。でも、それは愛須先輩にも同じことが言えると思いますよ？」


    「はは……。だとしたら、似た者同士なのかな、僕と紅葉先輩は」


    　蒔也は笑ってみせて、不意に進のほうを向いた。


    「僕が芽め依いにアプローチしない理由がわかりましたか？」


    　唐突な問いに、進は目を見開いた。


    　戸惑いながらも文意を察さつする。


    「えっと……、あ、そ、そういうことでしたか……」


    「内緒ですよ。まだ告白のタイミングを計はかっているところなので」


    　人差し指を唇に当て、念を押す蒔まき也や。


    　もちろん、この話を進すすむに聞かせたのも、ゲーム進行のためだ。


    　蒔也が爽さ月つきに対して恋愛感情を抱いだいていないこと、仮に爽月からアプローチされても断ることを、その理由も含めて示し唆さしておく。


    　進は蒔也に怖おじ気けづいて遠慮している節ふしがあったが、これで動きやすくなっただろう。


    　くわえて、蒔也が進に対して自己開示をした形になり、心理的に、進の自己開示も期待できるようになる。返へん報ぽう性せいの原理は常に有効だ。


    「応援します、愛あい須す先輩のこと。僕は何もできなさそうなので、陰かげながら、ですけど……」


    「気持ちだけでも嬉うれしいです。僕も、平ひら田たくんのことを応援してますよ」


    　中等部三年のフロアにたどり着いたので、この場で別れる。


    「では、また明日、よろしくお願いします」


    「こちらこそ、よろしく」


    　明日は蒔也主催の勉強会の約束がある。進も爽月も芽め依いも、他の全員もその情報は知っている。


    　進の状態がかなり改善されたと見て、蒔也は仕掛けを打つことにした。


    



    　　　＊


    



    　放課後、家に帰った進は、学校指定のジャージに着替えた。


    　普段とは違う進の行動に、母親は面食らった様子だったが、進は何か言われる前に家を出た。


    　今日は塾がない日だが、それでも、家で学校の予習復習をこなすのが進のルーチンワークだ。幼い頃ころに両親からそうしつけられて以来、長年の習慣になっていた。


    　誰だれかと会う約束があるわけでもなく、教材を買いにいくのでもなく、ただ体を鍛きたえたいからという理由で外出したのはこれが初めてだ。


    　駆け足で、家から離れる。


    　もしかしたら母が追ってくるかもしれないと思い、ちらっと後ろを振り返ったが、道には誰もいなかった。


    　少し安心したが、母は単に咄とつ嗟さに体が動かず進を阻そ止しできなかったというだけで、進の自由を認めたわけではないだろう。進が帰った後で外出理由を問いただし、勉強を放棄したことを責めてくるはずだ。


    　そうなることを恐れて、今まで両親に従ってきたが、進は蒔也の助言を胸に抱いて走る。


    『雷をあえて喰くらって、耐える力をつけたほうがいい』と言われた。


    『自分で選択しないといけない』とも言われた。


    　だから、進すすむは自分の判断でこうした。


    　いくら学業成績で上位を維持していても、いっこうに自信を持てなかったのは、自分が勉強以外のことができないのをわかっていたからだ。


    　親から勉強しろと言われたからという理由で、部活動や友達付き合いや、他の色々なことから逃げてきたことに、後ろめたさがあるからだ。


    　自分は逃げていない、という実感が欲しかった。


    　だから、走ることにした。


    　貧弱な体を鍛きたえられるのと同時に、これで、親と衝突できる。


    　自分なりに喧けん嘩かを売りにいった。


    　徳とく川がわ家いえ康やすは敗北の事実は動かせなかったが、敗北後の反応を選べた。


    　僕だって、両親をえり好みすることはできないけど、両親との付き合い方は選べる。


    　正直、少し怖がっている自分もいる。選択には責任が伴うんだなと、走りながら実感する。長く走れば走るほど、両親は進に対してより強い怒りをぶつけてくるだろう。今すぐとって帰して部屋で勉強を始めれば、平和に過ごせるに違いない。


    　鈍足で、スタミナもなく、走り始めて五分ほどで早くも立ち止まりそうになるくらいに疲れている。心臓は早はや鐘がねを鳴らし、息が荒くなり、足が痛くなり、情けない姿だと自分でも思う。早く帰って休めば楽だとわかっている。


    　だが、今の進は平和や安息よりも自信が欲しかった。
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    　翌日の放課後、勉強会に参加するため、進はカフェへと向かった。


    　普段は男友達ふたりと一緒に移動し、カフェの前で蒔まき也やと女性陣と落ち合って入店する手て筈はずなのだが、今日は進ひとりで移動する。


    　昼休みに会話したところ、友人たちは用事があって勉強会に参加できないとのことだった。ひとりは家庭の用事、もうひとりは部活の緊急ミーティングで内容はばらばらだったが、ピンポイントに今日この日に重なっていた。


    　二年男子の出席者が進のみ。今までにない珍しい事態だ。


    　複数の女子の中に身を置くシチュエーションは緊張するが、しかし、身構えるほどのものでもない。勉強会の席ではさほど頻ひん繁ぱんに会話する必要はないし、何より、蒔也がいるので男子がひとりだけというわけではない。


    　蒔也には、昨日貰もらったアドバイスの礼も改めて言いたかった。


    　何をどう言おうかと考えながら歩き、カフェに到着すると、すでに女子がひとり待っていた。


    　二年Ｆ組の相そう馬ま爽さ月つき。


    　真っ直すぐに立つ、凜りんとした佇たたずまい。陸上部の短距離ランナーということもあり、体は引き締まっていて無む駄だなところがない。背丈は女子にしては高くすらりとしている。


    　涼しげなショートカット。前髪の下で、綺き麗れいな丸い目が瞬まばたきしている。


    　進すすむは思わず見とれてしまうが、違和感も抱いだいた。


    　女性陣もひとりしかいない？


    「平ひら田たくんもひとり？」


    　爽月も同じことを思っていたようで、尋たずねてきた。


    「うん……。他のふたりは用事あるって」


    「本当にー？　女子も三人来られなくて、私ひとりなんだよねー」


    「あれま」


    　思わず間の抜けた声を出してしまった。


    　常連七名のうち出席者がふたりだけで、しかも相手が爽月となると、話はずいぶん違う。


    「こんなに少ないと、愛あい須す先輩に何か申し訳ないよねー」


    「えっと……、中止になるのかな……」


    　そう言った直後に、進の携帯電話がメールを受信して震えた。


    　爽月の電話も同時にメールを受け取ったらしい。ポケットから取り出して画面を確認する。


    「愛須先輩からだ」


    「こっちも。同時送信してるね」


    　メールは進と爽月宛あてだった。蒔まき也やは所用で三十分ほど遅れるので、先に店に入っていてくださいとのこと。また、確保する座席は蒔也の分を含めて三席でいいと書かれていた。蒔也は欠席者の情報を把握しているようだった。


    　進は爽月と顔を見合わせた。互いにきょとんとしている。


    　表情以上に、進は動揺している。


    　三十分、爽月とふたりきりとは。


    



    　指示どおりに店に入り、席を確保した。


    　爽月と正面から向かい合う位置関係になり、目のやり場に困る。進はそそくさとノートとテキストを取り出し、勉強の態勢を整える。


    「そうだ。私は平田くんにお礼を言うんだった」


    　唐突に、爽月が思い出したようにぽんと手を叩たたいた。愛あい想そうのいい笑顔で進に言う。


    「いつもありがとね？　勉強教えてくれて」


    「いやそんな……。愛あい須す先輩に言いなよ、それ」


    「愛須先輩に言ったときに、平田くんにもお礼を言わなきゃって話になったんだよ」


    「あ、そうなんだ……」


    　蒔まき也やの気遣いがここでも働いている。


    「愛あい須す先輩もそうだけど、平ひら田たくんも親切だよね。私たちは教わる側だからいいけど、教える側の人たちの時間を割さいてしまうのは、ちょっと申し訳なく思っちゃうよ」


    「それは、全然そんなことはない。むしろ、僕も愛須先輩に教わる側だよ。ここ数日で、勉強以外の大事なことを教わった」


    　進すすむは気になって爽さ月つきに聞く。


    「相そう馬まさんって、傍はたから見ていて、すごく自信に[image: ]あふれてるように見えるんだけど、その秘ひ訣けつって何かある？」


    「自信？　見える、そんな風に？」


    「だって、相馬さん、あんまり不安そうには見えないし」


    「確かに毎日毎日不安ってわけじゃないけど、それが普通じゃない？」


    「そうでもないよ。僕もだけど、陽よう華か学院生には意外と多い。自分の成績が転落しないように、びくびく怯おびえながら勉強してる生徒が」


    「……平田くんも？　あんなに上位にいるのに？」


    　自分の弱点を爽月に晒さらしてしまった。幻滅されるかもしれないと思いつつ、爽月に自分のことを知ってもらいたいとも思った。


    「僕のところは、両親がうるさいんだ。少し順位が落ちると、ものすごく叱しかられる。そのせいで僕はずっと萎い縮しゆくしてた。勉強以外のことをすると叱られると思って、必死に勉強だけをしてた」


    「そう、なんだ……」


    「でも、愛須先輩と話して、そんな自分を少し変えてみようと思ったんだ。昨日、体力作りをしようと思って、柄にもなく近所を走ってみた」


    　進は昨日のことを思い返す。


    　結局、一時間ほど走って家に戻った。途中、疲れて何度か歩いてしまったが、一時間ずっと前進し続けた。それだけで、いくらか満足だった。


    　案の定、母からは咎とがめられたが、しばらく自分の好きなようにさせてくれと反論した。授業についていけるように勉強は続けるが、それ以外のこともさせてほしい。


    　母は憮然としていたが、それ以上何かを言ってくることはなかった。父は帰りが遅かったので、まだきちんと話していない。近々、このことで話し合いを持ちかけてきそうだと思い、進は何をどう話そうかと心の準備を整えている。


    「走るっていいものだね。僕は鈍足で、運動部の人みたいには全然走れなかったけど、走ってる間は色んなものを忘れられるし、終わった後で達成感もあるし。あの達成感を何度も味わえるんだから、部活やってる人に自信がつくのは当然だと思ったよ」


    「あー、確かに、走った後って『やりきった感』はあるね。もちろん、タイムがいまいちだったりするとヘコむんだけど、走れた、完走できたってことが収穫になる」


    「おかげで、全身筋肉痛だけどね……。貧弱だからしょうがないけど」


    「ああ、それはきっと、正しいクールダウンをすれば和らぐよ。何なら、色々教えるよー？　私、こう見えて結構教えたがりだし」


    「そっか、相そう馬まさんってスポーツ指導者を目指してるんだっけ？」


    「うん。後輩が育ってくところを見るのが好きなんだよね。だから、人の育て方の本も、勉強のためにちょくちょく読んだりしてる」


    　爽さ月つきは実感を込めて言う。


    「平ひら田たくんのご両親は叱しかって育てるタイプの指導者だったみたいだけど、ちょっと、思うところはあるよね。理想は、褒ほめるべき場面で褒めて、叱るべき場面で叱るっていう使い分けができるようになることだと思う。でも、叱るべき場面って実は少ない。選手がルールを破って人に迷惑をかけたときとか、手を抜いたときとかはビシッと言うべきなんだろうけど、単なるミスをしたときに叱るのは違うと思ってる。叱るんじゃなくて、『ドンマイ、ドンマイ、まだまだ挽ばん回かいできる』って励ますべきだと思う。実際、陸上部のコーチから言われて、すごくホッとする。まあ、短距離走だとレース中に挽回する暇ひまはないけどさ」


    　爽月は自分の競技種目の難しさを明るく語る。


    　進すすむはそれを聞いて、爽月が羨うらやましくなった。


    　思い返してみても、両親から「ドンマイ」と言われた記憶がない。


    「……いいね。ドンマイか。今度、使おう、自分に対して」


    　両親は選べなくても、その後の自分の反応は選べる。


    　親が励ましてくれないなら、自分で自分を励ましてやろう。


    「平田くんの成績で自信を持てないのはもったいないから、自分を褒めてあげていいと思うし、走るのも、タイムとか関係なく、走れたことそのものを褒めていいと思う。私も、他人と比べると上には上がいて気が遠くなっちゃうから、自分の努力、積み重ねてきた練習時間だけ振り返って自分を褒めることにしてる。対戦相手は、他人じゃなくて自分自身の記録。勉強もそれでいいんじゃないかな」


    　言い終えると、爽月は照てれた様子で両手で頰ほおを押さえ、急に笑い出した。


    「ああ、何かちょっとかっこつけすぎた気がする！　何だ私！」


    「いやいや、勉強になったよ。相そう馬まさんの自信の源みなもとがちょっとわかったし、自分の生活にも活いかせそうだ、って思った」


    　進が真ま面じ目めに応じると、爽月は縋すがるように確認する。


    「そう？　そうかな？　なら、私も少しは平田くんの役に立てたかな」


    「うん、少しどころか、かなり」


    　そう言って、進すすむは思い切って一歩を踏み出す。


    「相そう馬まさん、いつか相馬さんが暇ひまなとき、走り方を教えてもらっていい？　たぶん僕、フォームも何も知らずに走ってるから、ちゃんとした走り方をしてみたい」


    「お、いいねその向上心。全然いいよー。あ、何なら今から走る？」


    「えっ、あ、いや、愛あい須す先輩が来るじゃん、この後……」


    「はは、わかってるって。冗談冗談」


    　進は、爽さ月つきの笑顔を見て安あん[image: ]どした。まともな会話ができたし、少し近づけた気がした。一昨日おとといまでの進だったら、こうはいかなかっただろう。蒔まき也やにはまた感謝しなくてはいけない。
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    　蒔也は学校の図書室で三十分ほど時間を潰つぶしてから、学校を出て、進と爽月がいるカフェに向かって歩き出した。


    　カフェは学校最寄り駅そばの商店街にある。商店街は三百メートルほど続いていて、昼間人口が多いため賑にぎわいを見せる。


    　店舗数が多いため同業同士で鎬しのぎを削っている店がほとんどだ。書店も三軒あり、陽よう華か学院生が通かようということもあって、各店とも参考書の充実度合いを競っている。


    　その書店を通りすぎようとしたところで、浮うき島しま紅葉もみじに捕まった。


    「やっほっ。蒔也くんっ、奇遇だねっ」


    　書店から出てきた紅葉は息をはずませ、歩きにくそうに一歩一歩進む。手には自分の鞄かばんの他に、大きな紙袋を提げている。紙袋には書店のロゴ。今し方、書籍を大量購入したらしい。


    「重そうですね」


    「おおっ!?　蒔也くんなのに気遣ってくれるなんて！　優やさしい！　そうなんだよ、重いんだよ。今買ってレジから十歩歩いただけなのに、もうすでに後悔してるくらい重い。先輩を助けると思って、少し持ってくれないかな？　何ならこの場で何冊か貸してあげてもいい」


    「どうせ全部小説ですよね？　ノンフィクションがあるならお借りしてもいいですが」


    「うー。蒔也くんのいじわるー。いやわかってたけどさー」


    「重さに勝てるように、筋トレの本も買うべきでしたね」


    　蒔也は先輩に対して適切な助言をし、立ち去ろうとする。


    「すみません。平ひら田たくんとの約束があるので、僕はこれで」


    「ああ、彼か。昨日の話は、彼の役に立ったかな？」


    「立ったと思いますよ。それを今日これから確認しに行きます。先輩もいらっしゃいますか？　今日は対象者がふたりきりになるように取り計はからいましたから、面白いところが見られるかもしれません」


    　蒔まき也やは、勉強会参加者の予定をコントロールしていた。芽め依いを含む五人に私用が重なるように、生徒の家庭や部活動に介入した。五人ともなると必要となる労力が大きく、そうそう何度も使える手ではないが、腕が鈍にぶらないよう折に触れて実施することを心がけている。


    「そうかい……。なら、お言葉に甘えようかな……。お相手は相そう馬まさんだっけ？　平ひら田たくんか相馬さんのどっちかに何冊か押しつけよう」


    　紅葉もみじは力を振り絞って足を踏み出す。


    「しかし、蒔也くんの昨日の演説は、矛盾を含んでて面白かったね。平田くんは気づいてたかな？」


    「たぶん、気づいていないでしょうね」


    　自分で選べ、と蒔也は言った。


    　それを他人から言われている時点で、進すすむは自分で選べていない。


    　選択肢はほとんどすべて蒔也が用意したもので、そのどれもがゲームに都合がいい方向を向いたものだった。


    「でも、自分で選べたという錯覚が、彼を育てるでしょう。錯覚は、繰くり返せばいずれ本物になります」


    「そこは蒔也くんの言うとおりかもね。珍しく、蒔也くんが真っ当な意味で他の人の役に立ってるって思ったよ」


    「まあ、見方を変えれば、平田くんの反抗期を少し早めただけなんですけど」


    「とは言え、彼の場合、来ないまま終わる可能性もあったから、やっぱり役に立ってるよ」


    「……紅葉先輩って、反抗期はいつ始まって、いつ終わりましたか」


    　蒔也はふと気になって尋たずねた。普段の大らかさを見る限り、紅葉の反抗期は想像しにくい。


    　紅葉は視線を上にやって考えて、答える。


    「そう言や、親への反抗期はまだかもね」


    「親以外のものに、何か反抗していましたか？」


    「世間の流行とか、周囲の空気とか、そういうものへの反抗というか敬遠は続けてるよ？」


    「ああ、なるほど。文学への傾けい倒とうはそういう側面もあるんですね」


    　納得しつつ、蒔也は進む。


    　少しは文学をかじっておかないと、紅葉のことを把握するのは不可能なのかもしれない。


    　ただ、そのためだけに小説を読むというのは敗北感があるので、何とか、日常生活の中で糸口を見つけたいものだと思う。
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    　カフェで進と爽さ月つきの様子を確認し、蒔也は大きな進展を実感した。


    　進すすむが勉強を教え、爽さ月つきが走り方を教える。この交換を成り立たせるために、進に運動を始めさせる必要があったので、時間がかかってしまったが、思った以上にふたりの会話は嚙かみあっていた。進は蒔まき也やの助言でジョギングを始め、爽月が走り方を指導するという話がついていた。近々、専用のシューズを一緒に買いに行くらしい。


    　長らく停滞していたゲームも、このまま見守っていればおのずとクリアできるだろう。


    　今後気をつけるべきことは、進や爽月が別の異性に惹ひかれてしまわないようにすることくらいだ。


    　進のほうは問題ない。勉強会以外で女子と知りあう機会がないため、爽月以外の女子に目移りすることはほぼありえない。勉強会の場に爽月以上の美人がいれば話は別だが、そうならないように蒔也が参加者を選別しておいた。


    　爽月のほうは部活絡がらみの人脈があるので、注意する必要がある。今のところ恋愛に発展しそうな気配はないものの、今後もそのままでいる保証はまったくない。爽月にかかりきりになることはできないが、定期的に様子を窺うかがい、異変があれば対処しなくてはならない。


    　帰宅した後で、蒔也は自室の机でノートを広げ、これらのことを書き込んで記録した。


    



    　並行して進めているゲームの状況も安定してきており、手が空いてきたので、夜になって、蒔也はスマートフォンを手にした。新たなゲームの対象者を選ぶべく、いつものように乱数出力アプリを起動し、範囲を設定し、即座にボタンをタップする。


    　一回目の操作で男子生徒が、二回目の操作で女子生徒が決定。


    　名簿を参照し、ノートに対象者の氏名を記録した。


    「……なるほど」


    　静かな部屋に、吐と息いきがひとつ。


    　思わず、誰だれもいないのに相あい[image: ]づちを打ってしまった。


    　そういう組み合わせがあったか、と乱数を相手に感心を覚える。


    　何度も何度も生徒同士を結びつけてきたが、今回はさすがに軽く驚いた。


    　ゲームの難易度が高いわけではない。


    　むしろ、低い部類に属するかもしれない。


    　だが、蒔也の中で大きな意味を帯びたゲームになると確信を持てる。


    「優先的に片づけるか、これは」


    　誰に命じられたわけでもないが、蒔也は短期での決着を心に誓った。


    　手始めの一歩として、蒔也は乱数アプリを閉じ、浮うき島しま紅葉もみじにメールを打つことにした。

  


  [image: ]



  
    



    


    　第三話　恵みの雨


    



    　愛あい須す蒔まき也やは、日常に起き得るほぼ全すべてのことを想定して日々を生きている。


    　街中で暴漢に襲われたときに、どう対処するか。


    　事故や災害に遭遇したときに、どう乗り切るか。


    　濡ぬれ衣ぎぬで警察に身柄を拘束されたときに、どう振る舞うのが最善か。


    　この程度は最低限の危機管理術として、常に備そなえておかなくてはならないと考えている。


    　とは言え、今現在、中学三年生の蒔也には当然、限界もある。


    　成人よりも金銭を獲得する術すべが少なく、出入りできる範囲が狭く、法律上認められていない事柄が多い。未成年という理由で刑けい罰ばつが軽くなるメリットはあるが、罰を受けるような下へ手たをしない身には得がない。


    　したがって、両親の庇ひ護ごを前提にして動かざるを得ない。


    　愛着は皆無だが、両親の庇護があるからこそ生活が成り立っているという事実は重じゆう々じゆう理解している。理解しているからこそ離婚を阻そ止ししにかかったし、家庭内で「感心な息子」を演じている。


    　その甲か斐いあって、陽よう華か学院で高度な教育を受けられる。十分な小遣いを与えられ、生活に必要な物を支障なく[image: ]そろえられる。現状について不満はまったくない。


    　両親が唐突にいなくなると困ったことになる。無視してもいいくらいの低確率だが、念には念を入れて、両親の急死も想定して生活することにしている。


    　仮に、両親が事故などで急死し、自分だけが生き残ったら。


    　生活の糧かてや授業料を捻ねん出しゆつするため、親しん戚せきや知人の誰だれと誰を頼ればいいか。公的機関のうち、どれが役に立ち、どれが役立たずか。自動車事故と鉄道事故とでは、頼るべき機関が違ってくる。


    　何年か前に初めてこの問題を意識した際、様々な善後策に思いを馳はせた後で、蒔也はふと気がついた。


    　おそらく、僕は両親が死んでも悲しいとは一切思わないだろう。


    　人の目があって、悲しそうな演技だけはするかもしれないが、自分の精神にダメージはまったくなさそうだ。


    　きっと最初に生まれる感情は「葬式をするのが面倒だ」という気け怠だるさだ。


    　そして次が「もう、いい息子を演じなくていいんだ」という解放感だ。


    　三番目以降の感情は、まだわからない。


    　もしかしたら、それ以上は何もないかもしれない。


    



    　　　＊


    



    「珍しいよね。蒔まき也やくんから私に会いたいって言ってくるなんて」


    　メールで約束したとおりに、翌日の放課後、カフェで紅葉もみじと落ち合った。店内の客は疎まばら。隅すみの席に、向かい合って座る。


    　他の生徒は交まじえず、ふたりだけで会いたいと念を押して要望しておいた。紅葉ならば放っておいても蒔也に寄ってくることが多いが、改まった話があることを予告しておきたかった。


    「どういう風の吹き回しだい？　国語でわからない問題でも出てきたのかな？　あるいは、何か文学作品を読みたくなったのかな？　私が持ってるものならいくらでも貸すよ？」


    「僕がそれを言い出すなんて、あり得ると思いますか？　仮にあり得たとしても、そんな話であれば昼休みでもできますよ。わざわざこうやって時間を設もうけたりしません」


    「だよね。知ってた」


    　紅葉は一瞬だけ小さく舌を出して、唇を舐なめた。口元はそのまま微笑の形になる。


    「私だけに話したいということは、ゲーム関連のことでしょ？」


    「小こ見み里さと先輩に関する情報をお伺うかがいしたいです」


    　蒔也は間かん髪はつ容いれずに本題を持ち出した。


    　意表を突かれたようで、紅葉の眉まゆが持ち上がっていく。


    「……もしかして、今回、むーちゃんが対象者？」


    「否定はしません」


    「おっ？　含みを持たせたね？　でも、そうなんでしょ？　そうじゃないなら、蒔也くんがこんな話をし出すのはおかしい」


    「まあ、そういうことにしましょうか。その場合、紅葉先輩は今までどおり協力してくださいますか？　ご友人である小見里先輩を誘導することに、抵抗はありませんか？」


    「蒔也くんが知りたいことがあれば、できる範囲で協力するよ」


    　紅葉は再び微笑を作って応じた。


    「別に抵抗はないね。ここで抵抗を感じるくらいなら、そもそも蒔也くんに興味を持つこともなかっただろう。別に妨害したりしないし、むーちゃんに告げ口したりもしないから、安心していい」


    「そう言ってくださると期待はしていましたが、紅葉先輩は本当に変わった人ですね」


    「もちろん、むーちゃんを不幸せにするような試みなら話は別だよ？　そうなったら私はむーちゃんを庇かばうと思う。でも、蒔也くんのゲームはそうじゃない。蒔也くんは本人たちのことを微み塵じんも思いやっていないけど、結果として、本人たちが納得して恋愛するようになるのがほとんどだ」


    「納得してもらえるように仕向けてますからね」


    　ゲームを通して、蒔まき也やはまさに他者を納得させる技術を磨みがいてきた。誰だれに誇ほこることもないが、その点においては同年代の誰よりも努力してきたと自負している。


    「むーちゃんが納得するなら、私はそれでよしとするよ。幸い、この学校は優等生くんが多いから、どの男子とくっついても道を大きく踏み外すことはないと思うし。あ、ところで、対象者の男子ってどんな子なの？」


    「見ていていただければわかりますが、小こ見み里さと先輩に釣り合う好青年ですからご心配なく。小見里先輩に彼氏ができると、紅葉もみじ先輩と一緒にいる時間が短くなると思いますが、不満はありませんか？」


    「むーちゃんが納得するなら、それでいい。寂さびしくなるかもしれないけど、私がどうこう言う筋合いじゃない」


    　紅葉は潔いさぎよく言い切る。


    　言げん質ちをとれたので、蒔也のゲームの障害がひとつ消えた。
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    　もちろん、対象者が小見里麦むぎ穂ほであることを紅葉に伏せたままでゲームを進めることも、その気になればできたが、蒔也はそれを選択しなかった。


    　理由はいくつかあるが、伝えておいたほうが紅葉からの協力を自然な形で得られるというのが大きい。


    　麦穂の情報を他の手段で得ることも可能だが、麦穂の交遊関係は狭いため、かなり遠回りを強しいられることになる。さすがに、麦穂の地元に行って聞き込みをするのは骨が折れる。それはそれで面白い経験になったかもしれないが、費ついやす金銭や時間のことを思うと割りに合わない。


    　手間取ることなくゲームに入れるのは、短期決戦を目指す蒔也にはありがたい。


    「でも、私はむーちゃん本人じゃないから、知ってることは限られる。それに、知っていても、言っていいこととダメなことがあると思うから、私の良識に従って判断させてもらうよ」


    「言われるまでもなく、そのあたりのことは弁わきまえています」


    　蒔也は表情を変えずに応じ、質問に入る。


    「早さつ速そくですが、そもそも今現在、小見里先輩に彼氏はいるんでしょうか。例えば、地元に彼氏がいて遠距離恋愛中ということになると、ゲームがそもそも成り立たなくなるかもしれません」


    「それでもどうにかして成り立たせちゃうのが蒔也くんだと思うけど、まあ、いいか。蒔也くんにとって幸いなことに、むーちゃんはフリーだよ。本人がそう言っていた」


    「過去に彼氏がいたことがあるかどうかは、ご存じですか？」


    「それは聞いたことないけど、私の見立てでは、たぶんないと思う。むーちゃん自身の性格があんなだし、くわえて、段違いの優等生だからね。周囲の男子と話が合わないでしょう」


    　あくまでも推測の域を出ないが、蒔まき也やも同意見だった。


    　過去の恋愛経験を聞いておけば、本人の好みの傾向を把握できるので、それを踏まえた戦術を練れるのだが、今回、その類たぐいの手がかりはない。


    「小こ見み里さと先輩は部活には属していませんよね？　何か趣味とかはあるんでしょうか」


    「あー、むーちゃんは勉強大好きな子だからねえ。趣味らしい趣味はないと思うよ。地元にいた頃ころは実家の農家の力仕事を手伝ったりしてたみいだいだけど、それは趣味とは言えないよねえ？　あ、でも、最近は私が文学を布ふ教きようしてる。色々薦めてあげたり貸してあげたりしてね」


    「何でしたっけ。夏なつ目め漱そう石せきの『野の分わき』でしたっけ」


    「そうそう！　他にも何冊か貸したけど、むーちゃんって読むの超速いんだよ！　貸したその日のうちに読み終えて、感想を長文のメールで送ってくれるんだ」


    　紅葉もみじは興奮気味に身を乗り出してきた。蒔也はわずかに仰のけ反ぞって距離を保たもつ。


    「嬉うれしそうですね、紅葉先輩」


    「それは嬉しいよ。打てば響くっていうのかな。誰だれかさんと違って薦め甲が斐いがある」


    「はて。誰のことだかまったくわかりませんね」


    　蒔也はしらばくれて質問を続ける。


    「感想メールの中で、小見里先輩の意外な一面が見えてきたりしませんでしたか？」


    「お、面白い質問。そうね。むーちゃんって気弱で優やさしそうに見えるけど、案外そうでもなかったと思ったね。漱石の『それから』の感想で、主人公の代だい助すけがうじうじしてて好きになれないって言ってた。意外に辛しん辣らつだったなあ」


    「…………なるほど」


    　今日の会話の中で、最もつとも参考になりそうな情報だった。


    　他の情報源にも当たって慎重に検証する必要はあるが、小見里麦むぎ穂ほは母性本能をくすぐる男子よりも、頼もしさを前面に出した男子に惹ひかれやすそうだ。


    「そう言えば聞きそびれましたけど、小見里先輩が今、誰かに片思いしているというようなことはあるんでしょうか？　そういう話、普段します？」


    「恋の話はしないねえ。興味がないわけじゃないけど、他にも話題はたくさんあるからね」


    「そうですか」


    　蒔也は簡潔な相あい[image: ]づちを打ち、宣言する。


    「じゃあ、今度、ご本人に直接聞いてみます」
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    　紅葉は蒔也に対して情報を意図的に伏せていた。前置きしたとおり、自分の良識に従った判断だった。


    　実際には、麦むぎ穂ほと恋愛の話をしないわけではない。麦穂が同じクラスの男子が気になっていることも、本人から聞いていた。


    　名前までは聞き出していないが、頼り甲が斐いがある、スポーツマンタイプの好青年らしいというところまでは知っている。田舎いなかにいそうな素そ朴ぼくさがいいとも言っていた。麦穂の愛あい郷きよう心しんとも重なるものがあったのかもしれない。微ほほ笑えましいことで、紅葉もみじはできる範囲で麦穂のことを応援するつもりでいる。


    　だが、それを紅葉から蒔まき也やに伝える筋すじ合いはない。


    　麦穂は自分の恋を誰だれにも言いたがっていなかったし、そもそも叶かなえるつもりもないようだった。仲良くなろうとしても、都会育ちの彼と田舎育ちの自分では、きっと話は合わないだろう。何かのきっかけがあればアプローチするかもしれないが、今は遠くから見ているだけでいい。そう言っていた。


    　その意思を尊重し、麦穂に対して余計なお節介をすることなく、蒔也に対しても伏せておいた。


    　もしも、蒔也が麦穂に直接聞きにいって、麦穂が言うのであればそれで構わないが、紅葉が言うのは何かが違う。麦穂に対する裏切りだと感じる。


    　蒔也が麦穂の片思いのことを知った場合、それをどのようにゲームプランに組み込んでいくのかは、見ものでもあるがかなり危うい。その危うさの片棒は担ぎたくなかった。


    　その後も当たり障さわりのない範囲で受け答えし、一時間ほどで蒔也と別れた。


    



    　翌日の昼休み、紅葉は自分の教室で麦穂がやってくるのを待った。


    　蒔也は日によって来たり来なかったりだが、麦穂は毎日必ず来る。紅葉は麦穂が来てから弁当箱を開けることにしている。


    　教室からは食堂に向かう生徒がはけていき、少数の弁当組が残る。


    　入れ替わるようにして、麦穂が姿を現した。


    「なあなあ、もみちゃん、ちょっと聞きたいことあるんやけど」


    　いつもと違い、勢いのある早歩きで近づいてくる。紅葉に呼びかける口調にも、どこか険けんがある。


    「どうしたの、むーちゃん。何かご機嫌斜め？」


    「いや、別にそういうわけじゃないけど、ちょっとびっくりしたことがあって」


    　紅葉と向き合うように空席に座り、手を口の横に立てて内緒話の姿勢を作る。目で促うながされ、紅葉は耳を寄せた。


    　麦穂は囁ささやくようにして尋たずねる。


    「ウチの好きな人が堀ほりくんってこと、もみちゃんに言っとらんよね？」


    　紅葉もみじは顔の距離を離し、目を瞬まばたかせて首を振った。


    「今、初めて聞いたよ」


    「やんね？　おかしいな、やっぱり……」


    「何かあった？」


    　事態を何となく察さつしつつ、紅葉は確認のため聞いた。


    「何でか、蒔まき也やくんが知っとたとよ。昨日、電話がかかってきて、『堀ほり先輩のことがお好きですか？』って。ウチ、誰だれにも言った覚えないのに、何か確信持っとった風やった。どこから知ったんっちゃか」


    「…………ねえ、むーちゃん、その電話、昨日って言った？　何時頃ごろだった？」


    「夕方。五時過ぎくらいやったやか」


    　紅葉が蒔也と別れた直後の時間帯だった。


    　蒔也の動きは速い。紅葉との会話で手がかりを得て、すぐさま麦むぎ穂ほに電話したということか。


    　だが、紅葉は麦穂の片思い相手の名前を出さなかったし、そもそも知らなかった。蒔也がどんな材料から言い当てられたのかは謎だ。


    　紅葉以外の情報源、例えば麦穂と同じクラスの生徒たちから予あらかじめヒントを貰もらっていた可能性はある。ある程度絞り込みをかけていて、紅葉との会話で確信に至り、本人に言い当ててみせた。一応、矛盾なく筋すじは通る。


    　それにしても、推測の精度と手て際ぎわの良さには恐れ入るしかない。


    「何か不思議な子やね、蒔也くんて。もみちゃんも相当やと思っとったけど、蒔也くんはもみちゃん以上に察しがいいかもしれん」


    「そうだね。彼はちょっと底知れないところがあるよ」


    　蒔也は紅葉の想像を超える速度で成長している。出会った頃は、学力のことはともかくとして、洞察力の面では紅葉のほうが格上だったが、今、蒔也は紅葉を軽く出し抜いてみせた。


    「それで、蒔也くんは何て言ってた？　言い当てて、話はそれで終わり？」


    「いや、それが、どういう魂こん胆たんなんか知らんけど蒔也くんは……」


    「先輩方、お邪じや魔まします」


    　麦穂が言いかけたところに、蒔也がやってきた。手には売店で買ったパンを持っている。


    「おお、蒔也くん。ちょうど君の話をしてたところだよ」


    「紅葉先輩、昨日はありがとうございました。おかげで事が大きく進みましたよ」


    　意味ありげに、慇いん懃ぎんに礼を言う蒔也。麦穂の片思いについて、ヒントを下さったことに感謝します、といったところか。


    　紅葉はこの後の蒔也の行動を予測した。ゲーム対象者に片思い相手がいるという事実は、蒔也にとって支障になるだろう。あの手この手で堀くんの評判を落としにかかるか、あるいは、麦穂が堀くんのことを忘れてしまうくらいに対象男子生徒を持ち上げにいくか。


    「小こ見み里さと先輩、昨日は突然電話してすみません」


    　蒔まき也やは麦むぎ穂ほにも軽く頭を下げた。麦穂は戸惑いがちに応じる。


    「ああ、うん、別にいいけども……」


    「余計なお節介かもしれませんが、電話でお話ししたとおり、僕は先輩の手助けをしたいと思っています」


    　話の流れは、紅葉もみじが想定したものと大きく異なっていた。


    「先輩の想いが成じよう就じゆするように、作戦をいくつか考えてきましたので、聞いてもらえますか？　あ、もちろん、紅葉先輩も協力してくださいますよね？」


    　なるほど、と紅葉は無言のうちに頷うなずく。


    　堀ほりくんがまさにゲームの対象者だったか。


    　王おう谷や玲れ遠おんと山やま原はら雛ひな子このときもそうだったが、片思い中の組み合わせが抽ちゆう出しゆつされれば、かなりやりやすかろう。


    　蒔也は運も持っている、と紅葉は感心を覚えた。
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    　紅葉は堀幹みき雄おと直接の面識はないが、同学年として三年以上過ごしているため、大おお雑ざつ把ぱなプロフィールだけは伝え聞いている。


    　中等部時代からラグビー部に所属するスポーツマン。三年次にはキャプテンも務めていた。陽よう華か学院の運動部は軒並み弱小だが、その中ではラグビー部は健闘しているほうで、練習も活気に[image: ]あふれている。


    　部員に対して面倒見がよく、劣勢にも動じず、笑って仲間を励ます。精神的にもタフなリーダーだ。紅葉はラグビー部の試合を見たことはないが、体育大会などでも幹雄のキャプテンシーは度たび々たび発揮されていた。


    　背丈は高等部一年生の中ではずば抜けて高く、一八五センチほどある。胸板も厚く、かなり頑丈そうに見える。


    「僕も堀先輩のことは知っています。お話ししたことはありませんが、尊敬に値する方だと思います」


    　昼食をとりながら、蒔也は幹雄を持ち上げた。


    「肉体面でも精神面でも、ご自分をよく鍛きたえていて、あの熱心さには頭が下がるばかりです。僕は学力の面での努力なら自信はありますが、堀先輩は僕よりも幅広い分野で情熱をお持ちです。あのエネルギーに惹ひかれる気持ちはわかります。男の僕の目から見ても、魅力的です」


    「おっ？　蒔也くん、何か怪しい発言をしたね？　ＢＬっぽい」


    「別におかしなことは言ってないと思いますが……」


    　紅葉もみじが面白がって茶ちや々ちやを入れると、蒔まき也やはきょとんとして紅葉を見つめた。


    　そんなふたりをよそに、麦むぎ穂ほはしんみりとする。


    「競争相手、多そうやね……」


    　暗い声で言い、水筒のお茶に口をつけた。


    　蒔也は慌あわてた様子でフォローする。


    「あ、すみません。別に小こ見み里さと先輩を落ち込ませようとして言ったわけじゃないんです。単に、堀ほり先輩はいい人だ、そんないい人に惹ひかれた小見里先輩はお目が高いと言いたかっただけなんです」


    「べ、別に、目が高いとか……」


    　麦穂は目を逸そらし、ごにょごにょと何かを言おうとするが、言葉になっていない。


    「むーちゃん、照てれちゃって可愛かわいいなあ。素直に褒ほめられておけばいいのに」


    「もみちゃんまでそういうこと言うし……」


    「実際、小見里先輩って可愛いじゃないですか」


    　紅葉の言葉に乗じようじて、蒔也は臆おく面めんもなく麦穂を[image: ]おだてだした。


    「後輩の僕が言うと何だかおかしな話かもしれませんけど、守ってあげたくなるというか、応援したくなるというか。健けな気げで、真ま面じ目めで、可愛い人だと思うんです。それこそ、堀先輩とお似合いじゃないかなー、と」


    　紅葉は蒔也の表情を確認する。ふざけたところがどこにもない、真っ直すぐな眼まな差ざしを麦穂に向けていた。


    　本音と演技の割合がどの程度か判断がつかないが、麦穂に自信を持たせるための演技が少なからず入っているはずだ。いつものことながら、たいしたものだと思う。


    「だから、是ぜ非ひとも手助けしたいんです」


    「……蒔也くん、めっちゃありがたいんやけど、ウチ、ちょっと遠慮したいわ」


    　麦穂は恐縮したように肩をすくめつつ、首を横に振る。


    「いくら応援されても、実はウチがあんまりやる気満々じゃないっちゃね。堀くんのことは、かっこいいなと思うし、頼もしいとも思うけど、遠くから見てるだけで満足なんよ。付き合うイメージも湧わかんし、いざ付き合うとなったら、話が合わんくなって、うまくいかんと思う」


    　いつか、紅葉に対してした説明と同じ内容だった。


    　蒔也はこの麦穂を恋愛の場に立たせにかかる。


    「まるで、王おう谷や先輩を見るファンみたいなことを言いますね。それこそ、この間までの山やま原はらさんみたいだ」


    「……そうかもしれんね」


    「山原さんがガラッとイメージチェンジしたのは、小見里先輩はご存じでしたっけ？」


    「もみちゃんから、ちょっと聞いた」


    「山やま原はらさんは王おう谷や先輩ファンのグループから抜けて、ひとりで王谷先輩と仲良くなる道を選びました。もちろん、それが常に正しいとは言いません。相手の迷惑になるようだと問題があります。でも、やり方さえ気をつければ、いいことだと思いませんか？　遠くで見ているのもいいですけど、仲良くなるほうがもっといい」


    「人によるとよ。山原さんはそれでよくても、ウチに当てはまるとは限らん」


    「まあ、確かに、仰おつしゃるとおりかもしれません」


    　蒔まき也やは一いつ旦たん、自説を引っ込めた。


    　麦むぎ穂ほは気弱そうに見えて、雰ふん囲い気きに流されることは少ない。きちんと自分の頭で考えて動ける人間だ。いや、今は動かないでいられる人間と言うべきか。


    　紅葉もみじは、蒔也と麦穂、どちらに肩入れすることもなく静観する。


    　どちらに転ぶとしても、紅葉にとって興味深い。


    「では、小こ見み里さと先輩は堀ほり先輩を遠くから見ている。いいでしょう。見ていてください。見ている間に、堀先輩に彼女ができたり、あるいは卒業を迎えてまったく別の進路に行ってしまったりすると思いますが、それで構いませんか？」


    「それは……、しゃーない。そういうもんやったと諦あきらめるとよ」


    「ずっと諦め続けるんですか？　堀先輩のことも、その次の男性も、その次も？」


    「別に諦め続けるとは言っとらんやん。ウチにとってちょうどいいタイミングで、一歩踏み出す」


    「ちょうどいいタイミングって、いつですか？」


    　蒔也の素そ朴ぼくな質問に、麦穂は答えに窮きゆうした様子だった。自分でもイメージが湧わかないのだろう。数秒、硬直した後でようやく答える。


    「わからん。わからんけど、今じゃないことはわかる。今は正直、自分のことで精せい一いつ杯ぱいなんよ。都会に慣れないかん。ひとり暮らしに慣れないかん。新しい学校に慣れないかん。もみちゃんのおかげでちょっとずつ慣れてきてるけど、それ以上に何かする余裕ないとよ」


    　麦穂の心底からの、実感を伴った言葉だった。


    　紅葉はそれを聞いていて、もっともだと感じた。麦穂は勉学にキャパシティの大部分を割さいているだけに、他に回せる余裕は人より小さいと考えるべきだ。いかに蒔也でも、一時撤退が必要だろうと見た。


    　だが、蒔也は下がらない。


    　麦穂に共感するように寂さびしそうな表情を作りつつ、目だけは冷静で、麦穂の胸中を透視せんばかりに見つめ続ける。


    「なるほど。僕が至らないばかりに気づきませんでしたが、大変な時期なんですね、小見里先輩」


    　蒔也は理解を示し、ふっと、力の抜けた笑みを作った。


    「ちょっと、今思いついた提案があります。あくまで提案なので、麦穂先輩のお気に召さないかもしれません。役立ちそうかどうか、ご判断いただけますか」


    　出た、と紅葉もみじは思った。


    　ここ一年、蒔まき也やのゲームを見てきて、このフレーズが何度出たかわからない。山やま原はら雛ひな子こに対しても、平ひら田た進すすむに対しても、同じような提案をしていた。控ひかえめに見せて、自分の望む方角に誘導していく蒔也の常つねだ。召使いに見せかけた悪魔。


    　そして、蒔也は麦むぎ穂ほに投げかける。


    「小こ見み里さと先輩が色々なものに慣れていくために、堀ほり先輩に手伝ってもらうのはいかがでしょう？」
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    　都会で生まれ育った蒔也には、麦穂の気持ちを百パーセント理解するのは難しい。


    　その点については、ある程度諦あきらめて割り切っている。齟そ齬ごが出るのは致し方ないものとして、出たときに対応していけばいい。対応する度たびに蒔也は何かを学んでいけるだろう。


    　麦穂と接することで、蒔也は都会とは何なのか、何のためにあるのかと、改めて考えることが増えた。辞書を引けば、「人口が集中し、経済や文化の中心となっている土地」という趣旨の説明が載っている。


    　なぜ、人口が集中しているのだろうか。


    　なぜ、わざわざ集まるのだろうか。


    　その説明はいくらでも思いつく。協業すれば効率が高まる。大規模な仕事を実現できる。通信や物流のコストを削減できる。ひとつの施設の便べん益えきを大人数に行き渡らせることができる。レベルの高い人材に出会いやすく、自分の能力や士気の向上にも繋つながる。


    　もちろん、デメリットがないわけではない。人が集まるほど、ひとりが使える土地の面積が減るし、環境汚染も起きやすくなる。


    　他に蒔也が感じるデメリットのひとつとして、義務感の希き薄はく化がある。


    　これだけ人口が多いのだから、自分ひとりがサボったところで、他の人が埋め合わせてくれるだろう。


    　そうした甘えが起きやすくなる。


    　経済的な活動では、給与は個人の働きぶりに応じて支払われるため、この種しゆの甘えは起きにくい構造になっているが、公共性の高い局面では顕けん著ちよに表れてくる。


    　例えば、道ばたで行き倒れている人に、誰だれが手を差し伸べるのか。


    　痴漢や暴行などの犯罪被害に今まさに遭あっている人を、誰が庇かばうのか。


    　誰かが行動に移るべきところで、自分以外の誰かに期待して、自分は見て見ぬふりをしてしまう。


    　蒔まき也やの私見では、少子化問題にも同様のことが言える。


    　自分たちが子どもをもうけなくても、他の誰だれかが子どもをもうけるだろうから、人口は維持できる。皆が皆そう思っていては、誰も子どもをもうけなくなる。


    　それが良くないと思っているわけではない。人間はそういうものだという事実がひとつあるだけだ。


    　蒔也自身も、義務感は薄いと自覚している。


    　どうしても子どもをもうけなくては、という切迫感はまったくない。それどころか、蒔也は今後よほどのことが起きない限りは、子どもをもうけないつもりでいる。


    　少子化問題の解決に微力ながら貢献しよう、などという気持ちはさらさらない。そんな公共心をうっかり出して、自分の痕こん跡せきがこの世に遺のこることを考えると恐ろしい。


    　あんな両親の遺伝子は、この世に遺す価値はない。


    　自分のようなおかしな存在は、世界にひとりいれば十分だ。


    　愛あい須す家の血は、自分の代で絶やしておくのが正しいと考える。


    　その代わりの罪滅ぼしでもないが、周囲の人間の恋愛を促うながすことで、蒔也の友人知人の出生率はいくらか高くなるだろう。


    　そして、操あやつれる駒は多いほど好ましいので、やはり住むのは田舎いなかよりも都会がいい。
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    　その週の土曜の放課後、ラグビー部の練習試合があるというので、蒔也と紅葉もみじと麦むぎ穂ほは観戦しにいった。


    　陽よう華か学院ではなく、敵方の学校近くのグラウンド。敵方のほうが力量が上なので陽華学院が出向くのが礼儀だという話だった。観客席などがないため、邪じや魔まにならないように離れたところからの立ち見となる。


    　観戦にいこうと提案したのは蒔也で、麦穂は断りきれずについてきた。紅葉は当然、推すい移いを見守るために同行した。


    「更衣室とか使わないんだね……」


    　屋外のベンチ周辺で堂々と服を脱ぎ、筋肉を晒さらし、ユニフォームに着替え始めた選手たちを見て、紅葉は目のやり場に困った。蒔也と麦穂は平然としている。男子の蒔也はともかく、女子の麦穂が動じないのは紅葉にとって予想外だった。


    「あ、むーちゃんって、ああいうの見ても平気？」


    「ウチの地元やとよくある光景やったしなあ。こっちでは珍しいん？　更衣室は女子には必要やけど、男子には要いらんとよ」


    　試合開始前に、蒔也が質問する。


    「先輩方、ラグビーの試合を観るのは初めてですか？」


    「……ん。初めて」


    「私も」


    　紅葉もみじにはラグビーのルールはわからない。紡ぼう錘すい形けいのボールを持って走り、パスしたり蹴けったりして相手の陣地に運べばいいらしい、ということくらいはわかる。おそらく、麦むぎ穂ほも同じ程度の理解だろう。


    「蒔まき也やくんは、ルールはどれくらいわかるの？」


    「体育の授業で軽く習いましたが、細かいところまでは自信ありません。解説を求められてもたいしたことは言えませんので、予あらかじめご了承ください」


    「らしくないね。言い出しっぺなんだし、すごく下調べしてくるかと思った」


    「下調べなんてしなくても、堀ほり先輩たちの力強さは堪たん能のうできると思いますよ？」


    　レギュラーの大半が上級生の中、幹みき雄おは一年生にしてポジションを勝ち取っていた。先輩たちの中に混じってもその体たい軀くは決して見劣りしない。


    「ところで蒔也くん。これって、この間言ってた『堀先輩に手伝ってもらう』の一環なんだよね。今ひとつ実感が持てないけど、むーちゃんや私はどこに注目して試合を観たらいいのかな？　何を観ていれば、むーちゃんが色んなものに慣れられるのかな？」


    　紅葉は麦穂の内心を代弁するつもりで、蒔也に質問した。麦穂もやはり自分からは言い出さなかっただけで、同じことを気にしていたらしい。蒔也のほうを見て反応を窺うかがっている。


    　蒔也は、グラウンドのほうを見たまま応じる。


    「別に、注意するようなポイントはありませんが、強しいて挙げると、選手の表情かおですね。ヘッドギアで見づらいかもしれませんが」


    　審判に誘導され、両校の選手たちが中央に整列した。互いに礼をし、試合を始めた。


    



    　紅葉は、圧倒される思いだった。


    　選手たちは怒号のような声を張り上げ、グラウンドのあちこちで体をぶつけあう。押し負けた選手ははじき飛ばされ、地に転がり、巻き起こる砂すな煙けむりに紛まぎれる。


    　不規則に跳ねたボールめがけて、複数の選手が突進していき、案の上また激突。ボールを拾った選手は、そのまま敵陣めがけて駆けていくが、横から飛んできた敵の選手に押し倒された。プレーは一いつ旦たんそこで止まり、両校が陣形を整え直す。


    　紅葉にはラグビーの複雑な戦術を理解することはできないが、これだけはわかる。


    「いつか大怪け我がするでしょ、あの人たち……」


    　紅葉は、あんな戦場には数秒も立っていられないだろう。


    　練習試合ですらこの激しさで、公式戦はいったいどんな惨さん事じになるのか、想像することもできない。


    　ふと隣を見ると、麦むぎ穂ほはグラウンドを見つめながら、祈るように両手の指を組んでいた。


    　視線の先には堀ほり幹みき雄おがいる。


    　他の選手と同様かそれ以上に、何度も激突し、押し勝ったり押し負けたりを繰くり返し、疲労している様子だった。汗が顔から滴したたり落ち、地面を濡ぬらす。


    　得点は前評判どおり敵方がリードしている。俊しゆん敏びんな選手たちが、幹雄たちの守備の間かん隙げきを突くように走ってボールを運び、得点を挙げていた。


    「ねえ、蒔まき也やくん、解説を期待するなって言われたけど、どうなの？　この試合、逆転の見込みはまだある？」


    「残り時間がもうほとんどありませんから、無理でしょうね。九割九分、向こうの勝ちです」


    「もう勝たんでよかけん、怪け我がなく無事に終わってほしか……」


    　麦穂は肩を緊張させ、溜ため息いきがちに言った。


    　だが、陽よう華か学院の選手たちは、麦穂の言葉に逆さからうかのように果か敢かんに戦い続ける。


    　敵方の選手が再びボールを持って、陽華の陣地に攻め入った。


    　幹雄たちが回り込んで立ち塞ふさがる。両者疲れがある中、何とか間に合い、複数の選手で壁を作る。


    　さすがに単独での突破が無理と見て、敵方はパスに切り替えてきた。ルールに則のつとって厳密には斜め後方だが、ほぼ真横と言っていい角度に放り、陽華の守備が手薄なエリアを目指す。


    　二回ほど細かいパスで繋つないだ後、三回目はやや長いパスを投じた。選手の人口密度が薄い位置に、敵方の選手が走り込んでパスを待つ。


    　そこへ、幹雄が飛び出した。


    　パスの軌道が山なりで緩かん慢まんになったのを見ての判断。跳躍し、球たま筋すじの頂点の位置に手を伸ばして捕球。インターセプトに成功した。


    　全選手が瞬時に攻守を切り替えるが、陣形はすぐには整わない。敵方の選手は数人しか残っておらず、幹雄はほとんど無人のグラウンドを駆け抜けていく。


    　残り時間を考えると、これがおそらく最後の攻撃になる。


    　敵方は戻りながら幹雄の走路に立ち塞がって時間を稼ごうとするが、幹雄は走りながら小刻みに足踏みし、フェイントを入れて敵をかわす。


    　全力で走るが最短距離を行けないため、他の選手たちが追いついてきた。何とかゴールまで逃げきれるよう、幹雄はさらに加速する。


    　仮に逃げ切れて得点をあげたところで、試合を逆転することはできないのに、敵も味方も誰だれひとりとしてそんなことは気にせずに走り、幹雄を追う。


    　体力の限界に近づいたのか、幹雄の顔が歪ゆがむ。


    　歪んだが、走りは一切緩ゆるめない。


    　速度に乗ったままラインの向こうの地面に倒れ込み、陽華に得点をもたらした。


    　陽よう華かの選手たちが喜び、声を上げる。


    　続くゴールキックも確実に決め、素早く陣形を戻して試合再開を促うながす。この雰ふん囲い気きが冷めないうちに、さらなる得点を目指そうという意図だ。逆転の可能性をまだ捨てていない。幹みき雄おもすぐに立ち上がり、駆け足で自分の持ち場につく。


    「このひたむきさ、がむしゃらさが見られてよかったです」


    　蒔まき也やはフィールドを見たまま、紅葉もみじと麦むぎ穂ほに話しかけた。


    「人間の本性は勝負事の場で表れやすいものですが、今日のこれはまさに典型でしょうね。勝てないとわかっていても、あれだけ熱くなれる」


    「……蒔也くん、それは皮肉？　無む駄だな努力って言いたいのかな？」


    「紅葉先輩、僕の言葉を悪いほうに捉とらえすぎですよ。純粋に、尊敬しているんです。今日は負けても、一いつ矢し報むくいたことは大いに収穫になるはずです。次の試合に活いかせるでしょうし、ラグビー以外の場でも、きっと活きる」


    　蒔也はすこぶる前向きな答えを返した。


    「紅葉先輩は、僕のことを合理主義の権ごん化げか何かと思っているのかもしれませんけど、精神論も決して嫌いじゃないです。人間の底力が発揮されるには、熱意が必要不可欠ですし」


    　その言葉は、紅葉が知る素すの蒔也と矛盾しない。


    　蒔也は表情に出さないだけで、自分を成長させる欲求を他人の数倍秘めている。


    　おそらく、この場に立つどの選手よりも貪どん欲よくだ。


    「小こ見み里さと先輩はいつか、都会の人間は冷たいと仰おつしゃってましたね？　その印象はある程度までは正しいと思いますが、決して、感情がないわけではないんです。感情を表に出す機会さえ与えられれば、あれだけの熱意を出せますし、仲間を思いやる気遣いだってできます」


    「そう……、かもしれんね」


    　麦穂はどこか思案げに、蒔也の言葉に頷うなずいた。


    「ウチは、教室の中の堀ほりくんしか知らんかったし、他の人のことも、結局一部しか知らん。都会の人がどうこうやなくて、この『一部しか知らん』というのがいかんかったんかもね」


    



    　ほどなくして試合は終わり、逆転はならず、陽華は敗戦した。


    　だが、試合結果自体は蒔也にとって些さ事じで、麦穂がこの試合を見て何を思ったかが重要だ。当然、紅葉は弁わきまえている。


    　紅葉が見る限り、麦穂は幹雄の勇姿を見て、またひとつ惚ほれ直したようだった。


    　麦穂の中の都会人への偏へん見けんも多少和やわらいだようでもあり、その点でも、蒔也の目もく論ろ見みは成功したと言っていいだろう。


    　だが、紅葉には気にかかることがあった。


    　グラウンド脇のベンチ周辺を見れば、戦い終えた選手たちがタオルで汗を拭ぬぐい、スポーツドリンクを浴あびるように飲んでいる。彼らの周りで女子マネージャーたちが甲か斐い甲が斐いしく動き、声をかけながらタオルを手渡していた。


    　女子マネージャーは三人いて、その中のひとりは、妙に幹みき雄おと親しげだ。職務として他の選手とも話してはいるが、幹雄と話すときだけ明るい笑顔になる。


    　ラグビー部内の恋愛事情を、蒔まき也やはきちんと計算に入れているのだろうか。


    　横目で蒔也を見るが、超然とした表情でグラウンドを眺ながめているだけで、感情までは読み取れなかった。
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    　いくつか確かめたいことがあり、その夜、紅葉もみじは蒔也に電話をかけた。


    　電話を受けるのではなく、かけるのは紅葉にしては珍しいことで、その自覚もあった。


    　携帯電話は一応所有しているが、連絡に必要だからと親から義務的に持たされているだけで、自ら使うことは少ない。学校の友人たちと連絡をとりたいときは、休憩時間や放課後に直接会いにいけば済む。


    　蒔也に対しても同じことが言える。今日は土曜だが、月曜まで待てばまた会える。


    　わかってはいたが、今、話したくなった。


    「今日は吊り橋理論を実践したつもりかい？」


    「吊り橋理論？」


    「蒔也くんともあろう者が知らないはずはないでしょう。動揺させて、心臓のドキドキを恋愛感情と勘かん違いさせるアレだよ。ラグビーの試合を吊り橋に見立てて、さ」


    「ああ、吊り橋理論はもちろん知ってますが、今日それを意識していたわけではありませんでした。なるほど、そういう効果もあったかもしれません……。いや、さすがは紅葉先輩ですね」


    　電話の向こうから、蒔也は感心した様子で紅葉を[image: ]おだててくるが、これは半分以上演技だと紅葉は思っている。


    「君ねえ、先輩だからって必要以上に持ち上げることはないんだよ？　ちょっとむずかゆくなってくる」


    「いえいえ、本心ですよ」


    　蒔也は飄ひよう々ひようと応じて、紅葉に尋たずねる。


    「確認したかったことというのは、それだけですか？」


    「いや、まだいくつかある。今後のゲームプラン、どんな感じで考えてる？」


    「まずは今日のように、お互いをより深く知りあえるように計はからいたいですね。対象者同士の接触機会を増やさないことには進展しません」


    「真っ当な話だね。一個、蒔也くんがやりそうな戦術を思いついたんだけど、当てていい？」


    「どうぞ？」


    「むーちゃんをラグビー部に入部させて、マネージャーをさせる」


    　このくらいのことであれば、蒔まき也やならやりかねない。


    　接触機会を増やすという意味では、おそらく最もつとも効果が高い策だ。紅葉もみじはある程度自信を持っていたが、蒔也は再び驚いた様子だった。


    「ああ、その手があったかあ……。紅葉先輩、僕よりよっぽどこのゲームに向いてるんじゃないですか？」


    「また君はそういうことを言う……」


    「面白い案だとは思いましたが、それはきっと小こ見み里さと先輩が嫌がるでしょう。マネージャーとは言え、部活の拘束時間は案外長いですからね。小見里先輩が自ら志願されるなら、それはそれで構わないと思いますが、僕から仕向けるのは無理筋すじでしょう」


    「今日の試合を観たことで、むーちゃんが志願する可能性はあるよね。むしろ、そのためにこそ試合を観せたんじゃないかって勘かんぐってるけど」


    「やだなあ、紅葉先輩こそ僕を評価しすぎですよ。小見里先輩が言い出すと思いますか？」


    　誤ご魔ま化かすように笑う蒔也。


    　紅葉は黙って笑い声を聞いて、指摘してみる。


    「今回、むーちゃんの最大のライバルになるのは、ラグビー部の女子マネでしょ？　あのポジションが堀ほりくんに一番近いと思う」


    「確かに、マネージャーは有利かもしれませんね」


    　蒔也は肯定したが、その後、何も言わない。紅葉の指摘を踏まえて何かに繋つなげるつもりはないらしい。その代わりに、蒔也は質問を返してきた。


    「紅葉先輩、今回はやけにゲームに介入してきますね？　やはり、対象者が小見里先輩だと、気の持ちようが変わってきますか？」


    「……そうかもしれないね」


    　紅葉は気が急せいているのを自覚した。


    「むーちゃんの片思いを応援してあげたい気持ちはある。だから、蒔也くんにあれこれ口を出したくなってしまうんだろうね。迷惑かな？　私は」


    「いえいえ、そんなことは。ありがたく参考にさせていただきますよ」


    　蒔也の口調はいつも以上に丁てい寧ねいすぎる。紅葉は据すわりの悪さを感じながら、通話を終えた。
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    　翌日の日曜日、紅葉は麦むぎ穂ほのアパートに行く約束をしていた。


    　以前、麦穂に料理を教えようという話が出ていたのを、紅葉は覚えていた。


    「わざわざありがとね？　もみちゃん」


    「いえいえ。こっちも、むーちゃんのお家うちを見るのが楽しみだった」


    　駅で待ち合わせて、麦むぎ穂ほの案内に従って歩く。アパートは陽よう華か学院の徒歩圏内にあるので、紅葉もみじにとって見慣れた風景だが、休日に来ると私服の人々が多く、違った雰ふん囲い気きを感じる。


    　麦穂とも、休日に会ったことはなかった。お互い、初めて私服姿を見せ合う運びになる。


    　麦穂は白いＴシャツの上に、デニム地のオーバーオールスカートを合わせている。吊り下げる肩紐ひもやスカートの部分に皺しわが寄っていて、垢あか抜けない印象になる。案の定、ファッションにはあまり気を遣わないタイプのようだ。


    　もっとも、紅葉自身も人のことは言えない。


    　一応、自分に似合うカーディガンと丈の長いプリーツスカートを着こなしてみせてはいるが、よそ行きの私服はこのセットしかない。服よりも本にお金を使いたい紅葉のこと、服を買い足す欲求はあまりない。


    「もみちゃん、私服、綺き麗れいか……。ウチ、アイロンかけとけばよかった……」


    「むーちゃんはひとり暮らしなんだから、しょうがないんじゃない？　全部完璧にできてたら逆におかしいと思う。暮らせてるだけで私より立派だよー」


    　明るく励ましながら歩いていく。


    　駅から五分ほどでアパートに着いた。八階建てで、外壁は綺麗なタイル張り。建物の入り口にはセキュリティが働いていて、部外者はインターフォンで住人の許可を得ないと入れない造りになっている。マンションと呼んでも差し支えのない外観だった。


    「いいなあ。やっぱり女子のひとり暮らしだから、こういう防犯がしっかりしたところ選ばないといけないよね」


    「家賃が高いけどね。地元の感覚と比べちゃうと、落差で眩め暈まいするばい……。何でこんな高いかなあ、ってウチの両親が嘆なげいとったよ」


    「ここに蒔まき也やくんがいたら、また解説してくれただろうなあ。都市は人口密度が大きいため云うん々ぬんって」


    「ホント、それやね。人口密度。こんな狭い敷地に何十人も暮らしとるって、ちょっと信じられん」


    　麦穂が入り口のセキュリティを解除し、紅葉を招き入れ、エレベーターに乗る。押されたボタンの表示を見て、紅葉は言う。


    「へえ、五階かあ……。低層階だと泥棒とか心配だけど、そういうところもぬかりないんだね、むーちゃん」


    「ウチの親とか親しん戚せきがいろいろアドバイスしてくれてさ……」


    「ありがたい話だね。私も、将来ひとり暮らしをするようなことがあったら、見習おう」


    　エレベーターを降り、麦穂が部屋の鍵を開ける。　


    「どうぞ……」


    「おじゃましまーす……、おお！　結構綺き麗れいにしてるねえ、むーちゃん！」


    　紅葉もみじは玄関に入って開かい口こう一いち番ばん、部屋の様子を褒ほめた。


    　入って目の前に廊下があり、廊下の途中にキッチンがある。キッチンの向かい側にドアがあり、バスやトイレがあるようだ。


    　廊下を抜けると八畳じようほどの洋間。カーペット張りだが、寝しん具ぐはベッドではなく敷しき布ぶ団とんだった。今は部屋の隅すみに畳たたんである。


    　どこを見ても、床に余計なものが落ちておらず、整理整せい頓とんが行き届いている。


    「もみちゃん来るけん、気合い入れて掃除したばい」


    「またまた、むーちゃん、普段からしっかりしてそうだもん。私と違ってさ」


    「……もみちゃんもきっちりしてそうな印象あるけど？」


    　小首を傾かしげる麦むぎ穂ほに、紅葉は言いにくそうに告げる。


    「ほら、えっと、私はさ、本を買いすぎる癖くせがあってさ……。棚に入りきらない本を床に積んじゃって、後で足の踏み場がなくなって困るタイプの人なんだよ」


    「そ、そうか……。何か、すごそうやね」


    「上には上がいて、本を買いすぎて床が抜けてしまうタイプの人もいるみたいだけどね」


    「まさか、もみちゃん、それ目指しとるわけじゃないよね？」


    「目指さなくても自然にそうなっちゃいそうなんだなあ……」


    「もみちゃんは一階に住んだほうがよかね。二階以上に住んだら下の階の人が死んでしまう」


    「むーちゃん！　私の部屋に泥棒が入ってもいいというのかい!?」


    「窓を本棚で塞ふさいだらどげん？　侵入されんように」


    「おお、さすがむーちゃん、名案……と思ったけど、そんなことしたら洗濯物を干せなくなってしまうじゃないか！」


    「あ、気づいたと？　年中、部屋干しやね、もみちゃん」


    　冗談を言って笑う麦穂。


    　知り合ってまだ数か月で、こうやって部屋にお邪じや魔まして、冗談を言い合える仲になれたのを、紅葉は嬉うれしく思う。


    　神しん出しゆつ鬼き没ぼつと言われるほどに、紅葉は自分が所属する文芸部にとどまらず、どこにでも顔を出す。顔が広い反面、ひとりひとりとの付き合い方はどうしても浅くなりがちだった。


    　ここ一年ほどは、蒔まき也やのゲームを観察することが多くなり、蒔也のことを他の生徒よりも深く知れたつもりでいる。だが、蒔也は対等な友情を楽しむような人間ではない。


    　知り合ってからの期間は短いが、蒔也よりも麦穂のほうが近く感じる。


    「じゃあ、早さつ速そく、料理始める？　それとも、ちょっと休む？」


    「ウチは大丈夫。お腹減ったとこやし……。あ、お客さん来たとに、お茶も出さんくてごめん」


    　麦むぎ穂ほは慌あわてた様子でキッチンの上の戸棚に手を伸ばしかけるが、紅葉もみじは鷹おう揚ように制する。


    「そんな気を遣わなくていいよ！　私とむーちゃんの仲なんだしさ。じゃ、始めよっか。野菜ってどこにあるの？」


    「ホントに？　ああ、野菜はこっちやね。そこの箱の中」


    　麦穂はキッチンの近くに置いてある段ボール箱を指さす。


    　事前の相談で、麦穂は実家の農家から農作物の仕送りを頻ひん繁ぱんに受け取っていると聞いていた。米や小麦粉は使いきれるが、野菜が余りがちという話だった。


    「ふんふん、なるほど、こういうラインナップね。うん、だいたい使える」


    　箱の中身を覗のぞき込んでひとつひとつ指さし、紅葉は楽しげに言う。


    「ではでは、紅葉風ディナーをむーちゃんに仕込んじゃいましょう」


    



    　　　＊


    



    　同時刻、蒔まき也やは単独で動いていた。


    　紅葉から昨日指摘されたとおり、ラグビー部の女子マネージャーの動向が今回のゲームの鍵を握るのは間違いなかった。彼女次第で、ゲームの行く末が大きく変わる。何としても、行動を掌しよう握あくし誘導する必要がある。


    　すでに下調べには着手している。


    　矢や野の絢あや香か。高等部一年Ｄ組。


    　入学直後、中等部一年生の頃ころからラグビー部の女子マネージャーをしていて、高等部に進んだ今も続けている。幹みき雄おとは三年次に同じクラスとなっていて、接点が多い。


    　他のラグビー部員や現在や過去のクラスメイトたちから話を聞けば、この程度のことはすぐわかるが、それ以上は踏み込んでいない。


    　通常であれば、時間をかけて本人やその周囲の人間に取り入り、信用を得ておいてから本人の行動を操あやつる。そのほうが失敗が少ないし、仕上がりも自然なものになる。


    　だが、今回、蒔也は短期での決着を己おのれに課している。


    　このゲームの結末を早く見たいと、気がはやっている。


    　我われながら子どもじみた衝動だと思うが、これを機に俊しゆん敏びん性を鍛きたえておくのも悪くない。


    　もちろん、失敗のないように慎重に、しかし大胆に事を進める。


    「わざわざお呼び立てしてしまって、すみません、矢野先輩」


    「ううん？　全然いいよ？　ちょっとびっくりしたけどね」


    　目の前には矢野絢香。早くも、一対一で話す場を設もうけた。


    　日曜の夕方とあって、カフェはやや混雑している。蒔也が予あらかじめ席を確保しておかなければ、座るのに手間取っていたかもしれない。


    　ここは絢あや香かが通う予備校の近くの店ということもあって、窓から外を見れば自分たちと同年代の生徒たちが道を行き交っている。絢香の受講が終わった時間帯に約束を交わしておいたので、わざわざ出向いた蒔まき也やと違って、絢香は「ついで感覚」「寄り道感覚」でこの場にいる。


    「私、愛あい須すくんのことは一方的に知ってたけど、こうやって直接話す機会があるとは思ってなかったなあ」


    　ストローをくわえてジュースで喉のどを潤うるおし、軽い口調で絢香は言った。


    「一学年下にすごい男子がいるっていうのは[image: ]うわさになっててさ。愛須くん、成績、ずっと学年一位なんでしょ？　それに、皆の相談を受けててきぱき解決しちゃう完璧超人って話を聞いた」


    「ははは。やだなあ、大おお袈げ裟さですよ。成績のことはたまたまですし、相談は、僕でなくても解決できてしまうくらいの軽い内容しか受けてません」


    「謙けん[image: ]そんしちゃってえ。そんな程度で[image: ]になるはずないもん。火のないところに煙けむりは立たぬというじゃない」


    　絢香は楽しげに、蒔也を[image: ]おだてる。


    「成績もよし、人望もあり。天は二に物ぶつを与えたねー。生徒会長とかやったらどお？　立候補したら簡単に当選できちゃうでしょ？」


    「よしてくださいよ。僕の器うつわじゃありません」


    　蒔也は笑いながら固辞する。


    　実際、生徒会に対する興味は薄い。学校の自治に口出しできる希少価値のあるポジションではあるが、こなすべき雑務が多い割りに利益が少ないと感じる。注目を集めすぎてしまうと動きにくくなるという弊害も見過ごせない。


    　利益だけ享きよう受じゆできるように、そのときそのときの生徒会長を操あやつる技術を身につけておけばいい、と蒔也は断じる。


    「僕は何というか、ひとりひとりに応対するほうが性しように合ってるんですよ。学校全体を見る生徒会長の仕事は、質が違いそうです」


    「考えすぎじゃない？　愛須くん、どっちもできそうだと思うけど……」


    「良くも悪くも、僕はソロプレーヤーなんです。団体競技は体育の授業でしかしたことありませんし。部活に入っておけばよかったと、少し後悔することもあるんですよ。運動部の方々のキャプテンシーを見たりすると、ああいうのもいいなと思ってしまって」


    「ああ、なるほどね。好きな種目と性格って、確かに関連あるかも」


    「矢や野の先輩は、ラグビー部の女子マネージャーですよね？」


    　自然な形で話を本題に近づけた。


    「そうだよ？　あ、もしかして、今日呼び出した用事って、ラグビー部関連？　部員の誰だれかが愛須くんに何か相談した？」


    　絢香は察さつして尋たずねてくる。


    　相談を受け付ける蒔まき也やの役柄をすでに知っているため、その動きの一環だと勘かん違いしてくれている。


    　蒔也はほくそ笑んで応じた。


    「いやあ、矢や野の先輩は鋭するどいなあ。まあ、そうです。誰だれの相談かは言えませんけど、そんなところですと言っておきますよ」


    「わ！　守秘義務！　何かどこかのエージェントみたい！」


    　はしゃぐ絢あや香かを、蒔也はあくまで冷徹な目で分析する。


    　これほどまでに蒔也に心を開いているなら、操あやつりやすい。


    「何かな、何かな？　私ができることなら協力するけど、どんなことかな？」


    「堀ほり幹みき雄お先輩のことですが」


    　蒔也は平坦な口調で切り出した。


    　絢香の表情が一瞬、ほんの少しだけ跳ねたのを、蒔也は見逃さない。


    　初対面にもかかわらず踏み込みすぎなのは百も承知。


    　短期決戦のため、最短距離でいく。


    「矢野先輩、堀先輩のことがお好きですよね？」


    　真っ直すぐな指摘に、絢香は息を呑のんだようだった。


    　先日、麦むぎ穂ほに電話して言い当てたときと同じような反応。


    　わかりやすくて助かるが、この処理を誤ると、短期で決着がつかないどころか、ゲーム失敗の憂うき目を見ることになる。


    



    　　　＊


    



    　紅葉もみじは麦穂と一緒に、フライパンの様子を確かめる。いい具合に火が通ったと見て、コンロのつまみを捻ひねって火を止めた。


    「はい、できあがりー。盛りつけよお、盛りつけよお」


    「皿、皿ー」


    　ふたりは歌うように言いながら連携する。麦穂が出してきた皿に、紅葉がフライパンを近づけて傾けていく。


    　作ったのはドリアだった。熱々のホワイトソースの海の中に、一口サイズに切った野菜が小島のように見え隠れして、見た目に彩りがある。換気扇を止めると、温かみのある空気とともにチーズの香りが鼻をくすぐり、食欲をそそる。


    　麦穂が余らせていた野菜を消費できるし、仕送りされる米や小麦粉も活用できるという意味でも、無む駄だのないレシピだった。


    「小麦粉はたいていお好み焼きにしちゃってたけど、ドリアって手は盲点やったわ。実家ではあんま出てこんかったし」


    「結構お手軽でしょ？　本当ならオーブントースターを使いたいとこだけど、フライパン一枚でもご覧のとおり。まあ、これから暑くなる時期だから、ちょっと出番は減っちゃうかもだけど」


    「ううん。たぶんこれ、週一で作るばい」


    「おお、食べる前に宣言された！」


    「だってこれ、食べるまでもなく美う味まいのわかるし」


    　盛った皿から立ち上る匂においを、麦むぎ穂ほは満足げに堪たん能のうしていた。


    「あと、人にん参じんの切り方、こうして改めて見てもよかもんね。もみちゃんのお弁当に入っとるとは見たことあるけど、実際に切るところ見られてよかった」


    　人参は紅葉もみじが、楓かえでの葉の形状に切った。型紙を使った飾り切りと呼ばれる手法。火を通すことを考えて多少厚めに、しかし真上から見ればきちんと掌てのひらのように広がる葉の形になる。自分の名前になぞらえて、紅葉はこの切り方を覚えて多用している。


    「むーちゃんも、気が向いたときにでもやってみるといいよ」


    「よかねえ。お[image: ]そろいのお弁当ができるばい」


    「あ、でも、本当にお[image: ]いだと蒔まき也やくんがまた『同調圧力だ』とか言い出しそうだね」


    「そしたら、ウチ独自の切り方……、何やろ、もみちゃんが紅葉やから、ウチは麦？」


    「うわあ、無理っぽいけど、むーちゃん頑張れ！　何事もチャレンジだ！」


    　茶ちや化かしながら皿を運ぶ。


    　この部屋は１Ｋなので、寝室がリビングやダイニングの役割も果たす。ふたりは皿を持って麦穂の寝室に入る。背の低いテーブルに配膳し、座ざ布ぶ団とんがわりのクッションに腰を下ろす。


    　脚あしを綺き麗れいに[image: ]え、膝ひざをついて座る紅葉と対照的に、麦穂は一瞬、体育座りのような姿勢で座ろうとしたが、紅葉の目があることを思い出して、正座に切り替えた。


    「危なっ！　いつもの癖くせが出とった」


    「あはは。気にすることないのに。この部屋の主人はむーちゃんなんだから」


    「ズボン穿はいとったら気にせんけど、スカートやったから」


    「別に、ここに男子がいるわけでもなし」


    　紅葉はそう言ってから、付け加える。


    「堀ほりくんがいるわけでもなし」


    「……もう、もみちゃんは」


    　麦穂は拗すねるように目をそらした。首を竦すくめて、唇を柔らかく尖とがらせ、顔を赤くする。その仕し草ぐさを見て、紅葉は吹き出した。


    「可愛かわいいなあ、むーちゃんは。あ、冷めないうちに食べよ食べよ？」


    　紅葉がスプーンを持って促うながすと、麦穂は「ん」と応じて紅葉に倣ならう。
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    　矢や野の絢あや香かとの話を終えて、蒔まき也やは電車に乗って帰宅する。陽ひは傾いていて、空は見る見るうちに暗くなっていく。日曜の夜なので、電車の乗客の多くは遊び終えて帰路についた人々だが、蒔也はひと仕事終えたところだった。


    　収穫は、あった。


    　本人の話では、ふたりは小学校も同じで、互いの自宅も同じ町内にあるという。道理でああまで親しげに話すわけだ。昨日の練習試合後の光景を思い返して納得できた。


    　恋愛感情が芽生えたのは陽よう華か学院入学の遥はるか前、小学校時代だ。にもかかわらず、告白したことはないという。


    　ノートに記してあった情報をすでに追記したが、思い続けている長さに蒔也は眩め暈まいを覚える。


    　欲ほつするのに、なぜ求めないのか、蒔也には理解が及ばない。


    　蒔也のように、そもそも欲さないというのならわかる。


    　最近のゲームの山やま原はら雛ひな子こや平ひら田た進すすむように、相手との格差や、自分の成熟度の足りなさを理由に自重するのは、哀あわれだと思うが理解はできる。


    　そんな事情がまったくないのに、絢香は自分から動こうとしない。


    　絢香以外にも同様の状況にある生徒を何人か知っているが、彼ら彼女らは決まって「今の関係を壊したくない」「告白して失敗すると友達に戻れなくなると思うから」などと言う。


    　一見、危機回避的で合理的な判断であるように思えるが、その実、手をこまねいている間の時間を失っている。


    　何年もの時間を失った後で、相手に別の恋人ができたりしたら目も当てられないだろうに、そのことには考えが及ばないらしい。彼らは今現在のことしか見えておらず、将来を見通せていない。


    　損失を最小限にするためにも、即座に動くのが基本だと蒔也は考える。


    　好機を待つという考え方も好きではない。


    　好機は待つものではなく、自分で作るものだ。


    　もちろん、このような話は説教臭くさくなるので、絢香にはしていない。絢香の話をあたかも善意の理解者のように聞き続け、できる限り実感のこもった演技で「僕は矢野先輩に協力しますよ。是ぜ非ひ協力させてください」と言っておいた。


    　ゲーム進行上、大きな意味を持つ時間だったが、非合理的な相手との会話に苛いら立だち、疲労を覚えていた。


    　電車を降り、駅を出た。まっすぐ家に帰って休もうと思ったところで、蒔也のスマートフォンが震えた。電話ではなく、メールの受信だった。


    　確認したところ、送信者は芽め依いだった。


    　宿題のわからないところを尋たずねるメールで、問題文を撮影した画像が添付されている。本文では絵文字をふんだんに使いつつ、どこがどうわからないのかを説明し、「今、電話で教えてもらって大丈夫？」と聞いてきている。


    　思えば、この芽依も「関係を壊したくないタイプ」の人間なのかもしれない。


    　必要以上に質問して、蒔まき也やの気を引こうという意図が見え見えだが、直接的に踏み込んでくることはない。


    　芽依の意図はあえて無視して、手短にメールの返事を書いた。質問内容は理解できたので、電話してきて問題ない旨むねを伝える。通話料は質問する側が負担するのが筋すじだと芽依は弁わきまえているので、蒔也からはかけずに待つ。


    　電話はすぐにかかってきた。


    「どうもどうもー！　いつもごめんねー、お兄ちゃんー！」


    「いやいや。早さつ速そく、質問のところだけど……」


    「おおう！　本当に早速！　ちょっとメモとるから、ゆっくり！　早速じゃない感じでお願いします！」


    「電話をかける前にメモとる準備をしておいてほしかったな……」


    　蒔也は芽依の用意が整うのを待ってから、歩きながら解説し始めた。問題文と芽依の質問内容は暗記したので、画面もメモも見ることなく指導でき、二分ほどで片づいた。


    「理解できたかな？　これが理解できたら、同じ方法で二問目も三問目も解ける」


    「うん、とりあえずわかった！　これで明日、先生から当てられても大丈夫そう！　ありがとー！」


    　いつもならここで通話を切るところだが、蒔也は別の話題を持ち出しにいく。


    「受けた電話で悪いけど、ちょっと芽依に質問していいかな？」


    「へっ？　お、お兄ちゃんがわからない問題、私がわかるわけないじゃん……！」


    「いや、勉強の話じゃなくて、雑談に近い質問なんだけど」


    「ああ、何だ、びっくりしたー。そんならいいよ？　時間あるし」


    　蒔也は状況をぼかすために、遠い例え話を作る。幼おさな馴な染じみがいなくなってしまうということが伝わればいい。


    「あくまで仮の話だけど、もしも僕が陽よう華かの高等部に進まずに、海外の高校に行くって言い出したら、どうする？」


    　今現在、中等部三年生の蒔也。留学の計画など立てていないが、本当に実行に移すとしたら、残り時間は一年もない。


    　芽依はすっとんきょうな声を上げて、蒔也に聞き返す。


    「え？　え？　え？　何、お兄ちゃん、急にどうしたの？」


    「いや、ただ、芽め依いがどう思うかな、って聞きたかった。あくまで仮の話だけど、どう思う？」


    「どうって、そりゃ、寂さびしいと思うけど……」


    　芽依は答えつつも、呑のみ込めてはいないようで、戸惑っていた。


    「ねえ、お兄ちゃん、アメリカに行くの？　それとも、ヨーロッパ？」


    「だから、本当に仮の話だから。実際には行かないから」


    　蒔まき也やは失笑し、三度目の強調をしておく。


    「ああ、何だ、行かないんだ。そうだよね。やだなあ、びっくりさせないでよー」


    「で、どう思う？　寂しい以外に、何かあるか？」


    「んー。実際、寂しくなるだろうし、それしか思いつかないなあ……。あ、でも、お兄ちゃんの決めたことなら、応援するよ？　もちろん」


    　芽依は調子を取り戻し、元気良く言う。


    「あと、寂しいって言っても、別に一生会えないってわけじゃないんだしさ！　夏休みの旅行ついでに会いに行ったりできるし！　あと、何てったって今はネットも電話もあるしね！　いつでも連絡できるから、きっと大丈夫！」


    「さすがに、国際電話で宿題の指導はしたくないけどな……」


    「ええー、お兄ちゃんいじわるぅー」


    　唇を尖とがらせる芽依の表情が目に見えるようだった。


    　結論として、芽依は平気そうだ。大丈夫だというのは強がり半分だろうが、実際に蒔也が留学したとしても、芽依はその状況に適応できるはずだ。


    　話を切り上げ、自宅の前で通話を切る。


    　大丈夫だ、と心の中で唱となえる。


    　幼おさな馴な染じみがいなくなっても大丈夫なのだから、このゲームを進めるのも問題ない。
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    　紅葉もみじと麦むぎ穂ほは夕食の食器を片づけ、食後のお茶を飲んでいる。


    　口に残るドリアの熱を、アイスティーが冷ましていく。マグカップを持ち上げて飲むと、中の氷が涼しげな音を奏でた。


    　部屋の隅すみにある本棚に、紅葉は目を留めた。


    　半はん畳じようほどの面積を占め、高さは一メートル弱。棚は三段になっていて、ぎっしりと詰まっている本のほとんどが参考書だ。


    　まだ買ったばかりで真新しい背表紙のものが多いが、年季が入って古びているものもいくつかある。地元の中学校時代に使っていたものだろうか。背表紙を縦方向に裂くように深い折り目がついていて、麦穂の反復学習の凄すさまじさを物語る。


    　本棚の上段の一角に、紅葉もみじが貸した文学全集の一部を見つけて、いくらか安あん[image: ]どした。


    「……そんなに見らんでよ。恥ずいべ」


    「えー？　何で何で？」


    　紅葉の視界を遮さえぎるように、横から麦むぎ穂ほの手が伸びてきたが、紅葉はひょいとかわして本棚を見続ける。


    　麦穂は諦あきらめて、小さく溜ため息いきをついた。


    「何か、もみちゃんに本棚見られると、心の中を見透かされる気がする」


    「大おお袈げ裟さだなあ」


    「いや、実際、わかるやろ。ウチに、勉強以外の取り柄がなさそうなんは」


    　しんみりと言って、麦穂は目を伏せる。


    　紅葉は視線を本棚から外し、麦穂を見据すえた。


    「……ねえ、むーちゃん、それ本気で言ってる？」


    「ん、まあ」


    　麦穂はためらいがちに肯定したが、その反応は、紅葉は気に入らない。


    「ちょっと聞き捨てならないなあ」


    　今の今までの緩ゆるい雰ふん囲い気きが一変する。なあなあで流してもよかったが、紅葉は流せなかった。


    「まず第一に、勉強は立派な取り柄だから誇ほこっていい。第二に、むーちゃんの取り柄は勉強だけじゃない。責任感の強さとか、熱心さとか、優やさしさとか、そういうものがなかったら、むーちゃんは私に数学を教えてくれたりしなかったでしょ？」


    「そんなん……、当たり前やん？　友達に優しくすんのは、誰だれだってやってることやし」


    「いいや。むーちゃんは自分のことだから当然と思っちゃうのかもしれないけど、今の世の中、友達に優しくすることすら難しい。見た目の友情は取り繕つくろえても、実は皆、自分のことだけで汲きゆう々きゆうとしてる」


    　紅葉は自分の言葉が熱を帯びていくのを感じる。勢い任せになるが、続ける。


    「むーちゃんは、自分がクラスで友達ができなかったのを、自分がおかしいからだ、取り柄がないからだと悩んでいたのかもしれない。でも、それは違う。単に、むーちゃんのクラスメートたちに余裕がなかったからだ。むーちゃんは何もおかしくない。そこは開き直っていい」


    「……やっぱり、もみちゃんは、ウチの心を見透かすやん」


    　麦穂はくすぐったがるように、控ひかえめに笑った。


    「何か、もみちゃんと話すと安心する。こんなウチでも、ここにいてよかって思えて。ちょっと依存しすぎかもしれんけど」


    「親御さんに甘えられない分、他の誰かに甘えたらいいさ。もちろん、私にも限度はあるけど、可能な限り、総力を尽くしてむーちゃんを甘やかすつもりだよ。甘やかすと逆効果になっちゃう子もいるけど、むーちゃんは違う。甘やかされるだけの資格を持った頑張り屋さんだ」


    　改めて、紅葉もみじは畏い敬けいの念をもって本棚に目をやる。あんなにまで参考書を使い古した経験は、紅葉にはない。


    「よく言われる言葉だけど、頑張れることは、それ自体が大きな取り柄だよ。私はむーちゃんほど頑張れない。楽しいから本を読んで、楽しいから勉強してるだけで、楽しい以上の勉強は苦痛なんだ。だから、数学や物理があんなことになる」


    　冗談っぽく笑って自じ虐ぎやくしてみた。


    　つられたように、麦むぎ穂ほもまた笑顔になる。


    「もみちゃんは、楽しそうにしとるところが取り柄やね。見てると、こっちまで楽しくなる」


    　そう言うと、麦穂は唐突に過去の話を持ち出す。


    「ウチ、この前、漱そう石せきの『それから』を読んだやん？」


    「そうだね。感想も聞いた」


    「あの主人公の代だい助すけがうじうじしててちょっとなあ、って思ったけど、あれは同族嫌けん悪おやったな。考えすぎで、うまく生きれんとこを見ると、自分を見てるみたいで腹立ってきて……」


    　振り返る麦穂の表情に暗さはない。凜りんとした目で述べる。


    「でも、今のもみちゃんの話聞いて、ちょっと考え直したほうがいいかもと思った。ウチ自身のことも、代助のことも、少しは認めてやったほうがいいんかも、って」


    「いいことだと思うよ、それは。もちろん強制はしないけど、自然にそれができるなら、とてもいい」


    　紅葉は自らの経験も振り返る。


    　文学作品を再読すると、前回と感じ方が変わったことに気づくことが度たび々たびある。まだ十代の紅葉ですらそうなのだ。今後、二十代、三十代になったときに読み返せば、さらに違った感想を持てるに違いない。


    　きっと麦穂も、二度目、三度目と読む度に、自分の成長を感じられるだろう。


    「文学、薦めておいてよかったよ。薦めたことで、ここまでちゃんとした手応ごたえを得られたのは初めてだ」


    「そうなん？　もみちゃんのことやから、他にもいそうやと思うけど」


    「案外そうでもない。いや、薦めはするんだけど、むーちゃんほど素直に読んでくれる人はなかなかいない。蒔まき也やくんなんて、何十回となく薦めたと思うけど、一度も読んでくれないしね」


    「……なあ、もみちゃん」


    　麦穂は溜ためを作って、紅葉に呼びかける。正座のままで前傾姿勢になり、紅葉の顔をまじまじと見つめた。


    「もみちゃんって、蒔也くんのこと好き？」


    「え」


    　真っ直すぐな問いに、紅葉は意表を突かれた。


    　答えるより先に、麦むぎ穂ほは言葉を足していく。


    「いっつも仲いいし、話してて楽しそうやし、今日もちょくちょく蒔まき也やくんの話題出すし」


    「や、やだなあ。私が楽しそうなのはいつものことじゃないか。さっき、むーちゃんもそう言ってたじゃん」


    「まあ、そうやけど、もみちゃん、何かはぐらかしとるね」


    　麦穂の目が楽しそうに細められた。紅葉もみじはどう答えたものやらと悩み、考えがまとまらないままに喋しやべる。


    「ええと、それは、嫌いな子と一緒にお昼を食べるような趣味はないからね。嫌いじゃないのは確かだね」


    「うんうん、そんで？」


    　目を輝かせて続きを促うながす。麦穂にしては珍しく攻勢だ。


    「それで……、彼の考え方は独特で、危なっかしいところもあるけど、それがまた面白いし、話してると勉強にもなる。だから、友達として好きなのは間違いない」


    「お。よかけん。で？　で？　で？　友達としてだけなん？」


    　完全に面白がっている麦穂だが、紅葉は真ま面じ目めに自問して答えを出す。


    「……今のところは、そうだね。彼と恋仲になろうとは、思わない」


    「ええー？　もみちゃん、照てれてるだけじゃない？　隠さんでぶっちゃけんね」


    「私は……」


    　紅葉は言葉を選ぶ。


    　麦穂は、蒔也が行っているゲームのことを知らない。


    　昼休みの会話で、蒔也のひねくれた思考の一端だけは知っただろうが、それでも一端にすぎない。蒔也の人格の本質を知るのは、おそらく校内では紅葉だけだろう。


    　紅葉が見る限り、蒔也は他人を愛さないし、愛せない。


    　今後いかようにも変化しうるが、今の時点では、蒔也の中に愛はない。


    　紅葉が蒔也を観察対象にしているのは、ゲームの推すい移いを見守りたいという欲求にくわえて、彼の今後の変化に期待している部分が大きい。


    　蒔也は、どんな経緯で愛を知るのだろうか。


    　どんな対象に愛を注ぐのだろうか。


    　その点について、紅葉が並々ならぬ好奇心を持っているのは、確かだ。


    　愛あい須す蒔也というずば抜けた存在に強烈に惹ひかれている。


    　だが。


    　そこから先は、紅葉は自分の気持ちがわからない。


    　案外、紅葉自身も、他人を愛せない性質なのかもしれない。


    　同類だからこそ、惹かれるのだろうか。


    「私は、付き合うならやっぱり文学青年じゃないとな、と思っててさ」


    　自問が深くなりすぎる前に、紅葉もみじは咄とつ嗟さに建前で言い繕つくろった。


    「同じ趣味を共有したいんだよね。さっきむーちゃんとしたみたいな会話を、彼氏とも楽しみたい。蒔まき也やくんには、そういうのは期待できないから」


    「あー、そっかー。何かもったいなかー」


    　麦むぎ穂ほは残念がりつつ、しかし納得したようだった。とりあえず説得力のある理由を捻ひねり出せたようだ。


    　安あん[image: ]どに浸る紅葉に対し、麦穂はふと気づいた風に尋たずねる。


    「ん？　じゃあ、もみちゃんって文芸部に好きな人おると？」


    「それは内緒」


    「うわ！　もみちゃんケチやん！　ウチの好きな人のこと聞いといて！」


    「あれはむーちゃんが自分から言ったんじゃん」


    　紅葉は好機と見て、話の主導権を奪い返す。


    「昨日、かっこよかったねー、堀ほりくん。最後に一いつ矢し報むくいたのは燃えたね！　むーちゃん、惚ほれ直したでしょ？」


    「いやっ、ちょっ、ちょっ、やめてよ」


    　紅葉が麦穂の頰ほおをつつくように指を伸ばし、麦穂は恥じらって手で遮さえぎった。


    「明日、教室で会えるでしょ？　言いにいったら？　『練習試合観ました！　かっこよかったです！』って」


    「そっ、そんなんできるわけないやん！　そんな勇気なかよ！」


    　反射的に否定する麦穂。声は上うわ擦ずっていた。


    　真っ赤になった自分の頰を、手でぱたぱた扇あおいで冷ます。


    　紅葉はその様子を見て、微ほほ笑えましく思いながら言う。


    「でも、それこそもったいないなあ。付き合うかどうかは別にしてさ、クラスメイトと喋しやべるくらい、普通にできたらいいのにね」


    「もみちゃんは、できるん？　男子と普通に会話」


    「するよ？　話しかけたら皆、普通に答えてくれるよ？」


    「ウチのクラス、完全に男子と女子でグループ分かれてて、交流がほとんどないんやけど」


    「ああ、それはどのクラスもそうだと思う。私のところもそう。でも、私は基本的にひとりであちこち動いて話しかけるからね。さも親しげな雰ふん囲い気きで顔を出してれば、いつの間にか顔馴な染じみになってる」


    「それが、ウチにはできんのよ……」


    「単に度胸の問題だと思うけど、んー、どうしようかな」


    　紅葉は一瞬だけ思案し、麦穂に提案した。


    「明日、蒔まき也やくんにアイデアをもらおうか。彼はこういう相談に乗るのが趣味だから、きっといい案を出してくるよ」


    　さりげなく、ゲームのアシストをしておくことにする。


    　蒔也にしてみれば余計なお節介かもしれないが、紅葉もみじも麦むぎ穂ほの恋を手助けしたという実感が欲しかった。


    



    　　　＊


    



    　翌日の昼休み、蒔也は紅葉の教室に顔を出した。いつものように紅葉と麦穂が一緒に昼食をとっているので、そこに加わる。


    　加わるなり、紅葉が蒔也に話を振ってきた。


    「堀ほり先輩に話しかける方法？」


    「そ」


    　蒔也が聞き返すと、紅葉は簡潔に肯定した。


    「それプラス、クラスの男女交流の活性化。堀くんに限った話じゃなくて、むーちゃんは男女問わず仲良しなクラスにしたいんだってさ。友達百人できるかな大作戦に挑戦するらしい」


    「ちょっと、もみちゃん、ウチ、そういう言い方はせんかったはず……。あと、クラス全員と友達になっても百人にはならんし……」


    　麦穂が訂正するが、恥じらった様子で声が弱々しい。


    　蒔也はひとつ気になったので確認する。


    「小こ見み里さと先輩、この間は、自分のことで精せい一いつ杯ぱいで堀先輩のことを考える余裕はないと仰おつしゃってましたが、それは克服できたんですか？」


    「……克服したとか思ってないけど、あの試合観て、色々考えたんよ」


    　麦穂はしんみりと反省する風情で語る。


    「堀くんは勉強と部活を両立してやってる上に、友達もいっぱいおる。だったら、ウチにも勉強とひとり暮らしを両立して、友達も作ることだってできるはずやんか、って。どれかひとつを選ぶんじゃなくて、全部が相乗効果を生むもんやった、って。だから、全部頑張ってみたい」


    「おお、出た！　むーちゃんの頑張り屋発言！」


    　紅葉が嬉うれしそうに声を上げた。


    　蒔也としても、麦穂の変化は望ましい。麦穂の心に影響を及ぼすために、練習試合の観戦以外にもいくつかプランを用意していたが、一手目で早くも効果が表れた。


    「あと、人には色んな側面があるのに、ウチは一面しか見てなかった。一面しか見んで決めつけとったから、いつまで経たっても友達ができんかった。もみちゃんは、ウチだけが悪いわけじゃないって言ってくれたけど、やっぱり、ウチの中の決めつけも一因になってたと思って」


    「ああ、そっか。むーちゃんは頑張り屋さんだけど、頑張り方の善よし悪あしはあったかもしれないね」


    　紅葉もみじは麦むぎ穂ほの言葉を引き取って、蒔まき也やに話を振る。


    「というわけで、蒔也くん、むーちゃんに頑張り方の提案をしてあげてほしい」


    「単純に、堀ほり先輩に話しかけたいというだけなら簡単ですよね？　堀先輩の前に立って、用件を切り出せばいいですから」


    「う……、それができるなら、ウチは苦労せん……！」


    「前に立たずとも、後ろから呼びかけてもいいですが」


    「えっとな、蒔也くん？　ちょっと急ぎすぎ。ウチから要望を言わせてもらえるなら、段階を踏んでほしか。泳げん人に対していきなり一キロの遠泳を命じても、うまくいかんよ？」


    　蒔也の提案は麦穂に却下された。むろん、蒔也も最短距離の案が受け入れられるとは思っていない。


    　軽く笑ってみせて、蒔也は「茶ちや目めっ気けのある後輩」を演じる。


    「わかってますよ、小こ見み里さと先輩。冗談です、冗談。では、水に浸つかる練習から、ということですね」


    　蒔也は机の上のパンの空き袋を片づけ始めた。席から立ち上がり、紅葉と麦穂にも促うながす。


    「移動しましょう。先輩方も、お弁当持って」


    「移動？　どこ行くの？」


    　質問してくる紅葉を見下ろして、蒔也は答えた。


    「小見里先輩の教室ですよ。食事の続きは向こうでしましょう」
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    　蒔也は、これから毎日、紅葉の教室ではなく、麦穂の教室で昼食をとるように提案してきた。


    　紅葉としては特に反対する理由はない。麦穂も、戸惑いながらではあるが了承した。


    　蒔也の意図は一応理解できる。確かに、麦穂の教室にいる時間を増やしたほうが、幹みき雄おと接触できる可能性は高まるだろう。


    　だが、これは「やらないよりはいい」程度の効果しか見込めず、画期的な策だとは思えない。


    　実際、昼休みの残りの時間を麦穂のクラスで過ごしたが、特に何も起きなかった。以前同じクラスだったことがある友人が何人かいて、紅葉に声をかけてきたので挨あい拶さつを交わしたりしたが、そのくらいだ。


    　幹雄は教室にいなかった。おそらく食堂に行っているのだろう。麦穂が昼休みに教室にいたところで、幹雄の視界に入ることはない。


    　どうにもちぐはぐさを感じる。即効性のある案を麦穂が却下したという事情は考慮すべきだが、蒔まき也やらしくないなと紅葉もみじは思った。


    



    　放課後、紅葉は学校最寄り駅近くのカフェに向かった。


    　ひとりで店に入り、出入り口が見える座席を選んで座る。ホットティーを一口だけ飲んでから、鞄かばんから本を取りだして読み始める。アイスのドリンクだと、グラス表面の水滴で指が濡ぬれてしまうことがあるので、本を読むときはホットがいい。


    　ただ本を読むためだけなら、カフェでなくとも自宅で事足りるし、実際、自宅でくつろいで読むのも好きだが、カフェにはカフェのよさがある。


    　他の客の動きが目に入ったり、話し声が聞こえてきたりするのは、気が散る要因にもなるが、紅葉にとっては人間観察の格好の材料になる。ときには、読書そっちのけで観察に集中することもあるくらいだ。


    　様々な年齢や職業の人々の、顔の造作、表情、服装、口調。


    　見ているだけでも興味深いし、文芸部の活動にも役立つ。


    　小説の執筆で、人物を描びよう写しやするときに、実際に自分の目で見た人物の特徴が大いに参考になったりする。実在の人間を原稿の上に再現するのは容易たやすくはないが、表現方法を試行錯さく誤ごするのが楽しい。


    　もちろん、観察し甲が斐いのある人物と、そうでない人物がいる。


    　常人にはない何かを心の中に持っている人物からは、独特の存在感が放たれることがあり、目が離せなくなることがしばしばだ。


    　愛あい須す蒔也は、文句なくこのカテゴリーに属している。


    　店に入ってきた蒔也と目が合ったので、紅葉は微ほほ笑えんで軽く手を振る。


    　蒔也は紅葉を見て一瞬だけ顔をしかめて立ち止まり、そのまま店を利用するどうか迷う素そぶりを見せた。先日のように待ち合わせをしていたわけではなく、紅葉が蒔也と話したいので待ち構えていただけだ。蒔也にとっては迷惑かもしれない。


    　だが、結局そのまま入店し、アイスコーヒーを買って紅葉のほうにやってきた。


    「今日は先回りですか」


    　蒔也は呆あきれたように言って、紅葉の隣の席に座る。仮にここで蒔也があえて紅葉から離れた席に向かったとしても、紅葉が自分の席を移動するだけなので、あまり意味はない。


    「ゲームの件で聞いておきたいことがあってね。あ、聞き返さなくていい。並行して進めている他のどのゲームでもなくて、むーちゃんのゲームの話だよ」


    「会話も先回りしてきましたね」


    　薄く笑う蒔也に対して、紅葉は質問する。


    「お昼ご飯をむーちゃんの教室でとるのって、どのくらい意味があるの？　堀ほりくんとの縁を結ぶんなら、食堂に行ったほうがよくない？」


    「残念ながら、堀ほり先輩は食堂ではなくラグビー部の部室で召し上がっています。部外者の小こ見み里さと先輩や僕たちが入るのは難しいでしょうね」


    「あ、そうなんだ……。そのへん、ちゃんと調べてたか」


    「紅葉もみじ先輩も、そこまでは先回りできませんでしたか」


    「あくまで私は傍ぼう観かん者だからね。プレーヤーの蒔まき也やくんにはかなわない」


    　紅葉は素直に蒔也の力を認めるが、疑問点は残っている。


    「食堂がダメだとしても、やっぱり腑ふに落ちないんだよね。教室でご飯を食べるだけなんて、蒔也くんの手にしては地味というか、あんまり効果がなさそうな気がする」


    「そうですか？　今日、効果を感じませんでした？」


    「どんな？」


    「紅葉先輩には、同学年に知り合いが大勢いらっしゃる。紅葉先輩ほどではないですが、僕にも何人か知り合いはいます。僕たちがあの場にいれば、知り合いと挨あい拶さつを交わす機会があるでしょう。今日も何人か、紅葉先輩に声をかけてきましたよね」


    「そうだけど、それが何か……？」


    「そのときに、小見里先輩が彼ら彼女らの視界に入ります」


    「……ああ、そういうこと」


    　ようやく、紅葉は蒔也の意図を理解できた。


    「むーちゃんが堀くんと交流を持てるようになるための準備として、クラスの友達を増やしておこう、ってこと？」


    「ご明察です。小見里先輩とクラスメートの方々の間に接点はありませんが、紅葉先輩や僕があの場にいることで、中継地点になることができます」


    　蒔也は自分自身が縁結び役を果たしつつ、紅葉にも役割を負わせてきた。対象者同士ではなく、ゲームとは無関係なクラスメートとの縁を取り持つだけだが、この役は蒔也よりも紅葉のほうが適任だ。


    「クラスメートの方々は小見里先輩が紅葉先輩と一緒にいるところを見て、『知り合いだったの？』と疑問を持つでしょう。紅葉先輩は昼休みが終わると教室からいなくなりますから、その疑問は小見里先輩に尋たずねることが多くなります」


    「なるほどね。むーちゃんの会話の機会が増える」


    　蒔也はそれ以上は説明しないが、紅葉は続きを察さつした。


    　地道に続けていけば、麦むぎ穂ほはクラスメートと友人関係を築きずけるだろう。ネットワークを順調に広げていけば、いずれ幹みき雄おにも届く。昼休みに教室にいないとはいえ、幹雄の友人やそのまた友人と仲良くなることくらいならばきっと可能だ。


    　多くの中継地点を経へて、幹雄にたどり着く。


    　そのための布ふ石せきを蒔也は打ってきた。


    「感想を言わせてもらっていい？」


    「どうぞ？」


    「回りくどいよ」


    　紅葉もみじは遠慮なく、蒔まき也やの布ふ石せきの問題点をあげつらう。


    「言ったよね？　今回、あの女子マネが堀ほりくんといつ付き合うことになるかわからない。順当にいけば、きっとあの子が堀くんの彼女になるだろうね。むーちゃんはわかってないかもしれないけど、少しばかり急ぐ必要があるんじゃないかな」


    　昼休みに麦むぎ穂ほが蒔也の最短距離の案を却下したとき、紅葉はあえて口を挟まなかったが、本来であれば、あの案を通しておくべきだったのではないか。


    　だが、蒔也は紅葉の言葉にまったく揺らがない。


    「ご指摘ありがとうございます。仰おつしゃること、ごもっともだと思います。ただ、僕には僕の考えがありますし、それに、マネージャーの矢や野の先輩にはすでに接触済みです」


    「……蒔也くんのほうが断然、先回りしてるじゃないか」


    　紅葉は改めて感心する。打つ手が遠回りなように見えるが、蒔也の動き自体はいつになく早い。


    　さらに、雰ふん囲い気きもどこか違う。蒔也は普段から自信に満ちた態度をとっているが、今回は格別なように感じる。


    「オッケー。理解した。お手並み拝見させてもらうよ」


    



    　　　＊


    



    　翌日以降の昼休みは、蒔也の提案どおり、麦穂のクラスに集まった。


    　相変わらず、蒔也は別件があって来る日と来ない日があるが、紅葉は必ず出向いた。


    　麦穂のクラスメートと挨あい拶さつするときは、蒔也から言われたように、中継地点の役割を意識した。クラスメートのことを麦穂に紹介し、可能であれば麦穂も会話に混ざるように誘導する。


    　傍ぼう観かん者の立場にある紅葉が、このような手助けをするのは異例だ。


    　気ままに振る舞ったら結果的に蒔也のゲームの助けになっていたということは多々あるが、情報提供以外でここまで意図的な協力はしたことがない。対象者が麦穂でなければ、今後もしないだろう。


    　幸い、結果はすぐについてきた。


    　蒔也の提案が月曜日で、その翌日の火曜には、あっさりと麦穂に新たな友人ができてしまった。


    　さらに翌日の水曜には、その友人に誘われて、彼女のグループと一緒に昼食を食べた。


    　あまりにも狙ねらいどおり、とんとん拍子に行きすぎていることに違和感を覚えるほどだった。


    



    　土曜日は授業が早く終わる。


    　放課後、紅葉もみじは麦むぎ穂ほと前もって約束し、ふたりでカフェに入った。


    　何度目かのマンツーマンの勉強会。数学と国語を教えあう会というのが題目だが、麦穂の覚えが早すぎるため、九割方、紅葉が数学を教わるだけのものになる。


    　外では雨が降っている。水滴だらけになった窓の向こうには、傘を差して道を行き交う人々の姿が見える。


    　紅葉は問題を解く手を不意に止めて、顔を上げて麦穂に言った。


    「何だったら、新しい友達を呼んでもよかったかもね。まあ、新しいと言っても、私には旧知だけど」


    「それは次回でよかと思ったよ。もみちゃんには、改めてお礼したかったし」


    　麦穂はにこやかに話に付き合う。いつもであれば「集中、集中」と言って紅葉を戒いましめるところ、珍しいことだった。


    「もっと早くからもみちゃんを頼ればよかったな、って思った。ウチはもみちゃんがいてくれるだけで満足しとったけん、蒔まき也やくんに言われるまで、そういう発想出てこんかったけど」


    　ここ数日で、麦穂の顔は明るくなった。教室の中で孤独でなくなった。言葉にすればそれだけの変化でしかないが、本人にとっては大きな出来事だっただろう。


    「まあ、私は全然、たいしたことしてないけどね。ちょっと手助けしただけで」


    　紅葉は謙けん[image: ]そんしたが、むろん、工夫はした。決して口が上う手まくない麦穂を温かい目で見てくれるような、寛かん容ような女子生徒を最初に紹介した。あまり気の強い生徒だと麦穂が萎い縮しゆくしてしまうだろうと、紅葉なりに考えた結果だった。


    　女子生徒のグループにお邪じや魔ましたときは、会話は自然に麦穂の方言のことで盛り上がった。彼女たちは同じクラスにいたのに、麦穂と会話する機会が少なかったため、麦穂が地方出身者であることすらも知らない者がいた。


    　方言をからかうような性格の生徒が混じっていると麦穂が傷つく可能性があったが、仮にそうなっても紅葉が同席していれば麦穂を庇かばえる。


    　幸い、そんな生徒はおらず、杞き憂ゆうに終わった。方言を個性として認識し、興味深く聞いてくれる生徒ばかりだった。


    　つくづく、最初の生徒選びが功こうを奏そうしたと思う。類は友を呼ぶの言葉どおり、心優やさしい生徒が集まるグループだった。紅葉の手柄があるとしたら、その一点のみだろう。


    「お礼はむしろ蒔也くんに言うべきかな……。と言っても、蒔也くんも最初の提案をしただけど」


    「ううん、もみちゃん。蒔也くんはちょくちょくウチに連絡くれて、色々アドバイスしてくれとったんよ」


    「あ、そうなの？」


    　紅葉もみじには初耳の話だった。


    「ちなみに、それってどんなアドバイス？」


    「新しい友達との会話で何話せばいいのか、みたいなこと。ウチの地元のことが話題になるやろうけん、観光名所のエピソードとか、風景写真とか用意しとけって言われて、ああ、なるほどなと。確かに事前の仕込みがあると安心できた」


    「蒔まき也やくんらしい手回しのよさだなあ……」


    　紅葉はしみじみと感かん嘆たんする。蒔也の事前準備の周しゆう到とうさは、これまでのゲームで重じゆう々じゆうわかってはいたが、それが陰かげる気配はない。


    　まだ女子生徒と仲良くなっただけで、今後、クラスの男女間の交流、堀ほり幹みき雄おとの会話という段階を上っていく必要がある。ゲームは端たん緒しよについたばかりと言えるが、ここまでの経緯は悪くない。


    「正直、蒔也くんがウチにこんなに尽くしてくれるなんて思ってなかった。もっとクールで、つっけんどんな印象があったから」


    　麦むぎ穂ほは蒔也の意外な一面に触れて感じ入っているが、紅葉はおかしみを覚える。大多数の生徒たちは、クールでつっけんどんな素すの蒔也を知らない。演じられた「親切で頼りがいのある愛あい須す蒔也」を先に知り、後で意外な一面として素の蒔也を垣かい間ま見るところ、麦穂は紅葉のそばにいたので順序が逆になった。


    「あと、蒔也くんから、ラグビーの本を貰もらって。まだちゃんと読んでないけど、最近、行き帰りに読んでる。次に堀くんの試合観るときは、ただ観るだけじゃなくて、ちゃんと理解しながら観たいと思って」


    「へえ。ちなみにそれ、今、持ってる？」


    「おお。見る？」


    　麦穂は鞄かばんから本を取り出し、紅葉に渡した。Ａ５判のソフトカバーで、表紙は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの選手たちが躍やく動どうするカラー写真。大きなフォントで「ラグビー入門」と書かれている。


    「『入門』でこの筋肉とはね……」


    　軽いツッコミを入れながら、ぱらぱらとページをめくる。


    　中身もフルカラーで、ボールの持ち方、蹴けり方、タックルの仕方などが、写真つきで解説されている。出てくる選手たちが皆、ヘッドギアをしていないのが気になった。本をよく読んでみると、高校生以下の試合でのみ着用を義務づけられているらしく、大人の試合では要いらないらしい。あれ以上に激しいぶつかり合いを防具なしでやるとは、ますます真ま似ねができない世界だ。


    　そんな話題を振ろうと思って麦穂を見ると、麦穂は目を丸くして、自分の右側にある窓の外を見ていた。


    　目が離せないといったように、瞬まばたきせずに凝ぎよう視ししている。


    　何かあったのかと思い、つられて紅葉もみじもそちらを見る。


    　歩道を堀ほり幹みき雄おが歩いていた。大人の通行人たちの中に混じっても、頭ひとつ抜ける大柄な体たい軀く。肩から大きな四角いスポーツバッグを提げている。


    　傘を左手に持ち、自分の右半身をかばうように窮屈な姿勢で掲かかげている。右の手は女子生徒の手を指に絡からめて繋つないでいる。


    　並んで歩いているのは、女子マネージャーの矢や野の絢あや香かだった。自分の傘は差さず、幹雄の傘に守られている。


    　ふたりはどこか緊張気味の表情で歩いていく。その姿を麦むぎ穂ほと紅葉は目で追っていき、見えなくなるまで見ていた。


    　紅葉は自分が今見た光景を信じられないでいる。


    　蒔まき也やは、矢野絢香には接触済みだと言っていた。てっきり、何らかの対策がとられたものと思っていたが、今のふたりは付き合い始めたばかりのカップルのように見えた。


    　ふたりの関係性から言って、いつ付き合いだしてもおかしくないとは思っていたが、蒔也が手を打ったということは、少なくともその時期は大幅に遅れるはずだった。遅らせている間に、麦穂に心の準備を整えさせ、幹雄のところに導みちびいていくというゲームプランだったはずだ。


    　それが、こうも容易たやすく幹雄と絢香の付き合いを許すとは。


    　ふたりを責める筋すじ合いはまったくないが、蒔也に問いただしたいことがたくさんある。


    　策が、不発に終わったということなのだろうか。


    「そっか……。堀くん、彼女おったんか」


    　麦穂は落胆し、沈んだ声で呟つぶやく。窓の外を見続けているが、目の焦点があっていない。


    「そうやね……。それが普通やったわ……。ウチなんか、眼中にあるわけ……」


    「むーちゃん……」


    　慰なぐさめの言葉をかけようとする紅葉。


    　だが、窓の外の生徒の姿を見て、紅葉は思わず席を立った。


    「蒔也くんだ」


    　遠くから蒔也が歩いてきていた。片手で傘を差し、逆の手でスマートフォンを操作している。


    　蒔也には問いただしたいことがたくさんあった。紅葉は急いで店を出て、雨に濡ぬれない庇の下で手招きし、蒔也が歩くのを遮さえぎった。


    「蒔也くん、ちょっと」


    「ああ、紅葉先輩でしたか。誰だれかと思いましたよ」


    　苦笑しつつ、蒔也は立ち止まった。傘は差したまま、雨の中に立っている。


    　じっくり話したいので、店の中に呼び込もうとしたが、


    「もみちゃん、ウチ、先、帰るわ。ちょっと頭痛くなってきた」


    　麦むぎ穂ほが辛そうに歩いて、店を出ていこうとしていた。


    　幹みき雄おと絢あや香かの姿を見たのがショックだったのだろう。無理もないことだと紅葉もみじも思う。


    「……大丈夫？　何なら、付き添う？」


    「いや、ええ。ひとりにさしといて……」


    　暗い声でそう言うと、麦穂はふらりと店を出て去っていった。決して、先を行った幹雄たちに追いつこうとするのではない。ただ、誰だれとも話したくないために歩いていく。


    　心配ではあるが、押しとどめるのもはばかられた。麦穂の意図を尊重し、そのまま行かせることにした。


    「むーちゃん、またメールするよ」


    「うん、ありがとな、もみちゃん……」


    　麦穂は振り返らずに応じた。


    　遠ざかる後ろ姿を、紅葉は蒔まき也やと一緒に見守る。


    「……紅葉先輩、何かあったんですか？」


    「蒔也くん、今さっきまで歩いてて、堀ほりくんと矢や野のさんの姿は見えなかったかい？」


    「え？　いらっしゃったんですか？　気づきませんでした」


    「ふたり、手を繋つないで歩いてたよ」


    　紅葉が告げると、蒔也は驚いた様子で目を見開いた。


    「……何ですって？」


    「その様子だと本当に知らなかったみたいだね。彼ら、相合い傘しながら恋人繋ぎしてたよ。私たちはついさっき、それをこの店の中から見ていた。むーちゃんはショックを受けて、頭が痛くなって帰った。理解した？」


    「そう、でしたか…………」


    　蒔也は麦穂が去っていった方角を見て、呆然と立ち尽くしていた。ようやくのこと、蒔也は確認する。


    「恋人繋ぎということは、そういうこと、ですよね？」


    「だろうね。ねえ、蒔也くん、確か、矢野さんとは接触済みだったんだよね？」


    「…………」


    　蒔也は答えない。紅葉の追求に返す言葉もないようだ。


    「私、別に、蒔也くんを責めようとは思ってないよ？　堀くんと矢野さんが付き合いだしたのは自然なことで、蒔也くんが申し訳なく感じる必要はないと思う。ただ、蒔也くんらしくないとは思った。こんなにあっさりと、カップル成立を許すなんて、どうしたの？」


    　否定しつつも、自然と責めるような口調になってしまった。


    　蒔也なら当然、何か有効な手を打つはずだと信頼していた。


    　その信頼を裏切られ、紅葉は失望を覚える。


    「……紅葉もみじ先輩、すみませんが、今ここではお答えしません」


    　蒔まき也やは何かを決めたように、視線を定めていた。紅葉に丁てい重ちように断りを入れ、歩道を駆け出す。


    「ちょっ……、蒔也くん、どこ行くの!?」


    「小こ見み里さと先輩と話してきます！」


    　雨の中、蒔也が水溜たまりを踏む音が響く。傘を差したまま走ったため、風圧で傘の骨格が折れ曲がり、蒔也の速度を減退させる。蒔也はそれも構わず走り、麦むぎ穂ほを追っていった。


    　あんなに血相を変えた蒔也は、初めて見た。


    　紅葉は止めることもできず、カフェのひさしの下でただ見送った。


    



    　　　＊


    



    　雨と風に晒さらされながらも、蒔也は走り続ける。


    　風圧に負けた傘はすでに使い物にならず、全身が濡ぬれている。服が体にまとわりついてきて煩わずらわしい。我われながら酷い姿だが、これも必要と割り切って走り、通行人を追い越していく。


    「小見里先輩！」


    　遠くに麦穂の後ろ姿が見えたので、蒔也は叫んだ。もっとも、本人の姿は傘に隠れているが、背格好と傘の色で判断した。


    　呼びかけたが、麦穂は振り返ることもなく歩き続ける。


    　聞こえなかったのかと思い、蒔也はもう一度「小見里先輩、待ってください！」と懇こん願がんする。


    　麦穂は立ち止まるどころか、さらに歩調を速めた。


    　今は、麦穂は誰だれとも話したくないのだろう。だが、蒔也はそうはさせない。駆け足で麦穂の前に回り込み、正面から麦穂と相対する。進路を遮さえぎられた麦穂は驚いて立ちすくみ、顔を上げた。


    「小見里先輩、少し、お話があります」


    　上がった息を整えながら、蒔也は麦穂に語りかけた。


    　麦穂は目を伏せ、傘で表情を隠そうとする。


    「蒔也くん、どいてんか。ウチ、今は話したなか……」


    「僕は先輩に謝りたいことがあるんです」


    　蒔也は素早く地に膝ひざをつき、その場に正座した。制服のズボンが汚れるが、蒔也は躊躇ためらわなかった。何としても麦穂をこの場に引き留める。


    「まっ、蒔也くん、やめえや。何でそんなことしよるん……？」


    　麦穂は戸惑いながらも、蒔也の上に自分の傘を掲かかげる。


    「蒔也くん、自分の傘はどうしたと……？」


    「走ってる間に壊れてしまいましたが、そんなことはどうでもいいんです。僕は先輩に謝りたいことがあるんです」


    　正座の姿勢から、蒔まき也やは麦むぎ穂ほを見上げて言う。


    「ごめんなさい。僕は小こ見み里さと先輩に協力すると言ったのに、力不足でした。小見里先輩の思いを、叶かなえることができませんでした」


    　深々と頭を下げると、蒔也の背中を雨が打つ。


    　悔かい恨こんを込めた謝罪。


    　厳密には、悔恨を込めたように見せかけた謝罪だった。


    「べ、別に、蒔也くんが謝ることないやん……。堀ほりくんに他に好きな人がおった。それなら、それはしゃーないことやし」


    　麦穂は引き気味になりつつ、蒔也をフォローする。


    「むしろ、ウチ、蒔也くんには感謝しとるとよ？　蒔也くんのおかげで大事なことにいくつか気づけたと思っとるし、クラスに友達もできたし。それだけで満足よ」


    「それでも僕は、堀先輩の目を少しでも小見里先輩に向けられるようにしたかった」


    　蒔也は声に強い意志を滲にじませた。


    　麦穂は目に疑問を浮かべ、尋たずねる。


    「なあ、どうしてウチにそこまでしてくれようとしたん？　蒔也くん、堀くんと親しくないのに、堀くんのことめっちゃ知っとったやん。あれ、何か人ひと伝づてに聞いて回ってくれてたんやろ？」


    　紅葉もみじや他の生徒には知られない水面下で、蒔也は麦穂に対してメールで情報提供を続けていた。幹みき雄おのプロフィールを収集し、話しかける手がかりにするためのもの。同時に、麦穂を激げき励れいするためのものだった。


    「ウチなんかのために、なんで、そこまで……」


    「前にも言ったでしょう？　小見里先輩が可愛かわいらしくて、堀先輩とお似合いだと思ったからです」


    「そんな、ウチ、可愛くなんてないし……」


    　恥じらいを見せて目を背ける麦穂。


    「だいたい、お似合いやと思ったからって、ウチと堀くんがくっついたところで、蒔也くんは得せんやんか」


    「それは……」


    　蒔也は言いかけて、続きを迷ってみせた。


    　言うかどうか迷っているような演技を見せてから、続けた。


    「正直に言います。小見里先輩に協力したのは、僕が、小見里先輩との接点を持っていたかったからです」


    　麦穂は、蒔也の言葉の意図を摑つかみかねて、応答できない。


    　その様子を見て取って、蒔也は補足する。


    「もちろん、堀ほり先輩とお似合いだと思ったのも本当です。でも、同時に、僕は小こ見み里さと先輩ともっとお話ししたいと思った。そのきっかけとして、口実として、堀先輩のことを利用してしまったんです」


    「ええと……？」


    　まだわかっていない麦むぎ穂ほをよそに、蒔まき也やが続ける。


    「僕は本気で協力していたつもりでしたけど、心のどこかで、小見里先輩を渡したくない思いもあった。だから詰めが甘くなった。今回、僕の力が及ばなかったのは、そういう意味で必然でした。だから、今日はそれを謝りたかったんです」


    「……蒔也くん、ウチ、蒔也くんはもみちゃんのことが好きやと思っとったんやけど、違ったん？」


    　ようやく麦穂は蒔也の言葉を理解したようだが、まだ疑うたがってもいる。怖こわ々ごわと蒔也に尋たずねてきた。


    　その質問は想定していた。蒔也は用意しておいた答えを返す。


    「紅葉もみじ先輩のことは尊敬していますが、恋愛感情はありません。尊敬できると思った上に、守ってあげたいと思ったのは、小見里先輩が初めてです」


    　蒔也は麦穂の目を見て、告げる。


    「先輩のことが、好きでした」


    「えっ……とぉ……」


    　麦穂は顔を赤くして、再び目を逸そらした。


    「いや、ウチなんかに惚ほれとるなんて、絶対噓うそばい。そげん……、もみちゃんとか、ウチより綺き麗れいな子いっぱいおるし……」


    「先輩」


    　呼びかけながら、蒔也は立ち上がり、素早く手を伸ばした。濡ぬれた両手が麦穂の肩を摑つかんで、強引にこちらを向かせる。麦穂の目は驚きで見開かれた。


    「僕のこの目が、噓をついているように見えますか？」


    　目を目を合わせる蒔也。視線に力を入れ、瞳を一切動かさずに麦穂を見続ける。


    「ま、蒔也、くん……」


    「小見里先輩はご自分のことを低く見すぎです。その謙虚なところは、先輩の美徳でもありますけど、今は必要ありませんよ？」


    「うん、わかった。わかったから、ごめん、ちょっと一いつ旦たん落ち着かせて？」


    　麦穂は蒔也の視線を手で遮さえぎり、距離をとった。蒔也の手が麦穂の肩から離れる。


    　自分を落ち着かせようと、深く呼吸する麦穂に対し、蒔也も一度引いてみせることにした。


    「すみません、急ぎすぎました。堀先輩のことがあったばかりですから、気持ちの整理も必要でしょう。それ以前に、先輩は僕のことなんて眼中になくて、何とも思っていなかったでしょうし──」


    「ちょっ、そんなん、それこそ、蒔まき也やくんのほうが謙虚になりすぎやし」


    　麦むぎ穂ほは蒔也の言葉を打ち消す。


    「さっきも言ったけど、ウチ、蒔也くんにはめっちゃ感謝しとるんよ？　最初は冷たい子やと思っとったばってん、本当は優しかったんだってわかった。そんな、何とも思ってなくは、なかったばい」


    「それは、すごく嬉うれしいです」


    　蒔也は寂さびしげな笑顔を浮かべ、麦穂に顔を近づけた。


    「でも、できれば僕はもっと直接的な言葉が欲しいです」


    「えっ……？」


    「望みすぎでしょうか？　僕では、堀ほり先輩の代わりにならないでしょうか？」


    「うっ……。いや、その、急に言われても、恥ずいし……。蒔也くんやって、堀くんの代わりって言われたら、がっかりせん？」


    「いずれ、堀先輩を忘れさせてみせます」


    　蒔也は真っ直すぐな眼まな差ざしを、一瞬たりとも逸そらさずに麦穂に注ぐ。


    　麦穂は射いすくめられて動揺を見せたが、やがて落ち着いて、指摘する。


    「蒔也くんは『それから』の代だい助すけみたいなこと、しとったんやね」


    「それから？」


    「ううん。何もなか。何もなかよ」


    　麦穂はふっと笑って、言う。


    「わかった。蒔也くん、ウチに堀くんのこと、忘れさせて？」


    「……はい、頑張りますよ、僕は」


    　ゲームは、この時点でクリア扱いになったが、蒔也は確認の手続きを怠おこたらない。


    　見つめ合い、顔と顔の距離をゆっくり縮めていく。


    　その意味を悟って、麦穂は反射的に蒔也の肩を手で押さえ、接近を押しとどめた。


    　麦穂の意図を汲み取って、蒔也は一いつ旦たん確認する。


    「……すみません。僕、急ぎすぎましたか？」


    「いや、あの、そんなん、ウチ……、あ！　蒔也くん、びしょ濡ぬれやし！」


    　誤ご魔ま化かすように、麦穂は咄とつ嗟さに話をすり替えた。


    「そのままにしとったら風邪引くとよ？　ウチの部屋、すぐそこやし、タオルと傘、貸そか？」


    「いいんですか？　そんなご面倒をおかけして……」


    「そんな格好で放っとけんばい。何なら、蒔也くん、部屋で雨宿りしてっても……」


    　麦穂はそう言いかけて、途中で自分が何を言っているかに気づき、慌あわてて釈明する。


    「あ、あ、あああ雨宿りだけよ？　変な意味に取らんでな？」


    「いや、それだけでも助かりますよ。せっかくですし、小こ見み里さと先輩のご厚意に与あずかります」


    　蒔まき也やは微笑し、麦むぎ穂ほに礼を言う。


    　走っている間に自分の傘を壊しておいたのは、このためだった。


    　濡ぬれないように、蒔也が麦穂の傘を持ち、寄り添うようにして麦穂の部屋に向かった。

  



  
    



    


    　エピローグ


    



    　放課後、蒔まき也やは学校から駅へと向かっていた。今日はカフェなどに寄り道せず、真っ直すぐ家に帰るつもりだった。


    　駅前の広場に着いたところで、見慣れた女子生徒が待ち構えていた。


    　鞄かばんを両手で持って体の前で提げ、脚あしを[image: ]そろえて直立している。現代の都会の高校生には似つかわしくない長いスカート。電車の走行風で、艶つやのある長い黒髪が揺れる。


    　浮うき島しま紅葉もみじ。


    　いつもような薄笑いではない。唇を結び、刺すような眼まな差ざしを蒔也に向けてくる。


    　蒔也は意に介さずに、朗ほがらかに挨あい拶さつした。


    「紅葉先輩、お疲れさまです。どなたかと待ち合わせですか？」


    「君を待っていたんだよ、蒔也くん。今日は昼休み、来なかったね」


    「ちょっと別件がありましてね。芽め依いのほうに行ってました」


    「むーちゃんと付き合ってるのに？」


    「……ああ、小こ見み里さと先輩からお聞きになりましたか」


    　蒔也は軽く笑って、弁解するように述べる。


    「別に、付き合ってるカップルは毎日昼休みに会わなければならない、ということもないでしょう。小見里先輩も勉強に忙しい身ですから、放課後に毎日会うのもご迷惑になるでしょうし。僕たちは僕たちのペースで付き合っていきますよ」


    「そうだね。蒔也くんの言うとおりだ。でも、私が言いたいのはそんなことじゃない」


    　紅葉は小さく溜ため息いきをつき、蒔也を見据すえて言う。


    「蒔也くん、君は自分自身もゲームの名簿に含めていたんだね」


    「五十音順で、名簿の先頭は僕でした。三百五十七分の一の確率で僕に当たるわけで、この度たび、選ばれてしまいました」


    　あっさり肯定する蒔也。


    　ゲームの対象者は、小見里麦むぎ穂ほと堀ほり幹みき雄おではなかった。


    　小見里麦穂と愛あい須す蒔也だった。


    　麦穂と幹雄の間を取り持つと見せかけて、その裏で蒔也は動き、幹雄の幼おさな馴な染じみの背中を押し、カップルを成立させて麦穂を失恋させた。


    　すべては、麦穂と蒔也を結びつけるため。


    　蒔也は麦穂を手助けする名目で、麦穂の感情移入を勝ち取っていた。


    「[image: ]う闊かつだった……。確かに、その可能性はあったんだ。でも、完全に見落としていたよ」


    　紅葉は自分の不ふ甲が斐いなさを嘆なげいていた。


    　今回のゲームでは、蒔まき也やは対象者を誰だれにも明言していない。状況から、紅葉もみじが勝手に思い込んだだけだ。


    「君は、本当に乱数に従ったんだね」


    「この程度のことをこなせないようでは、将来が思いやられますよ」


    「これも将来のための練習。そういうことかい？」


    「ええ」


    「練習にしては、ちょっとやりすぎじゃないかと思うけど」


    「責められるようなことは何もしてませんよ？　合意の上でしたし、ちゃんと避ひ妊にん具ぐも使いましたし」


    　蒔也は当然のことのように言ってのけた。


    「は……？」


    　一瞬、紅葉は呆あつ気けにとられた。


    　何のことなのかを理解するのに時間がかかった。


    　遅れて呑のみ込み、目をぱちくりさせ、慌あわてて周囲を気にした。


    「き、君ねえ……。誰が聞いてるかわからないのに、そういうこと、何の恥じらいもなく、言うかなあ……」


    「誰も聞いてませんよ」


    　世界は何も変わらず続いている。電車は平常どおりの運行。通行人は、ふたりのことを気にすることなく改札を出入りする。動揺しているのは紅葉だけだ。


    「むーちゃんからは、そのことは聞かなかったよ。もうそこまで進んだんだね……」


    「そんなに引かないでくださいよ。別におかしくはないでしょう。男子と女子なんですから」


    「おかしくは……、確かにおかしくは、ない。でも、意外だよ。そこまでするなんて」


    「別に、ゲームクリアの確認として、最もつともわかりやすい手段を選んだだけですよ」


    　紅葉はようやく動揺から回復し、蒔也を責めるように言う。


    「蒔也くんが本当にむーちゃんのためを思っていて、むーちゃんのことを好きになって付き合い始めたのなら、それはいいことだと思う。私がどうこう言う筋すじ合いはない。でも、蒔也くんはそうじゃない。君はゲームをクリアしただけなんだ」


    　蒔也は黙ったまま、表情だけで答えた。


    「ええ、まあ、そうですね。ゲームはクリアできたので、小こ見み里さと先輩への用事はなくなりました」


    　絶句する紅葉に対し、蒔也は述べる。


    「すぐに別れますよ。後腐れがないように、小見里先輩から別れを切り出すように仕向けますが。何でしたら、小見里先輩が堀ほり先輩と付き合えるように取り計らいますよ？　堀先輩と矢や野の先輩を破局させる必要がありますが、それはさほど難しくなさそうですし」


    「……蒔まき也やくん、君には本当に、愛情ってものがないんだね」


    「愛情、もし芽生えたらびっくりしますね、僕は」


    　蒔也はぼんやりと余よ所そ見みをして、自分の過去と未来に思いを馳はせる。これまで、何かに愛情を抱いだいたことはあっただろうか。将来、どんな条件が整えば愛情が発生するのだろうか。


    　ふと気づくと、紅葉もみじは姿勢を変えず、顔だけを俯うつむけていた。


    　前髪で表情を隠すようにしているが、隠しきれていない。


    　蒔也は自分の目を疑うたがった。


    「……先輩、泣いているんですか？」


    　紅葉の目は濡ぬれていた。


    　声を上げることもなく、呼吸も乱さず、肩も震わせず、ただそこに立ったままで、目だけが紅葉の感情を表わしている。


    　表面に涙が溜たまっていき、やがて滴しずくが頰ほおを伝った。


    「何でだろうね。別に悲しくなんて、ないのに、さ」


    　初めて、小さく洟はなを啜すする。


    「どっちかと言うと、私は怒ってるはずなのに。ここに武む者しや小のこう路じ実さね篤あつの『人生論』を百冊くらい集めて箱に詰めて、それで蒔也くんをぶん殴ってやりたいくらい怒ってるのに」


    「その本の内容は知りませんけど、すごく頭に響きそうな打撃ですね」


    「できれば、頭じゃなくて心に響いてほしいよ」


    　紅葉は声を震わせる。


    「たぶん、この涙は君への哀あわれみの涙だ。人を愛せない蒔也くんが可か哀わい想そうだっていう、そういう涙だ。きっとそうだ」


    　目を指先で拭ぬぐいながら、自分に言い聞かせるように説明した。


    「むーちゃんが可哀想だとは、思わないかい？　蒔也くんは」


    「紅葉先輩、今さらそんなことを仰おつしゃいますか。今まで、僕は他の人に対しても、似たような誘導を散々してきました。小こ見み里さと先輩だけ特別扱いする理由はありません」


    「そうか……。私は、蒔也くんのことを見誤っていたかもしれない。蒔也くんが抱えている闇やみは、私が思っていた以上に深かった」


    　紅葉は目を指先で拭い、涙を止めた。


    「邪じや魔ましたね。蒔也くんはこのまま真っ直すぐ帰るかい？」


    「ええ、そのつもりです」


    「私は、ちょっと寄り道していくよ。何か、ひとりで考え事したくなった」


    　そう言うと、紅葉は改札とは逆の方角に足を向けた。


    　蒔也はその場で佇たたずみ、後ろ姿を見送る。


    　去り際ぎわに、紅葉は振り返った。


    「これから私は、傍観するんじゃなくて、蒔まき也やくんをよく見張ることにするから覚悟しといてよ。むーちゃんのことも心配だし、蒔也くんは色んな意味で放っておけないってことが、今回身に染みてわかったから」


    「お目め付つけ役ですね。それはそれで面白そうですし、ご自由にどうぞ」


    「じゃあ、またね」


    「ええ、また」


    　別れの挨あい拶さつを交わすと、紅葉もみじは足早に去っていった。おそらく、どこかのカフェか書店に向かうのだろう。後ろ姿は遠くなり、商店街の人波に消えた。


    　誰だれもいなくなった広場で、蒔也は腰に手を置き、目を細めて天を仰あおいだ。空気を深く吸い込み、ゆったりと吐きながら声もなく笑う。何の変哲もない空と雲が、やけに光り輝いて美しく見えた。


    　これまで、紅葉の心だけは動かせなかった。


    　何に対しても動じず、飄ひよう々ひようと受け流し続けると思っていた。


    　珍しく、自分の心が躍おどり、浮かれているのを感じる。


    　これまでのゲームとは比べものにならない、巨大な達成感がある。


    　柄にもなく、誰彼構わず自慢してしまいそうだ。


    　ようやく、紅葉を怒らせることができた。


    　ようやく、紅葉を泣かせることができた。


    　たったそれだけのことなのに、蒔也はなぜだか、例えようもなく嬉うれしかった。

  



  
    　　あとがき


    



    　著者の水みず市いちです。唐突ですが、裏話をします。


    　本作が生まれたきっかけは、二月のある日、近所を散歩したときにお寺に立ち寄ったことでした。水市は仏教徒ではありませんが、お寺を見て回るのは好きです。お寺の建物や仏像ではなく、奉まつられてある絵馬を見るのが好きなのです。


    　願いの内容は無む病びよう息そく災さい、学がく業ぎよう成じよう就じゆ、商しよう売ばい繁はん盛じようなどが大半ですが、中には変わった願いを書く人がいたり、平凡な内容でも面白い書き方をする人がいたりして、見ていて楽しいです。


    　右に挙げた他に多いものと言えば、縁結びです。


    　誰だれ某それさんとの恋が成就しますように。


    　あるいは、


    　まだ見ぬいい人と巡めぐり合えますように。


    　そのお寺では縁結びの絵馬は他の絵馬とは区別され、敷しき地ち内の違うところに奉られるようになっていたので、その一角は壮そう観かんでした。仮に神様か仏様がこれを見ていて、願いを全部聞き入れようとしたら、同じ人の取りあいになって厄やつ介かいな事態になるだろうな、と想像しました。


    　そこから連想して、水市はふと思いました。


    「頼まれてもいないのに、無作為に男女を選んで縁結びする神様がいたら、どうなるだろう」


    　この閃ひらめきのおかげで（閃きのせいで？）、水市の中にキャラクターが生まれました。


    　神様ならぬ怪物的な精神で男女を結んでいく中三男子、愛あい須す蒔まき也や。


    　その様子を茶化しながら見物する高一女子、浮うき島しま紅葉もみじ。


    　水市は猛烈に「こいつらを描きたい」という思いに駆られました。この怪物が読者の皆さんの心にどんな足跡を残してくれるか、見たくなったのです。お寺で生まれたにしては相当罰当たりなキャラクターになりましたが、怖いもの見たさで彼らを世に放ちます。


    



    　今回も多くの方々にお世話になりました。編集部の江え橋ばしさんと野の村むら編集長のおかげで、蒔也は当初の予定より格段に力を増した存在になりました。また、イラストご担当の九く條じよう宝ほう珠じゆさんには、無理気味なスケジュールでのお願いに応えていただき感謝の念に堪えません。紅葉の笑顔を見たときに「この方に描いてもらってよかった」と心から思いました。他、名前は出しませんが、取材にご協力いただいた友人たちにもお礼を言いたいです。ありがとうございました。


    



    　それでは、また近いうちに。


    



    　　　　二〇一三年九月


    　　　　　　　　　　　　　　　　　水市　恵

  



  
    水市　恵


    Kei Mizuichi


    



    小説家。１９８４年生まれ、２００７年デビュー。既刊に『時間商人』『ドラゴンライズ』など。今回の『無作為抽出恋愛遊戯』で著作が13作品になりました。不吉な数字に相応しい物語を描けたと思います。
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